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一般社団法人 日本建築協会

片岡安賞
（日本建築協会論考コンクール）

第 5回 募集要項

■募集テーマ：「変わらないもの・変わるもの」
　 　古今東西の歴史を顧みれば、さまざまな要因が契機となって社会が変
化してきたことがわかりますが、現代の社会も大きな変化の真っただ中
にあります。たとえば、デジタルやAIなどに代表される技術の急速な発
展は、社会に大きな変化をもたらしました。加えて、大規模災害、パン
デミック、地球環境、少子高齢化、グローバル化、ジェンダー、格差と
いった多くのテーマは避けて通れず、今までの思考、行動、価値観、社
会制度などが大きな変革を迫られています。
　 　建築はこれまで社会の動きに対応すべく、その姿やあり方を変化させ
てきました。だが、変わらないこと／変わることの意味を十分に議論し
ないまま事を進めても、問題解決のゴールは遠のくばかりです。今、わ
れわれが直面する多くの課題に立ち向かうために、建築はどう変わるべ
きか、どうあるべきかについて鋭く迫る論考を、建築内外の幅広い分野
から募ります。

■審査委員会
　審査委員長：髙田光雄（京都美術工芸大学教授、京都大学名誉教授）
　審 査 委 員：倉方俊輔（大阪市立大学准教授）
　　　　　　　弘本由香里（大阪ガス エネルギー・文化研究所特任研究員）

■審査方法
　・全審査委員により一次審査を行う。
　・ 一次審査により選出された論考を対象に、オンラインによる公開プレ
ゼンテーションを開催する。その後最終審査を行い、「片岡安賞」を
決定する。（「片岡安賞」は該当なしの場合もある）

■応募条件
　・投稿料は無料とする。
　・応募者の国籍、年齢、所属は問わない。
　・応募論考は単著、共著を問わない。
　・ 応募論考は未発表のものに限る。ただし、会誌『建築と社会』に掲載
された記事の改稿による論考は可とする。

　・使用言語は日本語に限る。
　・質問は受け付けない。
　・受賞者は本会会員になることとする。

■著作権・版権
　・著作権は応募者に帰属する。
　・ ただし本会にかかわる出版・印刷においては、一般社団法人日本建築
協会が自由に使用することができるものとする。

■執筆要領
　・文字数は6,000字程度とする。
　・ 必要事項を記入した応募用紙とともに担当窓口へメール送付もしくは
A4サイズに印刷したものを郵送する。

　　なお、応募用紙は本会ホームページからダウンロードする。
　・ 電子データにて提出する場合、文書作成ソフトWord（Microsoft社）
もしくはそれに類するもので原稿を作成する。添付画像は解像度
300dpi以上とし、合計10MB以上になる場合は分割して送信すること。

■スケジュール
　2021年 6 月 募集要項公開
　　10月31日 応募締切（消印有効、電子投稿の場合23時50分）
　　11月～2022年 1 月初旬　一次審査
　　 3月初中旬 オンラインによる公開プレゼンテーション
 ・最終審査
　　 5月 受賞論考・著者名発表（『建築と社会』2022年 5月号）
　　 6月 論考本文を会誌『建築と社会』2022年 6 月号に掲載
　　 6月 表彰式（一般社団法人日本建築協会定時総会）
　※なお後日受賞論考に基づく講演会・討論会を開催することがある。

■発表と表彰
　・ 受賞論考の論題と著者名を会誌『建築と社会』2022年 5 月号にて発表
し、全文を 6月号に掲載する。

　・同 6月の本会総会にて表彰し、受賞論考著者には賞状及び副賞を贈る。

■提出先
　一般社団法人　日本建築協会
　〒540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F
　電話 06-6946-6981　 FAX 06-6946-6984
　メールアドレス＜hensyu2@aaj.or.jp＞

　日本建築協会は2017年に創立100周年を迎え、さらなる変革への取り組みを続けております。その一環として、いわゆる学術論文とは
一線を画す「論考」コンクールをスタートさせ、今回で第 5回を迎えます。第 4回コンクールでは、海外からや建築以外の分野の方から
も応募があり、これまでになく応募者層が広がりました。第 5回も、チャレンジ精神あふれる論考を広く期待しています。

主催：一般社団法人 日本建築協会　URL http://www.aaj.or.jp
後援：（公社）日本建築士会連合会、（一社）日本建築士事務所協会連合会

（一社）日本建築学会、（公社）日本建築家協会



1建築と社会■2021.8

日本建築協会

会告

定時総会
議決のお知らせ

2021年 6 月24日開催の2021年度定時
総会において、下記の議案が原案ど
おり承認されました。
・第 1号議案
　2020年度事業報告の件
　（詳細P 2）
・第 2号議案
　2020年度決算報告の件
　（詳細P 5）
・第 3号議案
　2021年度事業計画の件
　（詳細P 8）
・第 4号議案
　2021年度収支予算の件
　（詳細P 9）

・第 5号議案
　役員候補者選任の件
　（詳細P10役員会務分掌参照）

●今回退任、辞任された理事、顧問
理事
　池田　耕二氏　清水建設㈱
　栗原　信英氏　栗原工業㈱
　篠原　佳則氏　 ㈱安井建築設計事

務所
顧問
　塚本　貴昭氏　（独）都市再生機構

退任された理事、顧問の方には、長
年にわたり会務遂行にご尽力いただ
きありがとうございました。
再任、新任の理事、監事、顧問はP10
の会務分掌の表のとおりです。

通常理事会
議決のお知らせ

2021年 6 月 8 日開催の2021年度第 1
回通常理事会において、右記の議案
が原案どおり承認されました。

・第 1号議案
　2020年度事業報告の件
　（詳細P 2）
・第 2号議案
　2020年度決算報告の件
　（詳細P 5）
・第 3号議案
　2021年度事業計画の件
　（詳細P 8）

・第 4号議案
　2021年度収支予算の件
　（詳細P 9）
・第 5号議案
　役員候補者選任の件
　（詳細P10役員会務分掌参照）

臨時理事会
議決のお知らせ

2021年 6 月24日開催の2021年度第 1
回臨時理事会において、右記の議案
が原案どおり承認されました。

・第 1号議案
　会長選任の件
・第 2号議案
　役付役員選任の件
・第 3号議案
　常任理事、常設委員長委嘱の件

・第 4号議案
　理事の会務分掌の件
　 いずれもP10の会務分掌の表のと
おりです。

定時評議員会
議決のお知らせ

2021年 6 月 8 日開催の2021年度定時
評議員会において、右記の議案が原
案どおり承認されました。

・第 1号議案
　評議員会副議長互選の件

・第 2号議案
　役員候補者推薦の件
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2020年度事業報告
2020年4月1日～2021年3月31日

　2020年は、新型コロナウイルス感染症の世界的流行
による未曾有の経済停滞にさらされた。我が国経済も
インバウンド需要の減少、サプライチェーンを通じた
供給制約による生産の滞りに見舞われた。さらに、感
染拡大防止のために国内の経済社会活動の抑制を余儀
なくされ、輸出が大幅に減少する等、感染症は我が国
経済、社会、生活に甚大な影響をもたらした。
　2020年度の日本建築協会の業務にもコロナの感染
拡大は大きく影響した。 6月の通常・臨時理事会を
はじめ一部の支部の総会に初めて書面決議を採り入
れた。総会時に予定していた記念講演会、青年技術
者の表彰、会員交流懇親会及び講演会は中止せざる
を得なくなり、見学会は 1回の開催にとどまった。
常任理事会や編集委員会、事業委員会などの各種会
議、委員会はWEB会議が主流となった。他団体との
連携についても「イケフェス大阪」と連携した市民
向けのイベントを初めてバーチャルで行うなど、新
しい活動展開も始めた。
　一方、早急に解決すべき課題である「建築と社
会」誌の活性化については、重点課題と位置付け
2019年度から対応策の検討を始めており、2020年度
は一定の方向性を打ち出すことができた。
　2020年度収支決算は、収入では会費収入が堅調に推
移し、個人・団体・地方正会費ともに予算額、昨年の
決算額を上回った。事業収入は契約約款収入が予算額
を大きく上回り、昨年決算額の2倍弱売上げた。改革
の検討を始めた会誌収入は予算額を少し上回った。
　しかし、その他の事業収入は、コロナ禍により事
業活動が停滞し、中之島での屋外イベントを実施し
たU-35委員会収入を除き予算額を下回った。全体で
は堅調な会費収入と大きく収入が伸びた契約約款収
入に助けられ予算額、昨年実績額ともに上回った。
　一方、支出では事業費は、契約約款費が収入の増
に伴い大幅に増加、会誌発行費、U-35委員会費も
予算、昨年の決算額を上回った。その他の事業支出
は、予算額を下回った。管理費は、引き続き支出抑
制に努め、人件費から諸経費までいずれも予算額、
昨年実績額を下回った。
　結果、記念事業として今年度執行した会誌アーカイ
ブ検索システム開発費及び目次頁作成費1,100千円の支
出と支部復活60周年記念事業実施による東海支部の赤
字1,000千円があったにもかかわらず黒字を確保し、正
味財産を少し増加させた。なお、記念事業費に充てる
ため当初予算で計上していた記念事業積立預金1,500千
円は全体で黒字となったため取り崩しを行わなかった。

Ⅰ　本　　　　　　　部

◎役員会等の開催状況
1．総会、理事会、評議員会、常任理事会
　定時総会　 6月18日（木）
　　①2019年度事業報告・収支決算報告
　　②2020年度事業計画・収支予算
　　③役員改選
　第1回　通常理事会　 6月 3日（水）　書面決議
　　①2019年度事業報告・収支決算報告
　　②2020年度事業計画・収支予算
　　③役員改選
　第2回　通常理事会　11月18日（水）　WEB併用
　　①2020年度上半期事業執行状況
　第1回　臨時理事会　 6月30日（火）　書面決議
　　②役付役員選任
　　③常任理事ならびに常設委員長の委嘱
　　④理事の会務分掌
　第1回　常任理事会　 7月22日（水）
　　①会誌「建築と社会」の活性化
　　②2020年度「イケフェス大阪」への参加
　　③第40回大阪都市景観建築賞開催延期の承認
　　④2020年度建築関係団体合同忘年懇親会の延期
　　⑤第 4回論考コンクールの募集
　　⑥2020年度第18回「建築と社会」賞の実施
　　⑦ 9月以降の役員会等のタイムスケジュール
　第2回　常任理事会　 9月23日（水）
　　①「会誌活性化に向けて」その後の経過
　　②「イケフェス大阪2020」協会の参画
　　③ 第 2回通常理事会（支部長会議）開催方法と

常任理事会の予定
　　④第18回「建築と社会賞」の選考結果
　　⑤2020年度在阪建築15団体新年交礼会と午餐会
　　⑥ 大阪都市景観建築賞（大阪まちなみ賞）第 2

回幹事会
　　⑦東海支部事務局の運営
　　⑧ 「建築と社会」2021年 1月号「（仮称）佐野

正一生誕100周年記念特集」
　　⑨東海支部60周年記念誌への原稿執筆依頼
　第3回　常任理事会　10月28日（木）
　　①2020年度上半期事業執行状況

　　②2020年度上半期収支予算執行状況
　　③「会誌活性化に向けて」前回以降の動き
　　④ 11月18日の支部長会議、第 2回通常理事会、

常任理事会の開催
　　⑤ 「イケフェス大阪2020」報告　日本建築協会

Presents！史料と歩くおおさかの今とむかし
　　⑥第66回工高生デザインコンクール審査結果
　　⑦U-35委員会企画「建築と水辺」
　　⑧ 令和 3年在阪建築15団体合同新年交礼会の中

止決定
　第4回　常任理事会　11月18日（水）
　　①2020年度上半期事業執行状況
　　②役員会の日程
　第5回　常任理事会　 1月27日（水）　WEB
　　①「会誌活性化に向けて」その後の動き
　　② －建築材料・住宅設備総合展KENTEN2021

－協力と優良製品・技術表彰
　　③役員会の日程
　　④第 4回片岡安賞「論考コンクール」経過報告
　　⑤出版委員会新刊発刊報告
　　⑥大阪都市景観建築賞第 4回幹事会報告
　第6回　常任理事会　 2月24日（水）　WEB
　　①2021年度役員（理事）、評議員の推薦
　　② 6月の定時総会、臨時理事会、講演会、表彰

式、懇親会
　　③ －建築材料・住宅設備総合展KENTEN2021

－講演依頼
　　④「会誌活性化に向けて」その後の動き
　　⑤ 第 4回片岡安賞「論考コンクール」公開プレ

ゼンテーション
　　⑥今後の東海支部運営に関する取組みと相談事項
　第7回　常任理事会　 3月24日（水）　WEB
　　①2021年度役員（理事）、評議員の推薦状況
　　② 6月の定時評議員会と通常理事会の開催日程
　　③総会講演会一覧と講演会表彰式のWEB配信
　　④「会誌活性化に向けて」その後の動き
　　⑤第 4回片岡安賞「論考コンクール」審査結果
　　⑥建築関係15団体の会費比較
　　⑦ 「第68回青年技術者顕彰」及び「第67回工高

生デザインコンクール」の募集
　第1回会長・副会長・常任理事・支部長会議
　11月18日（水）　WEB併用
　　①2020年度上半期の事業執行状況
　　②意見交換
2．常設委員会
　協会の事業を円滑に遂行するため、5つの常設委
員会を設置している。
（1）編集委員会
　①開催状況
　 　会誌「建築と社会」の企画・編集のため、編集
委員会を設置し、特集小委員会、作品作風小委員
会、広告企画小委員会の 3つの小委員会で構成
している。更に特集小委員会は計画分科会（計画
系、建築計画系、インテリア・住宅系）と構造分
科会、設備分科会、施工材料分科会、法令分科会
の 5つの分科会に分かれている。
　 　編集委員会及び広告企画小委員会を合同で10回
開催した。作品作風小委員会は10回、同じく特集
小委員会は46回開催した。
　②会誌の改革の推進
　 　1917年（大正 6年）の創立以来、協会活動の中
核として会員相互あるいは会員と社会を結ぶ役割
を果たしてきた会誌「建築と社会」は、広告や作
品作風の掲載の減少などにより、赤字が続き協会
全体の収支に大きな影響を及ぼした。
　 　このため、会誌改革が必要と一昨年立ち上げた
「会誌活性化WG」からWEBなどの電子化や会誌
の刷新・魅力化、編集委員会の分科会・小委員会
の再編・活性化など貴重な意見をいただいた。そ
れを基に編集委員を中心に構成した「特別編集委
員会」を新たに立ち上げ 6回開催し具体案の検討
を進めた。
　 　収支改善から始まった議論だが、会誌の意義と
は、魅力ある会誌とは、時代の流れに沿った配信
方法は、編集委員会以外の委員会の意見は、など
など、協会全体のあり方や活動全体にも広がる大
きな流れとなった。

（2）事業委員会
　 　見学会や講演会、研修会などを企画する情報見
学小委員会を 6回開催した。史料研究会と協力し
2020年度「イケフェス大阪」に参画した。都市景
観建築賞幹事会と 4団体で構成する建築関係団体
合同忘年懇親会の実行委員会に参加した。

（3）出版委員会
　 　建築に関する図書の企画・編集・刊行を行うた
め、 9回開催した。

（4）教育委員会
　 　建築工事実務講習会の実施のため講習会小委員
会を 2回、工高生のデザインコンクールを開くた
めの工高生教育小委員会を 3回、「再読 関西の建
築」を企画・編集するための史料研究会を 4回開
催した。

　 　史料研究会では、過去に「建築と社会」誌に掲
載した「再読　関西の近代建築」及び「再読関西
近代建築－論考・記事編」で扱えなかった建築や
再発見が待たれる建築などを紹介する「再読　関
西の建築」を連載している。
　 　引き続き大阪府や建築 4団体で構成する「大阪
府住まい・まちづくり普及協議会」に協力した。

（5）未来創生プロジェクト
　 　様々な活動を通じて、建築と社会の未来を探
り、創り、育てるとともに人材の発掘・育成を目
的に、「建築次世代委員会」、「2040委員会」、「U-35
委員会」の 3つの委員会で構成している。
　 　建築次世代委員会は、建築と社会を担う人材育
成に資する活動を創造するため11回開催し、学生
のための見学会を 1回実施した。
　 　2040委員会は、日本建築協会が100年にわ
たり築いてきた歴史の上に、「次　世代（Next 
Generation）」の想いを集結させ、「次代（Next 
Era）」が創造的で魅力的なものとなるべく、こ
れからの「建築と社会」のあるべき姿を思考（志
向、試行）することを目的に 8回開催し、意見交
換会を 1回実施した。
　 　U-35委員会は、若手会員の増強と協会活動の活
性化を目指し16回実施した。U-35世代の交流と
一般市民の交流の場になる公開型イベントaction
「建築と水辺」を11月 3日（火）に開催した。
3．特別委員会
　協会の顕彰事業を円滑に遂行するため、 5つの特
別委員会を設置している。
（1）青年技術者選考委員会
　 　設計・計画、構造、設備、施工など建築に関連
する分野から満35歳以下の青年技術者を顕彰する
ため、選考委員会を設置しているが、コロナ禍の
中全体委員会を開催せず選考資料をデータ化し各
分野の選考委員ごとに選考を行った。

（2）工高生デザインコンクール審査委員会
　 　工高生デザインコンクールは、工高生の設計技
能向上のため、1955年（昭和30年）創立以来毎年
実施してきた。10月17日（土）に審査委員会を開
催し11月14日（土）に表彰式を開催した。

（3）「建築と社会」賞選考委員会
　 　「建築と社会」誌に掲載された作品、記事の中
から社会性、環境などに配慮した建築作品や建築
にかかわる論文や記事などを顕彰する。昨年度、
顕彰を見合わせたため2018年と2019年掲載分を対
象とし、新型コロナウィルス感染防止の観点より
現地調査を伴う作品部門は次年度へ持ち越し、論
考部門、審査員特別賞の対象とした選考委員会を
9 月 8日（火）に開催した。

（4） 「片岡安賞」日本建築協会論考コンクール審査
委員会

　 　100周年記念事業のテーマである「新しい地平
へ」を実現するため、論考の発表の場を提供する
「片岡安賞」日本建築協会論考コンクール審査委
員会を 2回開催した。

（5） 「片岡安賞」日本建築協会論考コンクール実行
委員会

　 　論考コンクールのテーマ案策定、審査委員選
任、公開プレゼンテーションの運営などを行う独
立した組織として昨年立ち上げ、 3回開催した。

◎事業の執行状況
1．「建築と社会」誌の発行
　「建築と社会」誌は、1917年（大正6年）の創立以
来協会活動の中核として、会員相互あるいは会員と社
会を結ぶ役割を果たしている。毎月発行し会員の手元
に届けている。2021年 3月号で通巻1188号を数える。

発行月 特　集　内　容 特集以外の
主な内容

4月号 建築教育の今 ●作品作風
●gallery
●法令コー
ナー
●構造・設
備の頁
●再読　関
西の建築
●建築と社
会を考える
●メンバーズ
フォーラム
●新製品レ
ヴュー
●インフォメー
ション
など

5月号 つなぐ

6月号
第 3回　片岡安賞（日本建築
協会論考コンクール）　テーマ：
建築におけるダイバーシティとは

7月号 第67回　青年技術者

8月号 消費志向の変化と建築
～トキを味わう空間としての建築～

9月号「都市を鳥瞰する」
10月号 宇宙と建築

11月号 構造家日記2020
～構造設計者が今感じていること～

12月号
バーチャルリアリティとダイレクトコ
ミュニケーションがリンクする社
会へ－アフターコロナの新しい
体験の価値観を考える－

1月号
①尽きせぬ情熱　佐野正一
生誕100周年記念②社会的危
機を超える

2月号 第27回会員作品“私の空間作法”
3月号 東海支部特集
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2．講演会の開催
　話題の建築物や構造物、都市問題など様々なジャ
ンルを対象にエピソードや苦労話、ノウハウなどを
聞く講演会を毎年開催している。2020年度は新型コ
ロナ感染拡大のため中止した。
3．見学会の実施
　著名建築物や近代建築などの見学会を毎年実施し
ているが、2020年度は新型コロナ感染拡大のため 1
回の開催にとどまった。
・ 学生のための現場見学会「平城宮跡歴史公園第一
次大極殿院南門復原整備工事」現場見学会
　11月26日（木）　21名
4．建築工事実務講習会の開催
　1957年（昭和32年）以降、毎年主として中堅以
下の建築技術者を対象に標記講習会を実施している
が、2020年度は新型コロナ感染拡大のため中止し
た。
5．顕彰事業の実施
（1）青年技術者の顕彰
　 　1954年度（昭和29年度）から毎年実施してい
る。今回は37名を顕彰した。
・設計・計画部門　20名
　 赤木建一、安藤寿孝、井ノロ万美恵、上田寛彬、
榎恭志郎、岡崎啓祐、小島茂也、木村慎司、迫麻
里絵、佐藤　剛、佐畑勇樹、千葉菜津美、中尾洋
明、乗越由香、不動剛志、前川道郎、水田博夫、
野内美菜、山口智三、山崎晋一
・構造部門　 6名
　 髙山秀俊、仲　輝、竹本孝輔、堤　友紀、豊島裕
樹、濵口慶生
・設備部門　 7名
　 安藤直也、井上大嗣、岸本拓也、高井智広、長澤
　努、服部佳史、原口雄太郎
・施工部門　 4名
　荒牧　誠、須藤寿文、中谷昌弘、舟木太樹
（2）「建築と社会」賞の顕彰
　 　論考部門 4点、審査員特別賞 2点を選び表彰し
た。
・論考部門
　①温泉から見る　～歴史・人・街・文化～
　　温泉学者
　　モンゴル国立医科大学教授　松田忠徳
　②木造建築物を取り巻く動向と今後の可能性
　　京都大学　生存圏研究所教授　五十田博
　③建築における仮設性と恒久性
　　東北大学大学院教授　五十嵐太郎
　④ ゆっくり進化する建築が、技術と社会をつなぐ
プラットフォームに

　　東京藝術大学准教授
　　Arup シニアアソシエイト　金田充弘
・審査員特別賞
　①特集「平成と建築」
　　企画　編集委員会　建築計画系分科会
　② 特集「京都支部創設70周年記念特集　景観とま
ちづくり　－保全・再生・創造－」

　　企画　京都支部創設70周年記念特集号
　　特別編集委員会
（3）優秀卒業生の表彰
　 　優秀な建築系学科の卒業生を表彰することによ
り、研鑽意欲の向上を促し、激励するため1952年
（昭和27年）から実施している。2020年度は工業
高校や専門学校など28校52名を表彰した。
6．コンクールの実施
（1）工高生デザインコンクールの実施
　 　2020年度で66回を数える。上半期は「『現代』
の茶室」を設計課題に募集を行い23校117点の応
募があり、10作品12名を表彰した。
・最優秀賞
　林　那海
・優秀賞
　上田涼乃・貴島　渚、木下岳空
・入選
　 上原侑子、梅林向日葵、大畑和香、芝本　喬、戸
津川由羽、中野峻太郎・山岡翼太、松原戒亜

（2）「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールの実施
　 　「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールは、
創立100周年を迎えたのを機に、本会の歴史を見
つめ直し、「建築と社会」誌がさらに優れた論考
の受け皿となり、建築界全体にとって有益な媒体
となることを目的に立ち上げた。上半期は「レガ
シーの新たな意味を問う」をテーマに募集したと
ころ、海外から初めて投稿があるなど 9点の応
募があった。第 1次審査を経て公開プレゼンテー
ション・最終審査を 3月14日（日）に行った。
・片岡安賞
　残るレガシー　安田徹也　竹中大工道具館学芸員
・佳　作
　記憶の中の住まい
　丸野健雄　元南阿蘇村新所区区長
・佳　作
　変遷する京都御所のレガシーに関する考察
　柳澤巧磨　日建設計

7．出版物の刊行
　時代のニーズに即した新しい著書の発掘を第一と
し、建築に関する図書の企画・編集・刊行を行って
おり、1949年（昭和24年）以来多くの図書を出版し
てきた。「建築技術選書」と「プロのノウハウ」シ
リーズはその代表である。2020年度は『図解　建築
と構造の接点　トラブル予防のツボ100』と『図解
　住まいの設備設計　暮らしやすさから考える家づ
くりのポイント』の 2刊を発刊した。
8．「建築と社会」誌のアーカイブ
　協会のホームページから「建築と社会」誌の創刊
号からのバックナンバーを会員が無料で自由に閲覧
できるシステムの運用を 4月から開始した。
9．「会員の集いIN TOKYO」の開催
　 昨年度主に東京在住の会員を対象に、東京で初め
てイベントを実施したが、今年度は新型コロナ感染
症拡大のため断念した。
10．エルダー委員会
　体力、気力、知力にあふれ経験豊富でまだまだ社
会と関わり続けたい60歳以上の会員の活躍の場を提
供するエルダー委員会。2020年度は特に動きはな
かった。
11．建築関係団体等との交流、連携
　建築関係をはじめとする各団体との交流・連携事
業を推進した。
（1）在阪建築 4団体との連携
・ 2009年度から開催してきた関西建築 4団体（大阪
府建築士会、大阪府建築士事務所協会、日本建築
家協会近畿支部、日本建築協会）会長・支部長意
見交換会は、コロナ禍のため2020年度は中止した。
・ 昨年度 4団体で策定した提言書の実現に向けて 4
会協力して行うとともに、当協会でもその一翼を
担う事業を協会活動の中で引き続き検討を行った。
・ 在阪建築 4団体インターンシップはコロナ禍によ
り2020年度は中止した。

（2）イケフェス大阪等との連携　
　 　上半期は「イケフェス大阪」など建築関係団体
以外の団体との連携事業も引き続き取り組む。10
月24日（土）・25日（日）の開催に合わせて、イ
ケフェス大阪と連携し、バーチャルまち歩き「日
本建築協会 Presents!史料と歩くおおさかの今と
むかし」を実施した。
12．共催、後援、協賛事業
　協会の事業主旨に合致する事業に共催、後援、協
賛した。
（1）共催
・大阪都市景観建築賞
　 大阪府、大阪市、（公社）大阪府建築士会、（一社）
大阪府建築士事務所協会、（公社）日本建築家協
会近畿支部、（一社）日本建築協会

（2）後援
・ シンポジウム「京都アニメーション火災を考える
～建築防災の視点から～」
　（一社）日本建築学会近畿支部
・総合図作成ガイドライン解説講習会他 1件
　（公社）大阪府建築士会
・歴史的建築物の保存と活用
　（公社）大阪府建築士会
・講習会「次世代木質構造建築　見学会+説明会」
　（公社）大阪府建築士会
・建築基準法設備関係法令解説講習会
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・なにわ建築フェスタ2020年児童画展
　（一社）大阪府建築士事務所協会
・ 講習会「都市災害であるCOVID-19の教訓を縮災
に活かす」
　（公社）大阪府建築士会
・ 講習会「次世代美術館建築　見学会+説明会（藤
田美術館）」
　（公社）大阪府建築士会
・ 建築技術講習会「ラスモルタル壁の安心・安全を
目指して」
　（公社）大阪府建築士会
・ まちづくりセミナー「建築とまちの価値を高める
デザインレビューを考える」
　（公社）日本建築家協会近畿支部
・建築学生ワークショップ明治神宮2021
　（NPO）アートアンドアーキテクトフェスタ
・講習会「生産性向上に向けた建設ICTの動向」
　（公社）大阪府建築士会
・講習会「歴史的建築物の保存と活用」他 1件
　（公社）大阪府建築士会
・ 講習会「奈良県コンベンションセンター　見学会
＋説明会」
　（公社）大阪府建築士会
・ 「開設者・管理建築士のための建築士事務所の管
理研修会」
　（一社）大阪府建築士事務所協会
　（一社）日本建築士事務所協会連合会
・U-35 Under3Ａrchitects exhibition 2021
　（NPO）アートアンドアーキテクトフェスタ
・ 講演会「①鉄とステンレス　新素材の活用講座②

これだけでわかる建築基準法！」
　（公社）大阪府建築士会
（3）協賛
・令和 2年度「住生活月間」
　住生活月間実行委員会
・ 令和 2年度（第30回）大阪府公共建築設計コン
クール「あすなろ夢建築」
　 大阪府、（公社）大阪府建築士会、大阪府住宅供
給公社
・建築・建材展2021（第27回）
　㈱日本経済新聞社
・生きた建築ミュージアム大阪実行委員会
　生きた建築ミュージアム大阪実行委員会
（4）協力
・建築材料・住宅設備総合展　KENTEN2021
　（一社）日本建築材料協会
13．工事請負契約約款事業
　民間（七会）連合協定工事請負契約約款委員会に
委員を派遣した。
　2020年 4月 1日施行の改正民法に対応し、「民間
（七会）連合協定工事請負契約約款」、「民間（七会）
連合協定小規模建築物・設計施工一括用工事請負契
約約款」、「民間（七会）連合協定リフォーム工事請
負契約約款」、「民間（七会）連合協定マンション修
繕工事請負契約約款」（＊）がそれぞれ改正された。
＊ 4月 1日より約款委員会の名称が「民間（七会）
連合協定工事請負契約約款委員会」に変更され
た。それを受けて約款の名称も変更となった。
　引き続き
　 「民間（七会）連合協定工事請負契約約款契約書
関係書式」
　 「民間（七会）連合協定小規模建築物・設計施工
一括用工事請負契約書類（書式・約款）」
　 「民間（七会）連合協定リフォーム工事請負契約
書類（書式・約款）」
　 「民間（七会）連合協定マンション修繕工事請負
契約約款契約書関係書式」
　の販売を行った。
　約款委員会が発行する 4つの約款・書式の説明用
パンフレットを販売窓口等で配布し、約款の周知、
啓発に努めた。
14．役員派遣
　大阪商工会議所に 2号議員として役員 1名を派遣
した。
　（一財）大阪建築防災センターに監事として役員
1名を派遣した。

Ⅱ　支　　　　　　　部

〔中国支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　定時総会　 6月 2日（火）　書面決議
　　①2019年度事業報告
　　②2019年度収支決算報告及び監査報告
　　③2020年度事業計画（案）
　　④2020年度収支予算（案）
　　⑤役員改選（案）
　　⑥建築施工技術研究委員会活動報告
　常議員会　 4月16日（木）　書面決議
　　①2019年度事業報告
　　②2019年度収支決算報告及び監査報告
　　③2020年度事業計画（案）
　　④2020年度収支予算（案）
　　⑤役員改選（案）
　　⑥建築施工技術研究委員会活動報告
　第1回　幹事会　 8月31日（月）
　　①2020年度中国支部総会報告
　　②中堅社員技術講習会
　　③講習会におけるコロナ感染対策
　第2回　幹事会　10月14日（水）
　　①2020年度実務講習会
　　②実務講習会講師
　　③実務講習会の講義内容
　　④講習会におけるコロナ感染対策
　第3回　幹事会　 1月28日（木）
　　①2020年度中堅社員技術講習会報告
　　②2021年度講習会
　　③講習会におけるコロナ感染対策
　　④幹事会のやり方
　第4回　幹事会　 3月25日（木）
　　①2020年度実務講習会報告
　　②2021年度中国支部総会・定議員会
　　③2021年度若手・新入社員技術講習会
　　④2020年度収支報告
　　⑤2021年度事業計画・予算

◎事業の執行状況
1．若手・新入社員技術講習会の開催
　開催中止（新型コロナウイルスの国内における感
染拡大を防止）
2．中堅社員技術講習会の開催
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　10月14日（水）実施。参加者は32名。
　①施工に必要な構造設計の知識
　　講師：川上　善嗣（広島工業大学准教授）
　②鉄骨工事の品質管理
　　 講師：貞永　　誠（㈱竹中工務店生産統括部技
術部長）

　③コンクリート工事の施工管理
　　 講師：前嶋　陽志（㈱大林組建築工事部技術課
副課） 

　④建設業の安全管理
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
3．建築工事実務講習会の開催
　 1月28日（木）実施。参加者は19名。
　①施工計画
　　講師：所崎　浩之（清水建設㈱広島支店主査）
　②仮設見積
　　講師：尾野本　悟（広島工業大学教授）
　③積算業務
　　講師：八道　憲一（鹿島建設㈱中国支店次長）
4．工事請負契約約款事業
　「民間（七会）連合協定工事請負契約約款契約書
関係書式」
　「民間（七会）連合協定小規模建築物・設計施工
一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」
　「民間（七会）連合協定リフォーム工事請負契約
書類（書式・約款）」
　「民間（七会）連合協定マンション修繕工事請負
契約約款　契約書関係書式」
の販売を行った。

〔東海支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、常議員会、幹事会の開催
　定時総会　 5月29日（金）　TEAMS
　　①2019年度事業報告・収支決算報告
　　②2020年度事業計画・収支予算計画
　　③支部役員改選
　第1回　常議員会　幹事会
　 4月24日（金）　TEAMS
　　①2020年度定時総会、懇親会、講演会
　　②2019年度事業報告と2020年度事業計画
　　③2019年度収支決算報告と2020年度収支予算
　　④2020年度支部役員・委員会構成
　　⑤支部復活60周年記念事業
　　⑥今後の役員会開催方法
　　⑦各常置委員会活動報告
　第2回　常議員会　幹事会
　 5月18日（金）　TEAMS
　　①2020年度定時総会議案
　　②東海支部定時総会の段取り
　　③支部復活60周年記念事業
　　④各常置委員会活動報告
　第3回　常議員会　幹事会
　 6月18日（木）　TEAMS
　　①2020年度定時総会収支
　　②2020年度常置委員会構成
　　③支部復活60周年記念事業
　　④経費について
　第4回　常議員会　幹事会
　 7月20日（月）　TEAMS
　　①2020年度常置委員会委員
　　②支部復活60周年記念誌
　　③各常置委員会活動報告
　第5回　常議員会　幹事会
　 8月21日（金）　TEAMS
　　①支部復活60周年記念事業
　　②各常置委員会活動報告
　第6回　常議員会　幹事会
　 9月18日（金）　TEAMS
　　①支部復活60周年記念事業
　　②2020年度上半期報告（案）
　　③東海支部の運営について
　　④各常置委員会活動報告
　第7回　常議員会　幹事会
　10月12日（月）　TEAMS
　　①支部復活60周年記念事業について
　　　・記念誌作成状況
　　　・見学会計画状況
　　　・「建築と社会」東海特集号進捗状況
　　②2020年度日本建築協会上半期報告
　　③各常置委員会活動報告
　第8回　常議員会　幹事会
　11月18日（水）　TEAMS
　　①支部復活60周年記念事業
　　　・記念誌作成状況
　　　・見学会計画状況
　　　・「建築と社会」東海特集号進捗状況
　　②建築協会本部会議等報告
　　③各常置委員会活動報告
　第9回　常議員会　幹事会
　12月17日（木）　TEAMS
　　①支部復活60周年記念事業

　　　・記念誌作成状況
　　　・見学会計画状況
　　　・「建築と社会」東海特集号進捗状況
　　②支部運営方法
　　③各常置委員会活動報告
　第10回　常議員会　幹事会
　 1月18日（月）　TEAMS
　　①支部復活60周年記念事業
　　　・記念誌作成状況
　　　・見学会計画状況
　　　・「建築と社会」東海特集号進捗状況
　　②年度事業計画原案
　　　・次年度事業計画及び予算、本年度決算見込
　　　・本年度事業報告及び決算
　　③支部運営方法
　　④各常置委員会活動報告
　　⑤ 建築八団体会議計画（オンライン活用・当支

部幹事）
　第11回　常議員会　幹事会
　 2月19日（金）　TEAMS
　　①支部復活60周年記念事業
　　　・記念誌作成状況
　　　・見学会状況
　　②年度事業計画原案
　　　・次年度事業計画及び予算、本年度決算見込
　　　・本年度事業報告及び決算
　　③支部運営方法
　　④各常置委員会活動報告
　第12回　常議員会　幹事会
　 3月18日（木）　TEAMS
　　①2021年度事業計画及び予算
　　②2020年度事業報告及び決算
　　③内部監査
　　④支部運営
　　⑤2021年度役員・委員会構成
　　⑥2021年度支部定時総会
2．常置委員会の開催
　総務、編集、会員、事業、研修、青年の 6つの委
員会を設置して支部運営を行っている。
（1）総務委員会
　 　支部定時総会準備、年度決算及び次年度予算作
成並びに支部復活60周年記念事業実施に向けた事
前検討等で随時開催した。

（2）編集委員会
　 　「東海の建築」第88号の作成に向け関係者との
打合せを適宜実施した。
　 　支部復活60周年記念誌作成に向け関係者との打
合せを適宜実施した。
　 　「建築と社会」 3月号（東海特集号）の作成に
向け関係者と打合せを適宜実施した。

（3）会員委員会
　 　会員名簿、広告費用、協賛会社名簿手配・確認
のため打合せを 5回開催した。

（4）事業委員会
　 　国内建築視察（宿泊タイプ）について、コロナ
状況を踏まえての時期・計画変更等対応協議と、
変更計画として現地集合建築視察と小規模有志に
よる企画の打ち合わせを随時開催した。

（5）研修委員会
　 　通信手段（Teams等）を用いて会員交流イベン
ト開催検討打合を 2回、支部建築工事実務講習会
の講師検討・手配打合を 3回、支部定期研修会準
備打合を 2回開催した。

（6）青年委員会
　 　若手設計者による現地建物等見学及び意見交換
会の場である「納マリ倶楽部」を適宜開催。若手
による支部活動の活性化を図っている。

◎事業等の執行状況
1  ．新型感染症に配慮したオンライン型定時総会を
開催した。

　総会出席、オンライン参加、委任状及び書面によ
る議決とした。
　支部HP、メール、郵送を活用し、周知・運営を
図った。
2．支部機関紙「東海の建築」の発行事業
　「東海の建築」第88号執筆。8月1日（土）発行済。
3．見学会の実施
　新型感染症対等を考慮した上で開催可能な見学を
実施。
　 3月26日（金）東海支部復活60周年記念事業として、
　「浜松建物見学会」を開催。
　「浜松設計事務所訪問」（人数限定による）を実施
　「浜松地区の小規模受賞作品」視察（若手小規模
有志による）を実施
4．建築工事実務講習会の開催
　 3月17日（水）に開催。参加者27名。
　（施工計画・仮設見積・積算業務）
5．支部主催定期研修会の実施
　団体会員の協賛協力により、11月12日（木）開催。
　 セミナー 1：ポストコロナにおける働き方改革の
KSF（コクヨ㈱）

　 セミナー 2：日立が提供するビル管理効率化ソ
リューション（㈱日立ビルシステム）
6．支部会員名簿の発行
　東海支部会員名簿2020年度版を発行。
7．納マリ倶楽部（青年交流会）
　10月28日（水）に、第67回青年技術者表彰を受賞
した東海地区の2名のメンバー交えて、各々の直近の
活動事例を持ちより、一年の振り返りを行った。活動
内容を「建築と社会」3月号の東海特集号に執筆。
8．建築関係団体との交流、連携
・ 建築八団体（愛知建築士会、愛知県建築士事務所
協会、日本建築家協会東海支部愛知地域会、日本
建築学会東海支部、日本建築構造技術者協会中部
支部、日本積算協会東海北陸支部、愛知県設備設
計監理協会、日本建築協会東海支部）連絡協議会
に 6回（内、 2回はメール開催）参加した。
・中部建築賞協議会に協力し中部建築賞を運営。
9．支部復活60周年記念誌の作成
　「支部復活60周年記念誌」を 2月22日に250部発
行済。
　配布先は、個人会員80、団体会員35、会員外執筆
者30、関係団体26（八団体 7・本部17・中国支部・
京都支部）、行政50、工業高校 5、事務用 5（事務
局 2・役員 3）の計231部、残部は19部。
10．「建築と社会」3月号（東海特集号）の作成
　「建築と社会」 3月号を 3月 1日に発行済。
　東海支部会員作品2021、TOKAI Sketch Book、特
集Ⅰまちの記憶／第 4回（東山植物園温室前館）、
特集Ⅱ納マリ倶楽部、東海の建築（ランドスケー
プ）。
11．支部運営方法
　支部財政の厳しさが続く中、健全な支部運営を継
続するために、役員一同により運営改善点等を協議
している。

〔京都支部〕
◎役員会等の開催状況
1．総会、役員会、常議員会の開催
　定時総会　 7月31日（金）　書面決議
　　①2019年度事業報告・収支決算報告
　　②2020年度事業計画・収支予算計画
　会計等監査　 6月23日（火）
　　①会計等監査
　第1回　常議員会　 9月 1日（火）
　　① 文化庁助成事業の実施（有志（ヘリマネ又は

修復塾修了者））
　第2回　常議員会　 9月21日（月）
　　① 文化庁助成事業の実施（有志（ヘリマネ又は

修復塾修了者））

◎事業の執行状況
1．講演会、見学会、勉強会の実施
　世界文化遺産　音羽山清水寺見学研修会を12月 4
日（金）に実施。
　講　師　小宮睦氏・森清顕氏
　参加者　21名。（Zoom参加　 3名含む）
2． 2級建築士受験講習会の開催
　京都府建築士会共催「製図（基本・応用）」 7月
18日（土）～ 9月 6日（日）
　受講者：20名
　① 2級受験講習会　製図（基本）　 2日間
　　講　師：加藤正浩／KATO建築研究所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
　②製図（応用）　延べ 6日間
　　講　師：加藤正浩／KATO建築研究所
　　　　　　京都府建築士会事業委員会委員
3．工事請負契約約款事業
　「民間（七会）連合協定工事請負契約約款契約書
関係書式」
　「民間（七会）連合協定小規模建築物・設計施工
一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」
　「民間（七会）連合協定リフォーム工事請負契約
書類（書式・約款）」
の販売を行った。
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貸借対照表
2021年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　　現金・預金 28,545,216 23,625,016 4,920,200
　　　　　貯蔵品 66,194 43,967 22,227
　　　　　未収入金 1,952,783 1,296,450 656,333
　　　　　前払費用 715,000 1,430,000 -715,000
　　　　　仮払金 98,686 63,340 35,346
　　　　流動資産合計 31,377,879 26,458,773 4,919,106
　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0 0 0
　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 12,500,000 12,500,000 0
　　　　　事業基金積立預金 29,000,000 29,000,000 0
　　　　　退職給付引当資産 1,323,000 950,000 373,000
　　　　特定資産合計 42,823,000 42,450,000 373,000
　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260 111,260 0
　　　　　長期預け金 447,963 447,963 0
　　　　　保証金 3,527,250 3,527,250 0
　　　　　長期前払費用 474,012 646,380 -172,368
　　　　その他固定資産合計 4,560,485 4,732,853 -172,368
　　　　固定資産合計 47,383,485 47,182,853 200,632
　　　　資産合計 78,761,364 73,641,626 5,119,738
Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　　未払金 797,762 580,416 217,346
　　　　　前受金 7,817,766 3,553,449 4,264,317
　　　　　預り金 45,842 41,021 4,821
　　　　流動負債合計 8,661,370 4,174,886 4,486,484
　 2．固定負債
　　　　　退職給付引当金 1,323,000 950,000 373,000
　　　　固定負債合計 1,323,000 950,000 373,000
　　　　負債合計 9,984,370 5,124,886 4,859,484
Ⅲ　正味財産の部
　 1．指定正味財産
　　　　指定正味財産合計 0 0 0
　 2．一般正味財産 68,776,994 68,516,740 260,254
　　　（うち基本財産への充当額） （0） （0） （0）
　　　（うち特定資産への充当額） （41,500,000）（41,500,000） (0)
　　　　正味財産合計 68,776,994 68,516,740 260,254
　　　　負債及び正味財産合計 78,761,364 73,641,626 5,119,738

正味財産増減計算書
2020年 4月 1日から2021年 3月31日まで （単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　 1．経常増減の部
　 （1）経常収益
　　　　受取会費 33,036,349 32,844,749 191,600
　　　　　個人正会員受取会費 8,374,800 8,229,600 145,200
　　　　　個人正会員（地方）受取会費 1,040,550 993,300 47,250
　　　　　団体正会員受取会費 23,599,999 23,581,249 18,750
　　　　　準会員受取会費 21,000 40,600 -19,600
　　　　事業収益 31,773,527 25,367,815 6,405,712
　　　　　事業収益 31,763,527 24,520,775 7,242,752
　　　　　事業雑収益 10,000 847,040 -837,040
　　　　雑収益 290,029 166,145 123,884
　　　　経常収益計 65,099,905 58,378,709 6,721,196
　 （2）経常費用
　　　　事業費 46,165,022 40,287,012 5,878,010
　　　　　給料・手当 12,715,928 12,921,958 -206,030
　　　　　法定福利費 2,465,069 2,512,515 -47,446
　　　　　事業費 30,807,225 24,195,756 6,611,469
　　　　　事業雑費 176,800 656,783 -479,983
　　　　管理費 18,674,629 19,246,333 -571,704
　　　　　給料・手当 4,238,643 4,307,319 -68,676
　　　　　退職給付費用 373,000 198,000 175,000
　　　　　法定福利費 821,689 837,505 -15,816
　　　　　福利厚生費 15,000 15,000 0

科　目 当年度 前年度 増　減
　　　　　助成費 0 0 0
　　　　　会議費 432,985 1,856,121 -1,423,136
　　　　　旅費交通費 54,600 246,300 -191,700
　　　　　通信運搬費 402,370 443,351 -40,981
　　　　　集金費 476,507 440,820 35,687
　　　　　消耗品費 2,290,965 2,064,371 226,594
　　　　　備品購入費 41,580 0 41,580
　　　　　修繕費 0 0 0
　　　　　印刷製本費 0 0 0
　　　　　光熱費 206,955 212,736 -5,781
　　　　　火災保険料 37,920 0 37,920
　　　　　租税公課 1,207,300 946,200 261,100
　　　　　建物管理費 4,757,874 4,687,525 70,349
　　　　　事務委託費 1,834,700 1,377,218 457,482
　　　　　雑費 1,482,541 1,613,867 -131,326
　　　　経常費用計 64,839,651 59,533,345 5,306,306
　　　　　当期経常増減額 260,254 -1,154,636 1,414,890
　 2．経常外増減の部
　 （1）経常外収益
　　　　退職給付引当金戻入 0 0 0
　　　　経常外収益計 0 0 0
　 （2）経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 260,254 -1,154,636 1,414,890
　　　　　一般正味財産期首残高 68,516,740 69,671,376 -1,154,636
　　　　　一般正味財産期末残高 68,776,994 68,516,740 260,254
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 68,776,994 68,516,740 260,254

財務諸表に対する注記
1．重要な会計方針
　（1）固定資産の減価償却の方法
　　　什器備品‥‥定額法によっている。
　　　長期前払費用‥‥均等償却によっている。
　（2）引当金の計上基準
　　　退職給付引当金‥‥期末退職給与の要支給額を引当てている。
　（3）消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

小　　　計 0 0 0 0
特定資産
　記念事業積立預金 12,500,000 0 0 12,500,000
　事業基金積立預金 29,000,000 0 0 29,000,000
　退職給付引当資産 950,000 373,000 0 1,323,000

小　　　計 42,450,000 373,000 0 42,823,000
合　　　計 42,450,000 373,000 0 42,823,000

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 当期末残高 （うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産
小　　　計 0 － － －

特定資産
　記念事業積立預金 12,500,000 － （12,500,000） －
　事業基金積立預金 29,000,000 － （29,000,000） －
　退職給付引当資産 1,323,000 － （0）（1,323,000）

小　　　計 42,823,000 － （41,500,000）（1,323,000）
合　　　計 42,823,000 － （41,500,000）（1,323,000）
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4．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　（直接法により減価償却を行っている場合）
　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
 （単位：円）

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
什器備品 1,112,560 1,001,300 111,260
合　　　計 1,112,560 1,001,300 111,260

付属明細書
1．基本財産及び特定資産の明細
　　財務諸表に対する注記2に記載しているので、内容の記載を省略している。

2．引当金の明細 （単位：円）

科　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 950,000 373,000 0 0 1,323,000

財産目録
2021年 3月31日現在 （単位：円）

科　目 金　額
Ⅰ　資産の部
　 1．流動資産
　　　　現金預金 28,545,216

　　　　　現金手許有高 144,402

　　　　　普通預金 三井住友銀行大阪中央支店 2,509,452

　　　　　普通預金 三菱UFJ銀行瓦町支店 5,383,197

　　　　　普通預金 りそな銀行北浜支店 2,123,994

　　　　　定期預金 りそな銀行北浜支店 500,000

　　　　　郵便振替口座 マーチャンダイズビル内支店 2,792,734

　　　　　普通預金 郵貯銀行マーチャンダイズビル内支店 38,046

　　　　　定期預金 三井住友銀行大阪中央支店 1,000,000

　　　　　定期預金 三菱UFJ銀行瓦町支店 10,158,786

　　　　　普通預金 広島銀行本川支店 1,052,727

　　　　　普通預金 三菱UFJ銀行栄町支店 659,051

　　　　　普通預金 三菱UFJ銀行栄町支店 8,711

　　　　　定期預金 三菱UFJ銀行栄町支店 1,506,163

　　　　　普通預金 みずほ銀行京都中央支店 51,084

　　　　　普通預金 郵貯銀行御池柳馬場支店 428,636

　　　　　郵便振替口座 御池柳馬場支店 188,233

　　　　貯蔵品 66,194

　　　　　切手・はがき 66,194

　　　　未収入金 1,952,783

　　　　　会誌収入 1,491,000

　　　　　個人正会員会費収入 387,600

　　　　　個人地方会員会費収入 65,100

　　　　　団体正会員会費収入 2,083

　　　　　準会員会費収入 7,000

　　　　前払費用 715,000

　　　　　実務講習会次年度以降のテキスト代 715,000

　　　　仮払金 98,686

　　　　　見学会・会議保険料 98,686

　　　　流動資産合計 31,377,879

　 2．固定資産
　 （1）基本財産
　　　　基本財産合計 0

　 （2）特定資産
　　　　　記念事業積立預金 12,500,000

　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 12,500,000

　　　　　　普通預金　りそな銀行北浜支店 0

　　　　　事業基金積立預金 29,000,000

　　　　　　定期預金　三菱UFJ銀行瓦町支店 9,000,000

科　目 金　額
　　　　　　定期預金　りそな銀行北浜支店 20,000,000

　　　　　退職給付引当資産 1,323,000

　　　　　　定期預金　三菱UFJ銀行瓦町支店 1,323,000

　　　　特定資産合計 42,823,000

　 （3）その他固定資産
　　　　　什器備品 111,260

　　　　　　書棚 1式 111,260

　　　　　長期預け金 447,963

　　　　　　預け金　三菱UFJモルガン・スタンレー証券 447,963

　　　　　保証金・敷金 3,527,250

　　　　　　本部事務所賃貸契約による保証金 3,436,650

　　　　　　京都支部事務所貸借敷金 90,600

　　　　　長期前払費用 474,012

　　　　　　PCA公益法人会計クラウドサービス 474,012

　　　　その他固定資産合計 4,560,485

　　　　固定資産合計 47,383,485

　　　　資産合計 78,761,364

Ⅱ　負債の部
　 1．流動負債
　　　　未払金 797,762

　　　　　会誌発行費 99,762

　　　　　会議保険料 0

　　　　　租税公課 698,000

　　　　　集金手数料 0

　　　　前受金 7,817,766

　　　　　個人正会員会費収入 1,915,200

　　　　　個人地方会員会費収入 213,600

　　　　　団体正会員会費収入 5,604,166

　　　　　準会員会費収入 16,800

　　　　　会誌収入 68,000

　　　　預り金 45,842

　　　　　給与源泉税預り 21,831

　　　　　報酬源泉税預り 24,011

　　　　流動負債合計 8,661,370

　 2．固定負債
　　　　退職給付引当金 1,323,000

　　　　固定負債合計 1,323,000

　　　　負債合計 9,984,370

　　　　正味財産 68,776,994
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収支計算書
2020年 4月 1日から2021年 3月31日まで （単位：円）

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

Ⅰ　事業活動収支の部
　 1．事業活動収入
　　　　会費収入 31,975,200 33,036,349 0 33,036,349 -1,061,149

　　　　　個人正会員 8,000,000 8,374,800 0 8,374,800 -374,800

　　　　　個人正会員（地方） 950,000 1,040,550 0 1,040,550 -90,550

　　　　　団体正会員 23,000,000 23,599,999 0 23,599,999 -599,999

　　　　　準会員 25,200 21,000 0 21,000 4,200

　　　　支部活動収入 1,421,440 1,421,440 -1,421,440 0 1,421,440

　　　　事業収入 28,885,500 33,579,767 -1,806,240 31,773,527 -2,888,027

　　　　　事業収入 28,607,500 33,569,767 -1,806,240 31,763,527 -3,156,027

　　　　　事業雑収入 278,000 10,000 0 10,000 268,000

　　　　雑収入 201,400 290,029 0 290,029 -88,629

　　　　雑収入（支部正味財産繰入収入） 0 0 0 0 0

　　　　前受金収入 0 7,817,766 0 7,817,766 -7,817,766

　　　　前払費用収入 0 715,000 0 715,000 -715,000

　　　　仮払金収入 0 694,531 0 694,531 -694,531

　　　　預り金収入 0 9,376,473 0 9,376,473 -9,376,473

　　　　貯蔵品収入 0 0 0 0 0

　　　　　事業活動収入計 62,483,540 86,931,355 -3,227,680 83,703,675 -21,220,135

　 2．事業活動支出
　　　　事業費支出 40,492,000 46,863,279 -1,806,240 45,057,039 -4,565,039

　　　　　事業関係人件費支出 15,637,500 15,180,997 0 15,180,997 456,503

　　　　　事業費支出 24,424,500 31,505,482 -1,806,240 29,699,242 -5,274,742

　　　　　事業雑支出 430,000 176,800 0 176,800 253,200

　　　　管理費支出 20,670,640 19,723,069 -1,421,440 18,301,629 2,369,011

　　　　　管理関係人件費支出 5,212,500 5,060,332 0 5,060,332 152,168

　　　　　退職給付支出 0 0 0 0 0

　　　　　福利厚生費支出 21,000 15,000 0 15,000 6,000

　　　　　助成費支出 1,421,440 1,421,440 -1,421,440 0 1,421,440

　　　　　会議費支出 844,000 432,985 0 432,985 411,015

　　　　　旅費交通費支出 260,000 54,600 0 54,600 205,400

　　　　　通信運搬費支出 430,000 402,370 0 402,370 27,630

　　　　　集金費支出 450,000 476,507 0 476,507 -26,507

　　　　　消耗品支出 2,125,000 2,290,965 0 2,290,965 -165,965

　　　　　備品購入費支出 200,000 41,580 0 41,580 158,420

　　　　　修繕費支出 40,000 0 0 0 40,000

　　　　　印刷製本費支出 100,000 0 0 0 100,000

　　　　　光熱費支出 220,000 206,955 0 206,955 13,045

　　　　　火災保険料支出 20,000 37,920 0 37,920 -17,920

　　　　　租税公課支出 1,000,000 1,207,300 0 1,207,300 -207,300

　　　　　建物管理費支出 4,760,000 4,757,874 0 4,757,874 2,126

　　　　　事務委託費支出 1,834,700 1,834,700 0 1,834,700 0

　　　　　雑支出 1,732,000 1,482,541 0 1,482,541 249,459

　　　　記念事業費支出 4,100,000 1,107,983 0 1,107,983 2,992,017

　　　　前受金支出 0 3,553,449 0 3,553,449 -3,553,449

　　　　預り金支出 0 9,371,652 0 9,371,652 -9,371,652

　　　　前払費用支出 0 0 0 0 0

　　　　仮払金支出 0 729,877 0 729,877 -729,877

　　　　貯蔵品支出 0 22,227 0 22,227 -22,227

　　　　　事業活動支出計 65,262,640 81,371,536 -3,227,680 78,143,856 -12,881,216

　　　　　事業活動収支差額 -2,779,100 5,559,819 0 5,559,819 -8,338,919

科　目 予算額 決算額 内部取引
消 去 額

連 結
決 算 額 差　異

Ⅱ　投資活動収支の部
　 1．投資活動収入
　　　　特定資産取崩収入 1,500,000 0 0 0 1,500,000

　　　　　退職給付引当資産取崩収入 0 0 0 0 0

　　　　　記念事業積立預金取崩収入 1,500,000 0 0 0 1,500,000

　　　　固定資産売却収入 0 172,368 0 172,368 -172,368

　　　　　長期前払費用収入 0 172,368 0 172,368 -172,368

　　　　　投資活動収入計 1,500,000 172,368 0 172,368 1,327,632

　 2．投資活動支出
　　　　特定資産取得支出 202,000 373,000 0 373,000 -171,000

　　　　　退職給付引当資産取得支出 202,000 373,000 0 373,000 -171,000

　　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0 0 0

　　　　　事業基金積立預金支出 0 0 0 0 0

　　　　固定資産取得支出 0 0 0 0 0

　　　　　長期前払費用支出 0 0 0 0 0

　　　　投資活動支出計 202,000 373,000 0 373,000 -171,000

　　　　投資活動収支差額 1,298,000 -200,632 0 -200,632 1,498,632

Ⅲ　財務活動収支の部
　 1．財務活動収入
　　　　財務活動収入計 0 0 0 0 0

　 2．財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0 0 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0 0 0

Ⅳ  予備費支出 0 0 0 0 0

　　　　当期収支差額 -1,481,100 5,359,187 0 5,359,187 -6,840,287

　　　　前期繰越収支差額 24,341,050 24,341,050 0 24,341,050 0

　　　　次期繰越収支差額 22,859,950 29,700,237 0 29,700,237 -6,840,287

1．資金の範囲
　　資金の範囲には、現金・預金・未収入金及び未払金を含めている。
　　なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。

2．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳
 （単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期末残高

現　金　預　金 23,625,016 28,545,216

未　収　入　金 1,296,450 1,952,783

合　　　　　計 24,921,466 30,497,999

未　　払　　金 580,416 797,762

合　　　　　計 580,416 797,762

次期繰越収支差額 24,341,050 29,700,237
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2021年度事業計画
2021年 4月 1日～2022年 3月31日

1．2021年度の活動方針

　2021年度日本建築協会は、協会の中心事業である
「建築と社会」誌をはじめ時代に応じたテーマによる
催しや近代建築物の見学会、講演会、講習会、出版
物の企画・発行、建築関係団体等との交流・連携な
ど、数々の活動に引き続き取り組む。
　一昨年から検討してきた「建築と社会」誌の活性
化については、 4月号からカラーページを増やすな
ど見える化を図るとともに、会誌の電子化に向けた
試みとして紙面そのままをPDFデータで、ホーム
ページにアップし会員に提供する。2022年から新会
誌の試行を行う。
　世界的な恐慌をもたらした新型コロナは、ワクチ
ンの接種が始まるなど少し明るい兆しも見えてきた
が、3回目の緊急事態宣言が発令、延長されるなど、
まだまだ予断は許されない状況にある。協会は新型
コロナ感染症拡大防止の観点から、各種会議、委員
会、研究会などは 3密を避けウェブ会議やメールで
の意見交換、席間を広くとるなど工夫し拡大防止に
努める。
　2021年度予算については、前年度予算額を基本に
決算額及び事業計画を加味して作成した。
　安定した事業運営のためには会員の確保による会
費収入の維持が最大の課題である。個人や企業に対
し協会の役割を積極的にアピールするとともに、魅
力あるプログラムを提供し会員の増強を図らねばな
らない。
　個々の事業についても増収、増益を図るための工
夫が必要である。
　協会事業の中心である「建築と社会」誌について
は、一昨年から活性化の議論を始めた。収支改善か
ら始めた議論だが、協会のあり方、活動全体にも広
がる大きな流れとなっている。今年度は叡智を結集
し、会誌改革の具体化に向けて改革に取り組み収支
好転に努力する。
　会誌以外の事業についても経費抑制に努め、事業
費の削減を図るとともに管理費についても引き続き
経費削減に努める。
　2021年度も収入の増、支出の削減を目標に財務体
質の強化に努め、事業の活性化を図る。

2．2021年度活動計画

（1）編集委員会
　 　協会の会誌「建築と社会」誌の企画・編集のほ
か改革を進めるとともに、青年技術者及び「建築
と社会賞」並びに「片岡安賞」論考コンクールの
顕彰事業を実施する。
　①会誌「建築と社会」の発行、改革の推進
　・ 2021年度は引き続き改革を進める。そのため、
特別編集委員会のメンバーだけで議論するので
はなく、新たに事業委員会、出版委員会、教育
委員会、未来創生プロジェクトなど常設委員会
及び支部長を加えた構成で広く改革案を検討し
ていく。

　・ 4月特集号では、これまでの会誌活性化ワー
キング・特別編集委員会での議論の内容を開示
するとともに、会誌変革試案を提示し会員読者
のご意見をいただき方向性を確定する。そして
2022年から新会誌の試行を行う。

　・ 改革の先駆けとしてこの 4月号から表紙をモノ
クロからカラーにするとともに、カラーの記事
を増やすなど見える化を図る。同じく 4月号か
ら会誌の電子化に向けた試みとして紙面そのま
まをPDFデータで、ホームページにアップし会
員限定でアクセスできるようにする。今まで 9
つの分科会・小委員会がそれぞれ単独で特集を
組んでいたが、 8月号ではすべての分科会・小
委員会が参加した横断的でユニークなコラボ特
集を企画する。

　・ 「作品作風」、「再読関西の建築」、「建築と社会を
考える」、法令コーナー、構造・設備の頁など連
載にも引き続き取り組む。

　・ 会員の建築作品や論考、活動報告などについて

も随時掲載していく。
　②青年技術者の顕彰
　・ 満35歳以下の青年技術者を対象とする青年技術
者顕彰制度は、2020年度で67回に達し、建築界の
優秀な人材を顕彰してきた。2005年度からその意
義をより一層深めるため、今年度も実施する。

　③「建築と社会賞」の顕彰
　・ 「建築と社会」誌にふさわしい建築作品や論文、
記事などを顕彰している。

　・ 2021年度は「作品部門」、「論考部門」、「審査員
特別賞」を実施するとともに、会誌「建築と社
会」に掲載する。

　④「片岡安賞」日本建築協会論考コンクールの顕彰
　・ 日本建築協会は、片岡安らによって設立されて以
来、会誌「建築と社会」に多くの優れた論考を掲
載し、建築界をリードする役割を担ってきた。

　・ 創立100周年を迎えたのを機に、本会が歩んでき
た歴史を見つめ直し、会誌「建築と社会」がさ
らに優れた論考の受け皿となり、建築界全体に
とって有益な媒体になることを目指して「片岡
安賞」日本建築協会論考コンクールを引き続き
実施する。

　・ この賞は100周年記念事業のテーマである「新し
い地平へ」を実現するため発足したものであり、
様々な世代やいろいろの立場の方が広く参加い
ただける言論のプラットフォームの一翼を担う
イベントになることを期待し、今年度も優れた
論考を顕彰し、表彰者を会誌「建築と社会」に
掲載する。

（2）事業委員会
　 　著名建築物や茶室、近代建築などの見学会、話
題建築を紹介する講演会、研修会などを毎年度実
施していたが、今年度はコロナ禍のためWEBなど
の方法も検討し実施する。
　①情報見学小委員会
　・ 新建築や古建築などの見学会や時代に応じた
テーマによる講演会などの催しを毎年度実施し
ている。話題建築については、設計者・施工者
等から話を聞く場を設けている。

　・ 昨年度はコロナ禍のため実施を見合わせていた
が、今年度はWEB化を含め 1～ 2回程度の見学
会を実施するとともに、講演会も 1～ 2回程度
実施する。

　②「イケフェス大阪」との連携、協力
　・ 2018年度から10月に実施される「イケフェス大
阪」と連携、協力したイベントに参加している。
今年度も引き続き実施する。

（3）出版委員会
　 　時代のニーズに即した新しい著書の発掘や建築
に関する図書の企画・編集・発行を行っている。
　 　2021年度も引き続き建築に関する図書の企画・
編集・刊行を計画しており、意匠系・構造系・設
備系の作品を提供する。 3年前から始めた「建築
セミナー」もコロナ禍での方法を検討し実施する。

（4）教育委員会
　 　建築工事実務講習会や工高生を対象とした建築
に関するデザインコンクール、優秀な建築系学科
卒業生の表彰などを引き続き実施する。また、大
阪府住まい・まちづくり教育普及協議会が実施す
る諸行事に協力していく。
　①建築工事実務講習会の実施
　・ 1957年（昭和32年）以降、毎年主として初・中
堅クラスの建築技術者を対象に標記講習会を実
施している。

　・ 2021年度も本部、中国・東海支部でそれぞれ実
施する。

　②工高生デザインコンクールの実施
　・ 工高生の設計技能向上と奨励のため、1955年
（昭和30年）創設以来毎年テーマを変えて実施し
ており、2020年度で66回を数えた。今年度も引
き続き実施する。

　③建築系学科優秀卒業生の表彰
　・ 研鑚意欲の向上を促し、激励することを目的に
建築系学科優秀卒業生を表彰する。今年度も引
き続き会員校及び会誌購読校を対象に実施する。

　④史料研究会の運営
　・ 「再読関西の建築」を「建築と社会」誌に連載す
るための企画、編集を行う。

　⑤ 大阪府住まい・まちづくり教育普及協議会への

参画
　・ 今年度も引き続き協議会が実施する諸行事に協
力する。

（5）未来創生プロジェクト
　 　100周年記念事業のテーマである「新しい地平
へ」を実現するため発足した「未来創生プロジェ
クト」に引き続き取り組む。
　①建築次世代委員会の活動
　 　建築協会の理念である「建築を通じ社会に貢献
する」活動として2008年から2017年に実施してき
た10年委員会の「学生のための現場見学会」の継
承を主軸に、建築と社会を担う人材育成に資する
活動を創造する。
　・「学生のための現場見学会」を1回以上実施の予定
　　 大学生以上の学生を対象に工事段階の現場見学
を実施

　・ 「（仮称）学生のための建設関係メーカー見学会」
の試行

　　ものづくりに関わる仕事についての見学会
　　 協会員各社と学生を繋ぐ活動とし、学生への建
設業界への意識付けと協会員各社と学生のパイ
プ作りを提供

　・WEBを利用したコンテンツの企画・検討
　　 見学会以外で次世代を建設と繋ぐ活動のための
情報収集とコンテンツの作成

　②2040委員会の活動
　 　2040年の社会の在り様についての知見を得るた
め、建築にとどまらず、議論の場を広く求める。
メンバーが携わっている建築を「議題」ではなく、
社会を語るための「ツール」として扱い、他業種
の人たちと「2040年の社会」をターゲットに議論
を行い、様々な展開を試みる。
　・ 様々な分野にわたる同世代（中堅）のプラット
フォームづくり

　・まちインタビューなどのフィールドワーク
　・ 活動で得た思考を共有しそれに基づいたコラボ
レーションを試行 等

　③U－35委員会の活動
　・ 委員相互の勉強会「トークバトン」を引き続き
開催する。

　・ 各年度の活動を総括し、U－35委員会からのア
ウトプットを広く公開する。公開型イベント
「action」に引き続き取り組む。

（6）「建築と社会」創刊号からのアーカイブ化
　 　「建築と社会」誌に収められた100年間の貴重な資
料をホームページから会員の皆様だけがアクセス
して閲覧することができ、資料検索や研究活動な
どのお役に立てていただけるシステムを昨年 4月
から運用を開始した。逐次最新の情報に更新する。

（7）「会員の集いIN TOKYO」
　 　東京で初めての企画「トークセッションと懇親
の夕べ」は、主に東京在住の会員を対象に趣向を
凝らしたイベントを企画し恒例行事にしたいと考
えている。
　 　今年度はコロナの状況を見ながら開催の検討を
行う。

（8）エルダー委員会
　 　体力、気力、知力、そして経験豊富で社会と関
わり続けている60歳以上のシニア層が活躍できる
場を引き続き検討する。具体案がまとまり次第呼
びかけを行う。

（9）工事請負契約約款事業
　・ 引き続き民間（七会）連合協定工事請負契約約
款委員会に委員を派遣する。

　・ 引き続き「民間（七会）連合協定工事請負契約
約款」、「民間（七会）連合協定小規模建築物・
設計施工一括用工事請負契約約款」、「民間（七
会）連合協定リフォーム工事請負契約約款」、「民
間（七会）連合協定マンション修繕工事請負契
約約款契約書関係書式」の販売を行う。

（10）建築関係団体等との交流、連携
 　 　引き続き建築関係をはじめとする各団体との交
流・連携事業を推進する。

　①在阪建築4団体との連携
　・ 建築関係をはじめとする各団体と交流・連携事
業を行う。特に、2009年度から進めてきた関西
建築 4団体（大阪府建築士会、大阪府建築士事
務所協会、日本建築家協会近畿支部、日本建築
協会）会長・支部長意見交換会での連携活動を
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引き続き推進する。
　②イケフェス大阪等との連携
　・ 「イケフェス大阪」など建築関係団体以外の団体
との連携事業も引き続き取り組んでいく。

（11）役員派遣
　 　2021年度も引き続き大阪商工会議所に 2号議員
として役員 1名を（一財）大阪建築防災センター
にも監事として役員1名をそれぞれ派遣する。

（12）支部活動
〔中国支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 「若手・新入社員技術講習会」「中堅社員技術講
習会」「建築工事実務講習会」を実施する。

　②協力事業
　・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力する。

　③他団体との連絡、連携
　・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築 6団体
と連携する。

　④工事請負契約約款の販売
　・ 「民間（七会）連合協定工事請負契約約款契約書
関係書式」をはじめ「小規模建築物・設計施工
一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」及び
「民間（七会）連合協定リフォーム工事請負契約

書類（書式・約款）」、「マンション修繕工事請負
契約約款契約書関係書式」を販売する。

　⑤支部創立70周年記念事業
　・今年度は検討を行う。
〔東海支部〕
　①指導、宣伝、技術向上事業
　・ 「講演会・見学会」や「建築工事実務講習会」、
「『建築と社会』東海特集号の企画・編集」を行
う。

　・ 支部活性化事業として、機関誌「東海の建築」
の刊行やホームページの更新、会員名簿を発行
する。

　・ 青年技術者発表会、座談会など支部の活動をPR
できるイベントを企画する。

　・団体会員等による講習会を実施する。
　②会議、会合への参加
　・ 中部建築賞協議会など各種団体の会議や会合な
どに参加する。

　③協力事業
　・ 行政や団体が実施する講演会、フォーラム、建
築展などの事業に共催、協力する。

　④他団体との連絡、連携
　・ 官公庁との連絡会や新年互礼会など建築八団体
と連携する。

〔京都支部〕
　①知見、技術向上事業
　・ 教育、研究者、建築、造園、各種デザインや文
化財関係者等による講師で若い世代も参加しや
すい事業企画を行う。（年間4回程度）

　　1　 座学としてのセミナー（まちづくり、都市
計画、庭園、景観色彩、伝統建築、近現代
建築、茶の湯の文化 等）

　　2　文化財や現代建築の見学・研修会を行う。
　②協力事業
　・ 数年前から実施しているが、支部開催事業で可
能なものはJIA京都地域会等と共催する。京都府
建築士会や古材文化の会、街の色研究会京都な
ど他の関係団体とも共催や後援・協賛を得てい
く。

　・ 行政や団体が実施する「講演会」や「 2級建築
士受験講習会」などの事業に共催、協力を行う。

　③工事請負契約約款の販売
　・ 「民間（七会）連合協定工事請負契約約款契約書
関係書式」をはじめ「小規模建築物・設計施工
一括用工事請負等契約書類（書式・約款）」及び
「民間（七会）連合協定リフォーム工事請負契約
書類（書式・約款）」を販売する。

科　目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

Ⅰ　事業活動収支の部

1．事業活動収入

　　①会費収入

　　　　個人正会費 8,000 8,000 0 14,400円／ 1名

　　　　個人正会費（地方） 1,000 950 50 12,600円／ 1名

　　　　団体正会費 23,000 23,000 0 25,000円／ 1口

　　　　準会費 21 25 -4 8,400円／ 1名

　　　会費収入計  32,021 31,975 46

　　②支部活動収入 1,452 1,421 30 本部から支部への活動収入

　　　支部活動収入計  1,452 1,421 30

　　③事業収入

　　　　事業収入 33,490 28,258 5,232 本部及び支部の事業収入

　　　　事業雑収入 260 278 -18 事業協力金外

　　　事業収入計 33,750 28,536 5,214

　　④雑収入 301 201 100 利息、雑損処理後の過年度会費外

　　⑤記念事業収入 20 350 -330 100周年記念誌販売収入

　　⑥支部正味財産増加分繰入 0 0 0

　　　事業活動収入計 67,543 62,484 5,060

2 ．事業活動支出

　　①事業費支出

　　　　事業関係人件費支出 15,535 15,638 -103 法定福利費含む

　　　　事業費支出 28,216 24,425 3,791 本部及び支部の事業費

　　　　事業雑支出 480 430 50 イケフェス、KENTEN、CPD登録費外

　　　事業費支出計 44,230 40,492 3,738

　　②管理費支出

　　　　管理関係人件費支出 5,178 5,213 -34 法定福利費含む

　　　　退職給付支出 0 0 0

　　　　福利厚生費支出 21 21 0 職員福利厚生費

　　　　助成費支出 1,452 1,421 30 本部から支部への活動費

　　　　会議費支出 1,485 844 641 本部・支部総会外会議費

　　　　旅費交通費支出 220 260 -40 旅費、交通費

　　　　通信運搬費支出 480 430 50 電話、FAX、メール、郵送等通信費

　　　　集金費支出 480 450 30 会費、グループ会費、広告料集金手数料等

　　　　消耗品費支出 2,355 2,125 230 ＨＰ維持費，ＰＣソフト、トナー、文房具外消耗品

　　　　備品購入費支出 200 200 0 事務所内備品購入費

　　　　修繕費支出 40 40 0 事務所内修繕費

科　目 予算額 前年度
予算額 増減 備　考

　　　　印刷製本費支出 100 100 0 印刷製本費

　　　　光熱費支出 220 220 0 電気代

　　　　火災保険料支出 20 20 0 火災保険料

　　　　租税公課支出 1,250 1,000 250 消費税、法人府市民税

　　　　建物管理費支出 4,760 4,760 0 事務所賃借料等

　　　　事務委託費支出 1,835 1,835 0 支部事務局委託費

　　　　雑支出 1,662 1,732 -70 監査、保守、協賛、購読、未収金償却外

　　　管理費支出計 21,758 20,671 1,087

　　③記念事業費支出

　　　　記念事業費支出 610 4,100 -3,490 100周年記念誌発送費、中国支部70周年費

　　　事業活動支出計 66,598 65,263 1,335

　　　　事業活動収支差額 945 -2,779 3,724

Ⅱ　投資活動収支の部

1．投資活動収入

　　①特定資産取崩収入

　　　　退職給付引当資産取崩収入 0 0 0

　　　　記念事業積立預金取崩収入 0 1,500 -1,500

　　　投資活動収入計 0 1,500 -1,500

2 ．投資活動支出

　　①特定資産取得支出

　　　　退職給付引当資産取得支出 379 202 177 2021年度末要支給額引当て

　　　　記念事業積立預金支出 0 0 0

　　　特定資産取得支出計 379 202 177

　　　投資活動支出計 379 202 177

　　　　投資活動収支差額 -379 1,298 -1,677

Ⅲ　財務活動収支の部

1．財務活動収入

　　　財務活動収入計 0 0 0

2 ．財務活動支出

　　　財務活動支出計 0 0 0

　　　　財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 0 0 0

　　　　当期収支差額 566 -1,481 2,047

　　　　前期繰越収支差額 29,700 24,341 5,359

　　　　次期繰越収支差額 30,267 22,860 7,407

2021年度収支予算　2021年 4月1日から2022年 3月31日まで
（単位：千円）

（注）前期繰越収支差額には、2020年度決算額を充当している。
（注）2021年度については、借入限度額を30,000,000円とする。
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2021年度

日本建築協会役員会務分掌
2021年 6月24日現在・順不同・敬称略

役付役員

会　長　＊指田孝太郎　㈱日建設計
副会長　　米井　　寛　㈱東畑建築事務所　会長職務代行　総務・財務担当
副会長　　田中日出男　㈱きんでん　会勢担当
副会長　　川合　智明　㈱竹中工務店　編集担当
副会長　　川口　　晋　㈱大林組　事業担当
副会長　　村田　　稔　Daigasエナジー㈱　研修担当

理事　◎印は常任理事　○印は委員長

（総務） 4名
　　大林　剛郎　㈱大林組

＊　横井　正温　栗原工業㈱

　　佐野　吉彦　㈱安井建築設計事務所

　　竹中　統一　㈱竹中工務店

（財務） 3名
　奥村太加典　㈱奥村組

　今西　邦夫　㈱今西組

　中野　健生　東リ㈱

（編集） 8名
 ◎○＊中原　岳夫　㈱安井建築設計事務所

 ◎○西　　博康　清水建設㈱

　　菅野　忠司　鹿島建設㈱
　　佐藤　榮一　（一社）日本建築材料協会

◎○橋寺　知子　関西大学

　　山田　　淳　関西電力㈱

◎　吉村　英祐　大阪工業大学

　　勝山　太郎　㈱日建設計

（会勢） 9名
　　浅沼　　誠　㈱淺沼組

　　告野　満彦　野里電気工業㈱

　　蔦田　守弘　㈱鴻池組

＊　山下　浩一　清水建設㈱

　　近藤　　徹　不二熱学工業㈱

　　三宅　正人　戸田建設㈱

　　寺田　　靖　（一社）大阪建設業協会

＊　冨田　昌志　㈱伊藤建築設計事務所

　　髙松　隆夫　広島工業大学

（事業） 6名
◎○中尾　勝悦　中尾綜合建築設計事務所

　　城口　俊雄　㈱大阪城口研究所

　　設楽　貞樹　㈱安井建築設計事務所

　　酒井　祥三　西松建設㈱

　　塩川　　武　㈱熊谷組

◎○中村　文紀　㈱東畑建築事務所

（研修） 6名
　　冨永　昌雄　八千代電設工業㈱

　　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所

　　加賀田健司　大成建設㈱

　　梶山　卓二　㈱昭和設計

　　永原　　穣　王建工業㈱

　　門田　江平　（公財）建築技術教育普及センター

常務理事 　森本　勉　　（一社）日本建築協会 役付役員含む理事

合計43名

監事
　三木　　徹　㈱安井建築設計事務所

　前田　隆司　㈱前田商会 2 名

顧問 ＊中川　貴詞　（独法）都市再生機構 1 名

＊は新任

2021年度

日本建築協会評議員
議　長：赤松　千州　　　副議長：嘉納　秀一

2021年 6月 8日現在・順不同・敬称略

技術
1
　赤松　千州　㈱東畑建築事務所

総合
11

＊高見　錦一　㈱淺沼組

　藤本　明生　㈱安藤・間

＊柳川　隆一　㈱大林組

　有森　憲治　戸田建設㈱

　中道　正伸　㈱中道組

　原　　眞一　コーナン建設㈱

＊梅本　　真　㈱鴻池組

＊小川　洋行　㈱奥村組

　安達　紳児　三井住友建設㈱

　田中顕三郎　田中建設㈱

　藤井謙太郎　藤井建設㈱

電気
4
　田口　貞夫　㈱きんでん

　森　　博明　三和電気土木工事㈱

　嘉納　秀一　三宝電機㈱

　嶋田　雅景　㈱クリハラント

空調
3
　辻　　武寿　㈱精研 　若林　尚史　若林設備工業㈱

　金子　達哉　㈱三冷社

建材
3
　森村　泰明　森村金属㈱ 　深江　隆司　アスワン㈱

　恩庄　康之　オーケーレックス㈱

中国支部
2
　尾野本　悟　広島工業大学 　村重　保則　現代設計㈱

東海支部
6
　福田　泰造　福田泰造建築事務所

　河田　克博　名古屋工業大学

　野呂　和宏　㈱東畑建築事務所

　加藤　武範　㈱メックステクノ

　中井　孝幸　愛知工業大学

＊本梅　　誠　㈱安井建築設計事務所

京都支部
3
　髙田　光雄　京都美術工芸大学大学院

　菅澤　　茂　環境文化保存計画菅澤1級建築士事務所

＊矢ヶ崎善太郎　大阪電気通信大学

33人　＊は新任

2021年度

日本建築協会支部長（順不同・敬称略）

中　国　　髙松　隆夫　広島工業大学

東　海　　冨田　昌志　㈱伊藤建築設計事務所

京　都　　長瀬　博一　㈲長瀬建築研究所
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2021年度

日本建築協会委員
下記のとおり各委員会委員を委嘱しました。
◎委員長　○副委員長　▲小委員会委員長　△幹事・小委員会副委員長　☆顧問　＊2021年度新委員

（所属名は略称　順不同・敬称略）

■編集委員会（82名）
会誌「建築と社会」の企画、編集。
◎　中原 　岳夫／安井建築設計事務所

○　惠本涼太郎／日建設計

○　米山　剛史／UR設計

●特集小委員会
計画分科会
〈計画系分科会〉
　　飯田　　匡／関西学院大学

　　鈴木　克彦／京都橘大学

△　田中　直人／島根大学大学院

　　松田奈緒子／大阪産業大学

　　林　　雄太／UR都市機構

　　守井　　辰／日建設計

　　吉村　英祐／大阪工業大学

〈建築計画系分科会〉
　　桑原　悠樹／竹中工務店

　　下坂　浩和／日建設計

＊　東　　一彦／大林組

　　東　　拓郎／東畑建築事務所

△　樋口　展寛／鴻池組

＊　平岡　翔太／大建設計

＊　瀧田　　曉／鹿島建設

　　渡部　　剛／安井建築設計事務所

〈インテリア・住宅系分科会〉
　　赤川貴世友／安井建築設計事務所

　　東　奈生子／竹中工務店

　　今井　充彦／日建スペースデザイン

　　高橋　伸明／UR都市機構

　　川合　隆之／積水ハウス

　　河西　孝平／大林組

△　黒栁　　亮／竹中工務店

　　ペリー史子／大阪産業大学

構造分科会
　　宇野　綾真／北條建築構造研究所

　　岡田　　健／日建設計

＊　神子　河澄／鴻池組

　　岸本　光平／竹中工務店

　　古島　正博／大林組

　　正野　和司／安井建築設計事務所

　　瀧野　敦夫／大阪工業大学

　　竹本　孝輔／東畑建築事務所

△　萩原　　学／ZEN建築構造事務所

　　向井　洋一／神戸大学大学院

設備分科会
＊　山口　拓也／竹中工務店

　　木谷　晃之／コイズミ照明

　　北野　勝也／きんでん

　　寺井　千佳／安井建築設計事務所

　　夏井　重行／元・富士ネオ工業

△　橋本　直樹／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　桝井　貴廣／総合設備コンサルタント

＊　仲村　憲一／総合設備コンサルタント

　　宮﨑ひろ志／関西大学

　　森山　正和／神戸大学名誉教授

＊　茂木麻美子／大林組

施工材料分科会
　　門野　　陽／鴻池組

　　桜井　和男／竹中工務店

　　秋竹　教行／大和ハウス工業

　　藤丸　啓一／清水建設

△　山口　紀宏／大林組

　　河合　智寛／淺沼組

　　吉田　正友／大阪工業大学

＊　吉田　克寿／大林組

　　岡田　淑子／鹿島建設

法令分科会
＊　太田可奈子／神戸市

＊　奥山　陽二／京都市

　　垣内　　明／堺市

△　河野　　学／関西学院大学

●作品作風小委員会
　　居内　章夫／徳岡設計

　　石井眞由美／大林組

　　稲垣　和江／イナガキケンチクケンキュウショ

▲　太田　栄治／髙松建設

　　加嶋　章博／摂南大学

＊　片岡　政規／安井建築設計事務所

＊　貴志　泰正／貴志環境企画室

　　倉渕奈千子／田中啓文総合建築研究所

　　澤田　純一／兵庫県

△　髙木　秀晃／昭和設計

　　鞆野　淳司／竹中工務店

　　西田　佳代／日建設計

　　平野　尉仁／東畑建築事務所

　　藤原　　寛／清水建設

　　増田　敬彦／増田敬彦一級建築士事務所

●広告企画小委員会
　　小川　雄介／竹中工務店

　　小山　　昭／東畑建築事務所

　　金築　　雄／清水建設

　　野山　将男／大林組

　　藤田　昌宏／安井建築設計事務所

▲　前田　　衛／日建設計

　　山辻　直樹／大成建設

■事業委員会（17名）
見学・講演・説明・展示・懇親会など
の企画、実施。
◎　中尾　勝悦／中尾綜合建築設計事務所

●情報見学小委員会
＊　稲葉　一秀／大林組

○　大森　雅人／清水建設

○　奥村　朋孝／鴻池組

　　岡田　淑子／鹿島建設

　　阪口　浩平／きんでん

　　下田　剛士／髙松建設

＊　鈴木　星穂／竹中工務店

　　田﨑　祐生／武庫川女子大学

　　田村　　大／日建設計

　　槌田　　豊／ジェイアール西日本コンサルタンツ

　　寺西　興一／大阪府登録文化財所有者の会

▲　中尾　勝悦／中尾綜合建築設計事務所

　　樋上　新治／ラシンプラニング

＊　本田　隆作／昭和設計

　　松森　織江／東畑建築事務所

　　椋木　敏光／久米設計

　　森　　雅章／安井建築設計事務所

■出版委員会（11名）
建築に関する図書の企画・編集・刊
行、ならびに講座の企画、実施。
◎　西　　博康／清水建設

　　宮澤　　博／きんでん

　　上原　正行／U建築工房

　　菅原　敏晃／竹中工務店

　　玉水　新吾／ドクター住まい

　　仲本　尚志／atelier UNI-SUPPORT

　　西尾　　徹／きんでん

　　藤山　　宏／造景空間研究所

　　堀野　和人／スマイリズム

　　山浦　晋弘／安井建築設計事務所

　　弓崎　幸治／元・東畑建築事務所

■教育委員会（28名）
建築教育についての調査・研究・講習
会の企画・実施ならびに工高生デザイ
ンコンクールの企画、実施。「再読関
西の建築」を「建築と社会」誌に連載
するための企画、編集。
◎　橋寺　知子／関西大学

●講習会小委員会
　　川井　裕基／鹿島建設

　　北野　祥児／清水建設

　　小梅　浩一／鴻池組

　　山東　圭司／戸田建設

　　谷本　達哉／淺沼組

　　永野　浩一／竹中工務店

＊　吉田　克寿／大林組

●工高生教育小委員会
　　荒井圭一郎／大阪工業技術専門学校

　　岡田　依子／大阪市立工芸高等学校

　　門脇　裕之／大阪市立都島工業高等学校

　　白川　陽子／今宮工科高等学校

　　田中おと吉／修成建設専門学校

▲　谷口　幸雄／日建設計コンストラクション・マネジメント

　　中村　眞二／東畑建築事務所

　　永島　敏郎／安井建築設計事務所

　　矢倉　鉄也／大阪市立都島工業高等学校

大阪府住まいづくり教育普及協議会

●史料研究会
▲　橋寺　知子／関西大学

　　石田潤一郎／武庫川女子大学

　　桐浴　邦夫／京都建築専門学校

　　山形　政昭／大阪芸術大学名誉教授

　　福原　和則／大阪工業大学

　　三宅　拓也／京都工芸繊維大学

　　玉田　浩之／大手前大学

　　安田　徹也／竹中大工道具館

　　阿部　文和／大阪歴史博物館

　　前川　　歩／奈良文化財研究所

　　目黒　新悟／奈良文化財研究所

　　笠原　一人／京都工芸繊維大学

■未来創生プロジェクト（35名）
100周年記念事業のテーマである「新
しい地平へ」を実現するため、体験型
ワークショップや他業種同世代との交
流会、公開型イベントの企画、実施。
◎　中村　文紀／東畑建築事務所

●建築次世代委員会
▲　菅原　幸也／日建設計コンストラクション・マネジメント

＊　有吉　智彦／大林組

　　大村　泰正／清水建設

　　門野　　陽／鴻池組

　　川上比奈子／摂南大学

　　朽木　順綱／大阪工業大学

　　永野　浩一／竹中工務店

　　松村　　明／安井建築設計事務所

●2040委員会
　　清原　健史／安井建築設計事務所

　　國本　暁彦／竹中工務店

　　黒川　祐樹／日建設計

△　駒井　陽次／Style-A/PARK Lab.

　　中島　慎一／徳岡設計

　　中村　祐記／大林組

　　平野　尉仁／東畑建築事務所

　　吉永　規夫／Offi  ce for Environment Architecture

●U-35委員会
＊　赤木　建一／日建設計

＊　大屋　泰輝／大林組

　　興津　俊宏／竹中工務店

　　河﨑　菜摘／竹中工務店

　　鬼頭　朋宏／大成建設

　　久保　廣大／総合設備コンサルタント

　　粉川壮一郎／安井建築設計事務所

＊　洲脇　純平／Style-A/PARK Lab. 

　　髙畑貴良志／日建設計

　　立松　裕規／東畑建築事務所

　　長岡　祥太／山下設計

△　平岡　翔太／大建設計

　　水野　裕介／大成建設

　　箕浦　浩樹／大林組

　　宮武　慎一／安井建築設計事務所

　　森下　大右／森下大右建築設計事務所

　　山本　和宏／昭和設計

　　吉田　悠佑／大林組

全173名
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■掲載内容

1． 写　真：外観、内観、ディテール、
模型写真等。（プリントの場合、サイ
ズはキャビネ判程度。電子データの
場合、解像度300dpi以上）

　　CGやパース、コンセプト図等でも可。
2． 説明文：①ページタイトル（作品名
称とは別に検討してください）、②作
品についての考えを300字程度にまと
めた文章。

3． 概　要：作品名称、所在地、設計者、
施工者、建築面積、延床面積、構造
規模、工期など。

※ イラストレーター用の原稿作成
フォーマットを用意しています。
　 必要な方は、右記の担当まで
ご一報ください。

■掲載について

1．応募は、本会会員に限ります。
　　 入会は本会のホームページから可能
です。（http://www.aaj.or.jp/）

2 ． 応募点数に制限はありませんが、 1作
品につき 1頁とし、本誌予定の掲載頁
数に達すると、作品作風小委員会で選
定します。竣工予定の作品を掲載希望
の場合、写真等の原稿期日は配慮いた
しますので、ご連絡ください。

3．写真の撮影者名は必ず付記願います。
　　 写真に著作権等が生じる場合は、応
募者にて処理願います。

4． 建物の特徴や特殊な事柄については、
簡単な補足説明をお願いする場合が
あります。

5． 作品の掲載順の決定および誌面レイ
アウトを含む特集全体の編集は、本
会の作品作風小委員会で行います。

6． カラー掲載をご希望の方はご相談く
ださい。（掲載料が必要となります）

■掲載申込締切日および原稿送付先

1．掲載申込締切日：
　　2021年10月14日（木）

2 ．送付先：（一社）日本建築協会
　　「会員作品特集号」係
　　〒540-6591
　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　OMMビル 7階
　　TEL.06-6946-6981
　　FAX.06-6946-6984
　　E-mail：hensyu＠aaj.or.jp
　　担当：井筒

会員のみなさまの　
個性あふれる作品を
お待ちしております

『建築と社会』令和4年2月号

「第28回 会員作品 “私の空間作法”」

作　品　募　集
『建築と社会』2月号では、会員

作品発表の場として、「第28回

会員作品特集号“私の空間作法”」

を企画しています。

対象は、建築・ランドスケープ

デザイン・インテリアデザイン・

まちづくり・アート等、プロダ

クトを除く空間に関わるすべて

とし、完成作品、計画案を問い

ません。また表現方法は、写真、

CG 等の別を問いません。

掲載無料
モノクロ
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■特集予告
● 9月号／ 地下利用の昔と今と未来―利便性、

快適性、安全・安心を追い求める
―（仮）

●10月号／ 木造建築と火災（仮）

2021  08
Vol.102 No.1193

建築と社会
Architecture and Society
Journal of the Architectural Association of Japan

日 本 建 築 協 会

撮 影 者：内山優子
撮影場所：ザ・ガーデンオリエンタル・大阪
撮影時期：2021年 6月

写真について
旧大阪市公館（設計：竹腰健造）をリノベー
ションした「ザ・ガーデンオリエンタル・
大阪」MAIN BUILDINGの1階 THE BALL 
ROOMにて開催された2021年度一般社団法人
日本建築協会総会前の一幕。
机には新型コロナウイルス感染拡大防止対策
のためのアクリル板を設置し、参加者はマスク
を着用している。これまでとは全く違った総会
風景となった。

今月の表紙

特集　 コロナが変える建築と社会
　第 1班座談会　「リモートと働き方・生活の変化」  ――――――――――― 19

　第 2班座談会　「ソーシャルディスタンス」  ――――――――――――――― 24

　第 3班座談会　 「技術の伝承
～今後の教育における変化・可能性を探る～」  ――― 28

　【編集後記】  ――――――――――――――――――――――――――――――――― 32

会告 第5回片岡安賞（日本建築協会論考コンクール）募集要項
定時総会議決のお知らせ、通常理事会議決のお知らせ、
臨時理事会議決のお知らせ、定時評議員会議決のお知らせ、
2020年度事業報告、2020年度決算報告、2021年度事業計画、
2021年度収支予算、2021年度日本建築協会役員会務分掌、
2021年度日本建築協会評議員、2021年度日本建築協会支部長、
2021年度日本建築協会委員
「第28回会員作品“私の空間作法”」作品募集
第6回学生のための現場見学会「第二弾　平城宮跡歴史
公園第一次大極殿院南門復原整備工事」－素屋根の曳家

1
12

17

作品作風 桃山学院 聖テモテ館 14

gallery 船という建築のモチーフ●竹口健太郎 16

法令コーナー ホテルの客室内部を対象としたバリアフリー基準の新設
－京都市建築物等のバリアフリーの
促進に関する条例改正－●岡田満紀子 34

再読
関西の建築

大阪市立東洋陶磁美術館●安田徹也
35

設備の頁 老朽街路灯を内部から補強～FRPシップ工法●熊谷康祐 39

建築と社会を
考える

福祉転用の広がりと課題●加藤悠介
40

Member’s
Forum

2040委員会企画　Future Dialogue　活動報告
（ヤフー株式会社） 44

information 京（みやこ）のファンタジスタ～若冲と同時代の画家
たち／ルール？展／隈研吾展　新しい公共性をつくる
ためのネコの 5原則／丹下健三 1938-1970　戦前からオ
リンピック・万博まで 46

月間の動き 2021年 6月 48

【訂正】本年 4月号の「再読　関西の建築32『楽しい生活と住宅博覧会』」の
記事中、「モダンハウジングフェア」に参加した設計事務所のうち、「小川建
築設計事務所」とあるのは「小河建築設計事務所」の誤りでした。お詫びし
て訂正します。



今回計画
（大学）

既存高校棟

既存中学棟

既存キャンパスとの「調和」と新設学部としての「変化」を表現した外観

スパイラル状の吹抜け

所 在 地　大阪府大阪市阿倍野区昭和町
敷地面積　26,141.09㎡
建築面積　 6,424.42㎡
延床面積　 9,867.30㎡
構造規模　S造　地上 9階建て
工　　期　2019年 5 月～2020年 8 月
最 寄 駅　Osaka Metro御堂筋線　昭和町駅
撮　　影　古川泰造、長谷川健太



N教室
プロジェクトスペース

非常勤講師スペース
コンシェルジュスペース 教員研究室

礼拝堂

9F 事務

8F 教室

4F コモンズ

7F ラボ

6F 教室

5F ラボ

3F 中高食堂

2F 法人

1F 教会

5F ラボフロア　S=1：500

桃山学院 聖テモテ館
建　築　主　学校法人桃山学院
設計・監理　竹中工務店
施　　　工　竹中工務店・南海辰村建設共同企業体

地域・社会とつながる新しい学びの場

日本聖公会系のミッションスクールである桃山学院中高の敷地内に併設した大学の
新設学部、中高食堂、教会を内包する都市型積層キャンパス。和泉市に拠点を構える
桃山学院大学がビジネスデザイン学部を新設し、新しい学びをつくるために「まち」
に出るプロジェクトである。70を超える企業・団体と連携し、学生×企業人で課題
発見・解決に取り組む学部特有の学びを活性化させる教場の実現を目指した。
敷地は桃山学院大学創立の地である阿倍野区昭和町に位置し、ビジネスデザイン学部
が地域・社会とつながる学びを実践できる場である。外観は複合用途を機能統合
することで、既存キャンパスとの「調和」と新設学部としての「変化」を表現した。
大学エリアでは、課題解決に繋がる新しい発想が生まれるよう、全てを教場とし、
集中と発散度合いの異なる多様な場づくりを行った。平面計画では教室、教員研究
室、非常勤講師スペースを緩やかにつなげながらあえて同フロアに配置することで、
学生・教職員・企業人の日常的な交流を促す仕掛けとした。断面計画では吹抜けを
ずらしながらスパイラル状に連続させることで、「斜めの抜け」と「視線の変化」を
生み出し、偶発的な出会いや学生同士の刺激、学部としての一体感を生み出す構成
とした。
同一敷地での建替えを行った桃山学院 聖アンデレ礼拝堂は、1912年発足の日本聖公会 
大阪聖アンデレ教会の礼拝堂である。地域に根ざした歴史ある旧礼拝堂に敬意を
払い、家具やステンドグラスを再利用して空間イメージにも展開することで、新しくも
懐かしさを感じる祈りの場を創出した。

複合用途の積層により多世代の交流が促進され、地域・社会とつながる新しい学び
の場となることを願っている。
 （金澤　潤・有田　博・宮澤芳文／竹中工務店）

作品作風

断面構成

5F　吹抜け

1F　礼拝堂

5、7F　教員研究室前スペース

4F　ライブラリー

3F　中高食堂



　私が建築を志したきっかけとなった
建築の一つにロンシャンの教会堂があ
る。堀の深い窓を、長年観察してきた
が、数年前に自作の分析を兼ね博士論
文にまとめた。さらに同時期のもうひ
とつの有名なル・コルビュジエの作品
にラ・トゥーレットの修道院もある。

　モジュロールで厳格に作られた修道院
に対して、ロンシャンは、あまりに唐
突な形体が現われたかのように見える。
しかし、ここ数年、日本建築設計学会
でのパリ・セーヌ川に水没した戦争難
民の避難船を、文化財として残す「ア
ジール・フロッタン復活プロジェク
ト」の活動を通じて、知られざるコル
ビュジエの改修作品を訪れる機会があ
り、その二つの造形の根拠についてあ
る仮説を立てるにいたった。建築を設
計の基点となったロンシャン窓だけで
なく、その全体の立体的造形について、
コルビュジエが、モチーフを頭の中に
描いたかもしれないというものを想定
できると発見したのは、私にとって小
さくない発見であった。

　1929年コルビュジエは、前川國男の
担当で、コンクリート船に水平連続窓
つきの屋根とそれを支える列柱を付け
足し、アジール・フロッタンを発表し
た。当時は、サヴォア邸を設計し、建
築五原則を世に出すタイミングで、そ
の思想のプロデュースが課題であった。
しかし私の考えでは、コンクリート船
のコルビュジエが敷地として受け入れ
たその立体的・有機的形状の船底の方
の形に彼が相当関心をもったに違いな
いと思ったのだ。

　コンクリートの可塑性を活かし、木
の型枠に流し込み、水圧はその裏側の
ワッフル状のリブで受ける。船の動的
な形状に惹かれたコルビュジエは、長
年チャンスをうかがい、まさに船型が
浮かんであるかのようなロンシャンの
設計でそのモチーフを花開かせたとい
う仮説である。これを意識的に行った
か、無意識的に行っていたのかはこの
説をフォローする研究者の分析に委ね
たい。

企画編集：太田栄治（作品作風小委員会）

竹口　健太郎（たけぐち　けんたろう）
1971　京都市生まれ
1994　京都大学工学部建築学科　卒業
1995-1996　AAスクール留学：Diploma Unit（＝FOA）
1998　京都大学大学院工学部建築学科　修了
1998　アルファヴィル　共同設立
現在：神戸大学客員教授
　　　立命館大学非常勤講師　博士（学術）
　　　日本建築設計学会副会長
https://a-ville.net/

galleryま
ち　

建
築　

ひ
と

船という建築のモチーフ

建 築家

竹口  健 太 郎

「アジール・フロッタン復活プロジェクト」　　https://www.asilefl ottant.net/
1929年12月にリノベーションが完了したル・コルビュジエ設計の難民避難船「アジール・フロッタン」は、救世軍の依頼により第一次世界大戦の
影響でパリ市内に多くいた戦争難民を収容するために生み出されました。
2006年には救世軍から船を譲り受けた有志により、後世に残すための修復が始まり、2008年には、修復に協力していた日本人建築家遠藤秀平によ
り修復工事のためのシェルターがデザインされ、フェスティバルドートンヌにおいて発表されました。
2017年には内部の整理も進み、日本人建築展を行う企画が進められてきましたが、2018年 2月のセーヌ川増水により水面下に消えてしまいました。
アジール・フロッタンを復活させるため多方面にわたる各関係機関と協議を行い、2020年10月19日にようやく浮上させることができました。
今後は船体の調査を行い、それに基づきコンクリートなどの補修を行います。この調査はフランス文化局に登録されている文化財建築家により行
われます。そして補修工事が終了した後、コルビュジエのオリジナルデザインに復元する工事を行う予定です。

「アジール・フロッタン復活プロジェクト」
セーヌ川の増水により水没　ル・コルビュジエの改修部分のみ見える

アジール・フロッタンの奇蹟Ⅱ　遠藤秀平　ⓒFoundation Le Corbusier
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第6回学生のための
現場見学会
「第二弾  平城宮
跡歴史公園第一
次大極殿院南門
復原整備工事」
－素屋根の曳家

〈第一弾映像はこちら↓〉

〈曳家イメージ動画はこちら↓〉

〈お申込みはこちら↓〉

当事業は、国営平城宮跡歴史公園第
一次大極殿院建造物復原整備計画に
基づき、奈良時代前期に現存してい
た第一次大極殿院の建築物を復原整
備するものです。
平城宮跡一帯には、文化庁により往
時の建築物が数棟、既に復原整備さ
れています。これらに引き続き、国
土交通省により第一次大極殿院の建
築物群を復原整備することで、正殿
（既設）を中心に回廊で取り囲まれた
空間が実大で再現され、見学者に古
代宮城空間を体験してもらうことで、
その理解をより深めてもらうことが
可能となります。
このためには、建築物の形態や規模
などは厳正な復原が必要であり、材
料・工法に関しても可能な限り往時
の再現が望ましいとされています。
今回の当建物南門復原工事は、上記
の『復原原案』の内容を踏まえたう
えで、様々な制約条件（遺構の保護、
材料の入手や工法の再現が困難なも
の、関係法令順守による制約など）
を精査し、現代において実現可能な
『復原整備案』として設計した成果を
施工しているものです。

南門復原整備工事の仕上工事が概ね
完了し、南門を覆っておりました素
屋根を、令和 3年 9月 1日から曳家
（スライド）する予定です。
その様子を今回、見学していただけ
ます。

【曳家とは】
建物（今回は素屋根）を解体せずに、
そのまま移動する工事のことをいい
ます。

素屋根の規模は東西方向49.4m、南北
方向43.4m、高さ30.0mで、面積とし
ては2,143m2になります。
素屋根鉄骨重量の合計は、約665tで、
油圧ジャッキ（能力30t） 6台を用い
て東の方向へ41.5m移動します。

なお、曳家が完了すると今度は南門
の東側で東楼復原工事の素屋根とし
て使用されます。

日　　時　2021年9 月22日（水）
　　　　　13：30～15：30（予定）
講　　師　清水建設ご担当者様ほか
所 在 地　 平城宮跡歴史公園 （奈良市

佐紀町地先）
最 寄 駅　 近鉄大和西大寺駅南口から

徒歩20分、近鉄奈良駅・JR
奈良駅西口から路線バス学
園前駅行きにて「朱雀門ひ
ろば前」下車またはぐるっ
とバス 朱雀門ひろばター
ミナル下車

集　　合　現地（詳細は参加証に記載）
定　　員　15名（先着順）
参 加 費　500円（保険代）
申込方法　① 催し名

「南門復原整備工事」
　　　　　②学校名・学部・学科
　　　　　③ 学生氏名（ふりがな）・

学年
　　　　　④ 引率者　職名・氏名（ふ

りがな）
　　　　　　※学生のみの場合不要
　　　　　⑤参加証送付先住所
　　　　　⑥連絡先電話番号・E-mail
 上記を明記しFAXかE-mailにて申込先
まで

締 切 日　2021年 9 月13日（月）
＊ ただし定員になり次第、締め切らせ
ていただきます。
申込先：日本建築協会（担当：内山）
　　　　TEL：06-6946-6981／
　　　　FAX：06-6946-6984
　　　　E-mail：jigyoka@aaj.or.jp

【概要】
事 業 主　国土交通省近畿地方整備局
　　　　　建政部
発 注 者　国土交通省近畿地方整備局
　　　　　営繕部
復原検討　 独立行政法人国立文化財

機構奈良文化財研究所
復原設計　 公益財団法人文化財建造物

保存技術協会
施　　工　清水建設㈱関西支店
工　　期　 2017年11月20日～

2022年 3月18日

曳家工程前の南門・素屋根

西側より曳家方向の東に向かって撮影

日本建築協会

会告
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【特集】

コロナが変える建築と社会

企画（幹事分科会）　建築計画系分科会

共同企画　計画系分科会・構造分科会・設備分科会・施工材料分科会・
　　　　法令分科会・インテリア住宅系分科会・作品作風小委員会

ȁȶ新型コυ΢ウͻσΑȷ͂いう情報̦世間ͅ飛͍交う͢う̈́ͤͅȂ早̩͜ Ĳ 年半̦過̨͢う̱͂̀いͥȃ

当初͉劇的̈́環境͈変化ͅ右往左往̳ͥ様子̦目立̽̀い̹̦Ȃ昨今͉́ȂζΑ·や一定͈距離感Ȃワ·

Ιン等Ȃコυ΢ͥ͢ͅ変化ͅ適応̱̾̾あͥ状況́あͥȃ

ȁ今回͈特集号͉́Ȃ建築設計や施工管理Ȃ行政Ȃ大学等̈́̓多種多様̈́編集委員͈身近̈́経験ͬ踏͘えȂ

΅ーワーΡやΫΐュͺσͬ用い̦̈́ͣȂ異̈́ͥ切ͤ口́議論̳ͥȃ今Ȃ体感̱̀いͥコυ΢͈実態や経験Ȃ

感̲̀い̭ͥ͂等ͬ座談会形式̱͂̀͂͛͘ȂͺέΗーコυ΢・ウͻΒコυ΢ͅ役立̾知恵や̭̥͈ͦͣ

建築・都市͈在ͤ方ͬ見出̧̳̥̫̭̽̈́ͥ͂ͬͅ期待̳ͥȃ

 編集委員／樋口展寛

Ⱥ各座談会のテーマȻ

ȁ座談会ӱȁ・・・ȁςκーΠ͂働̧方・生活͈変化 平岡翔太ȁ瀧田曉ȁ田中直人

 奥山陽二ȁ東拓郎

ȁ座談会Ӳȁ・・・ȁソーΏλσΟͻΑΗンΑ 渡部剛ȁ東一彦ȁ藤原寛

 吉田克寿ȁ下坂浩和

ȁ座談会ӳȁ・・・ȁ技術͈伝承～今後͈教育̤̫ͥͅ変化・可能性ͬ探ͥ～

 樋口展寛ȁ桑原悠樹ȁ米山剛史

 宮﨑͌ͧ志ȁ菊池浩輔ȁ正野和司

Ⱥ編集後記Ȼ
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◇働き⽅・⽣活ͺʹう変わった
平岡：座談会͹主題ͺʰαϫψ͗変えΖ建築
ͳ社会ʱͳいう͞ͳͲɼ新型αϫψΤ΢ϩη
ͳいう⾔葉͗世間Ͷ出回ͮͱɼ΍う 1 年半͗
経ͳうͳ͢ͱいΉͤ͗ɼ皆様͗考えͪ͞ͳΏ
体験ͪ͢͞ͳΝ記録ͳ͢ͱ残͢ɼΠϓνーα
ϫψ・ΤΡθαϫψ͹⽣͘⽅Ν未来Ͷ伝えͱ
いͪ͜Δ良いͳ考えͱいΉͤɽ͠ΔͶαϧϚ
企画ͳいう͞ͳͲɼ͠Ή͡Ή͵⽴場ɼ異͵Ζ
分科会Ͷ所属ͤΖ皆様͹実体験Ͷ基Ͱ͚意⾒
Ν述΄合い実ΕあΖ議論Ͷ͢ͱいͪ͘いͳ思
いΉͤɽτーϜͺʰϨϠーφͳ働͘⽅・⽣活
͹変化ʱh λーεϡϩυΡηνンηʱh 技術͹
伝承ʱͳ 3 ͯあΕΉͤɽ
1 班͹τーϜͺʰϨϠーφͳ働͘⽅・⽣活͹
変化ʱͲͤ͗ɼ他͹ 2 ͯ͹τーϜͳ⽐較͢ͱ
最΍皆͠Ξ͹⾝近͵実体験͗話題Ͷ͵ΕΉͤɽ
αϫψ禍͹変化͹中ͲʹΞ͵実体験Ν͠Ηͪ
͹͖ɼΉͪͨ͹実体験Νʹう評価ͪ͢͹͖ͳ
いͮͪ話Ν΍ͳͶ皆様͹͕考えΝ͕聞͖ͦ頂
ͪ͜Δͳ思いΉͤɽ
Ήͥͺ私͹ϧ΢ϓην΢ϩɼワーέην΢ϩ

͹変化͖Δ͕話͢Ήͤɽ昨年 4 ⽉Ͷ緊急事態
宣⾔Ν受͜ͱɼ当社ͲͺϨϠーφワーέ͗始
ΉΕΉͪ͢ɽ 6 ⽉初旬ΉͲ⾃宅Ͳ働͚͞ͳͶ
͵ΕΉͤ͗ɼͨ͞Ͳ働͚場所͹変化͗あΕΉ
ͪ͢ɽαϫψͳͺ関係あΕΉͦΞ͗ɼϧ΢ϓ
ην΢ϩ͹変化ͳ͢ͱ 4 ⽉末Ͷ賃貸ΠϏーφ
͖Δ⼾建ͱͶ引ͮ越͢Ήͪ͢ɽͨΗ͗結果的
Ͷαϫψ禍Ͷ͕͜Ζ⽣活͹変化Ͷ順応͢Ώͤ
い環境形成Ͷͯ͵͗ͮͱいΉͪ͢ɽτϪワー
έ͹時期ͺ͞͹ΓうͶ書斎ͲϏλαンΝ広͝
ͱ仕事Ν͢ͱいΉͪ͢ɽ仕事͗出来ΖηϘー
ηΝ設置͢ͱいͪ͹Ͳɼ遜⾊͵͚仕事͗Ͳ͘
ͪͳ思ͮͱいΉͤɽ 6 ⽉初旬ͶτϪワーέ͗
終わͮͱɼ会社Ͷ戻ͮͱυηέͲ仕事ΝͤΖ
͞ͳͶ͵ΕΉͪ͗͢ɼ͞Ηͺ͞ΗͲ居⼼地͹
良͠Ν感ͣΉͪ͢ɽΉͪWEB会議͵ʹ͹ςー
ϩ͗会社Ͳ⽤意͠ΗͱいͱϨϠーφͶ対応͢
Ώͤい環境Ͷ͵ͮͱいΉͪ͢ɽ休⽇ͺɼ遠出
ͺͲ͘ΉͦΞͲͪ͗͢家以外Ͳͺ公園Ͳ遊Ξ
ͫΕ͢ͱɼ⼦供ͺͳͱ΍満⾜͢ͱいΉͪ͢ɽ
奥⼭͠Ξͺ役所Ͳ働͖ΗͱいΖ中Ͳͺい͖͗
Ͳ͢Βう͖ɽ
奥⼭：役所Ͷ͕いͱͺɼあΉΕ組織⽴ͮͱϨ
Ϡーφワーέ͹仕組Ί͗Ͳ͘ͱい͵い͹Ͳͤ
͗ɼͲ͘Ζͳ͞Θ͖Δɼͳいう働͖͗͘͜͵
͠Ηͱ͕ΕΉͤɽ͞͹間ɼ⾃宅͹υηέ周Ε
͹PC環境Ν充実ͦ͠Ζ΄͚取Ε組ΊΉͪ͢ɽ
不要͵本ɼ使いͶ͚い書棚Ν処分͢Ήͪ͢ɽ
ͨ͹時Ͷ粗⼤͟Ί͹回収Ν市Ͷ依頼ͪ͢Δα
ϫψ͹影響Ͳ 3 週間待ͬͳいう状況Ͳͪ͢ɽ
ͨ͹後ɼ書籍Ν収ΌΖ棚Ώɼ⼤型液晶Ϡω
νーɼϠωνーΠーϞ等Ν購⼊͢Ήͪ͢ɽΉ
ͪɼ作業Ν快適ͶͤΖͪΌͶɼ100均Ͳ買ͮ
ͪ⼩物Ν活⽤͢ͱɼ配線Ν管理ͪ͢Εɼ͞Η

Ν契機Ͷɼυηέ͹作業効率Ν合理化͢Γう
ͳいう機運͗⾼ΉΕΉͪ͢ɽ官公庁͹ϨϠー
φͳ͖Ψンϧ΢ン化͹取Ε組Ίͳいう͹ͺɼ
⺠間企業ͳ⽐΄Ζͳ遅ΗͱいΉͤ͗ɼ⼀部Ͳ
動͗͘あΕΉͤɽ記事͹抜粋Ͳͤ͗ɼ警察庁
Ͷ͕͜Ζ道路使⽤許可ͶͯいͱɼΨンϧ΢ン
⼿続͘͹γ΢φ͗開設͠Ηͪͳいう͞ͳͫͳ
͖ɼ豊中市Ͳͺʰ市⺠Ν来ͦ͠͵い 1ɦ00%Ψ
ンϧ΢ン化ͳͺɼ同ͣ役所͹⼈間͖ΔͤΖͳ
思い切ͮͪ宣⾔ͪ͢͵あͳ感ͣΖわ͜Ͳͤ͗ɼ
͞͹Γう͵流Ηͺ全国的Ͷ進ΞͲい͚ͳ思ͮ
ͱいΉͤɽ相談業務͹⼀部Ͷ͕いͱɼθーϞ
͵ʹ͹ςーϩͲΨンϧ΢ン対応Ν⾏う⽅向Ͷ
舵Ν切ͮͱい͚ͪΌͶ͞͹分野͹Ϩτϧεー
Ν⾼Όͱい͚必要͗あΕΉͤɽΉͪɼ建築基
準法͹制度Ͳ総合設計制度ͳいう容積率緩和
͹制度͗あΕΉͤɽ京都市͹事例Ͳ͵͚ɼ⼤
阪市͠Ξ͹制度Ͳͤ͜ΗʹɼτϪワーέ施設
͹設置Ͷ͖͖Ζ容積率緩和制度ͳいう͞ͳͲɼ
建物͹中ͶτϪワーέΝͤΖ施設Ν設ͪ͜場
合ɼ容積率͹緩和͗受͜ΔΗΖͳいう制度Ͳɼ
ϨϠーφワーέΝ法的Ͷ⽀援͢ͱい͚動͗͘
出ͱ͘ͱいΖͳいう例Ͳͤɽʤ次⾴参照ʥ
平岡：ͬ͵ΊͶɼ京都市ͺ今΍ϨϠーφワー
έͺ͢ͱいΖ͹Ͳ͢Βう͖ɽ

第 1 班座談会
τーマʰϨϠーφͳ働き⽅・⽣活͹変化ʱ

⽇  時： 2021年 6 ⽉ 4 ⽇ʤ⾦ʥ 18：00〜19：45 WEBʤMicおoかofが Teamか使⽤ʥ
出 席 者： 平岡翔太ʤ司会：⼤建設計=建築計画系分科会ʥɼ瀧⽥曉ʤ⿅島建設=建築計画系分科会ʥɼ

⽥中直⼈ʤ島根⼤学=計画系分科会ʥɼ奥⼭陽⼆ʤ京都市建築指導課=法令分科会ʥɼ
東拓郎ʤ東畑建築事務所=建築計画系分科会ʥ

Ψϔδーώー：樋⼝展寛ʤ鴻池組=建築計画系分科会ʥɼ渡部剛ʤ安井建築設計事務所=建築計画系分科会ʥ

平岡͠Ξ宅書斎͹様⼦

奥⼭͠Ξ͗購⼊ͪ͢⼤型液晶ϠωνーͳΠーϞ
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奥⼭：窓⼝対応ͺ͵͖͵͖難͢い͹Ͳͤ͗ɼ
中間管理職ͫͳυηέワーέ͗多͚͵Ζ͹Ͳɼ
Ͳ͘Ζ⼈ͺ͵Ζ΄͚ϨϠーφワーέͤΖΓう
Ͷ呼;͖͜͢ͱいΉͤɽ私΍ͨΗΝ先取Ε͢
ͱ家͹環境Ν整えͱいΖͳ͞ΘͲͤɽ
平岡：瀧⽥͠Ξɼϧ΢ϓην΢ϩɼワーέη
ν΢ϩ͹変化ͳいう͹ͺʹうͲ͢Βう͖？
瀧⽥：会社͹⽅ͲͺτϪワーέΝ推奨͢ͱい
Ζ΍͹͹ɼ私ͳ͢ͱͺΆͳΞʹͲ͘ͱいΉͦ

Ξɽ進ΞͲ取Ε組΋⼈΍いΗͻɼ私ΊͪいͶ
Ά·毎⽇出勤ͤΖ⼈΍いΖͳいう状況Ͳͤɽ
時差出勤ͺ活⽤ͦ͠ͱいͪͫいͱɼ保育園͹
送Ε迎え͵ʹ͗Ͳ͘ΖΓうͶ͵ͮͪ͹Ͳɼͳ
ͱ΍助͖ͮͱいΉͤɽ単⾝赴任Ν͢ͱいΖ同
僚ͺɼ関⻄͹ΨϓΡηͲͺ͵͚東京͹⾃宅Ͳ
業務Ν͢ͱいΉͤɽ単⾝赴任⼿当Ν使ͮͱ週
Ͷ 1 度関⻄ΨϓΡηͶ出社ͤΖɼͨΞ͵働
͘⽅͗実現Ͳ͘ͱいΖɽ拠点Ν⾃由ͶͲ͘Ζ

͞ͳ͗⼤͘͵変化ͫͳ感ͣͱいΉͤɽ会社ͳ
͢ͱͺ⾃由度͗⾼ΉͮͱいΉͤ͗ɼ⼀⽅Ͳα
ϝϣωίーεϥンͳいう観点Ͳͺαϫψ前同
等ͳͺ͵ͮͱい͵いͳ感ͣΉͤɽ
平岡：⽥中先⽣い͖͗Ͳ͢Βう͖ɽ

◇⾒え͵い相⼿ͶώϨΠ作Ε
⽥中：ΏͺΕ建築的Ͷ考えΖͳ時間ɼ空間ɼ
⼈間͵ʹ͹状況͚͗ͤ͟変わͮͱͪ͘ͳ思い
Ήͤɽͨういう空間的ͶαϫψΝ防͛ͪΌͶɼ
社会全体͗経験ͪ͢͞ͳ͹͵い΍͹Ͷ⽴ͬ向
͖ͮͪͳいう歴史的͵時期ͫͮͪͳ思いΉͤɽ
͞͹触Η͵いɼ断絶ͤΖɼ離ͤͳいう͞ͳͳɼ
あΖいͺͨ͹中Ͷ仕切ΕɼώϨΠΝ作Ζͳ
いう͞ͳΝ⾒ͱ͘Ήͪ͢ɽ福祉͹ΉͬͰ͚Ε
ͲͺɼώϨΠϓϨーͳ͖⼈Ͷ優͚͢ͳいう͞
ͳͲɼ例えͻΦϪϗーνーͺͲ͘Ζͫ͜多͚
͹⽅Ͷ使ͮͱ΍Δい譲ͮͱあ͝Ζͳいう事͵
ΞͲͤ͜ʹɼ皆͗助͜合ͮͱ乗ΕΉ͢ΒうͲ
ͺ͵͚ɼΪϧΪϧͲ使いΉ͢Βうͳいうϩー
ϩͳ͖距離Ν取Ζͳいう⽣活Ͷ慣Ηͱͪ͘Ξ
ͣΎ͵いͲ͢Βう͖ɽ⾐⾷住͹いΘΞ͵場⾯
Ͷ͕いͱɼ要ͺい͖Ͷ離͖ͤ隔離ͤΖ͖ͳい
うͳ͞ΘͲεητϞ͗決Ήͮͱいͪͳ思うΞ
Ͳͤ͸ɽώϨΠΝ作Ζ段階͖ΔώϨΠϓϨー
ΝͤΖͳいう時Ͷɼͨ͹ϓϨーͶͤΖ⼒͗Ϩ
Ϡーφͳ͖υζνϩ͹技術͵ΞͲͤ͸ɽ⽬Ͷ
⾒え͵い΍͹Ͷ対͢ͱ⽬Ͷ⾒え͵い΍͹Ͳ対
抗ͤΖͳいう͞ͳͲɼ皆͠Ξ͗四苦⼋苦͢͵
͗ΔϜηνー͢Γうͳ͢ͱいΖ様⼦Ν⾒Ζͳɼ
υζνϩυώ΢χͳ呼ͻΗΖΓう͵⾼齢者ɼ

1 班座談会参加ϟンώーʤ左上͖Δ
時計回ΕͶɼ⽥中委員ɼ瀧⽥委員ɼ
奥⼭委員ɼ東委員ɼ平岡委員ʥ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

τϪワーέ施設͹設置Ͷ͖͖Ζ容積率緩和制度ʤ⼤阪市HPΓΕɼ部分ʥ
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あΖいͺ情報障害Ν持ͮͪ障害者͹⽅Ͷͳͮ
ͱͺ⼤変負担͹⼤͘い状況͗⽣ΉΗͱいΖͳ
思いΉͤɽ特Ͷ⽇常⽣活͹中Ͳɼ例えͻ買い
物ͳいう場⾯Ν⾒ͪ場合ͶɼηーϏー͵ʹ͹
ιϩϓϪζ͗あΕΉͤ͸ɽ͞Ηͺ視覚障害͹
⽅ͺ全͚Ͳ͘͵いͳいう͞ͳ͗ϐΠϨンήΝ
通ͣͱわ͖ΕΉͪ͢ɽ私ͺώϨΠΝ⽇頃͖Δ
ϓϨーͶͤΖ͞ͳΝΏͮͱいΖ͹Ͳͤ͗ɼ今
回ͫ͜ͺώϨΠ作ΕͶ勤͢΋市⺠͹皆͠Ξ͹
姿͗⾮常Ͷ印象Ͷ残ΕΉͪ͢ɽ

◇ϨϠーφͳ対⾯͹ύ΢ブϨッχ
⽥中：社会͹中ͶϨϠーφͶ対応ͤΖ技͗導
⼊͠Ηɼ私΍⾼齢者͹仲間Ͳ͖ͤΔυζνϩ
υώ΢χͲ難儀ͤΖͳ思ͮͪΞͲͤ͜ʹɼ場
数Ν踏΋ͳ意外ͳ慣Ηͱ͚ΖΞͲͤ͸ɽ最近ɼ
ϨϠーφͳ対⾯Ν混ͧͱύ΢ϔϨρχͲΏΘ
うͳ͢ͱいΖ中Ͳɼ難儀ͤΖ͹ͺ設計͹授業
等Ͳ繰Ε返͢οΥρέͤΖ時ͶɼϨϠーφͲ
ͺΏΕͶ͚いͲͤ͸ɽΏͺΕ顔Ν突͘合わͦ
ͱ熱͚語Ε合うΊͪい͵ͳ͞Θ͗͵いͳ出来
͵い事΍あΖ͹͖͵ɽ΍ͮͳ⾔えͻɼαϝϣ
ωίーεϥン͹取Ε⽅͗随分ͳ変わͮͪɽ⼩
規模͹店舗͗早͚閉ΉΕɼ⽣活͹中͹ 1 ͯ͹
ϨθϞΝ作ͮͱいͪ節⽬͗͵͚͵ͮͱ͢Ήͮ
ͱいΖͳいう͞ͳͺ⼤͘͵変化ͫͳ思いΉ
ͤɽͨ͹分ͫ͜家庭γーϑηͳ͖ΠΤφχΠ
ͳ͖ɼ暮Δ͢͹ην΢ϩ͗変化͢ͱɼ欧⽶並
Ί͹ΑͳΕ͹あΖ過͟͢⽅ΝͤΖν΢ϝンή
͗訪Ηͪ͹Ͳͺ͵い͖ͳɽ͞Η΍時間Ν置い
ͱ考え͵いͳい͜͵いͳ思いΉͤɽ最後ͶΨ
ϨンϒρέɼϏϧϨンϒρέ͹話Ͳͤ͗ɼ多
͚͹⼈͗集ΉΖͳいう͞ͳΝ捉えͱ私ͪͬͺ
喜;Ͷ変えͪ͹Ͳͤ͗ɼͨうͲ͵い場合Ͷʹ
うΏͮͱ代わΕ͹感動Ν⾒出ͤ͹͖ͳいう時
期Ͷ来ͱいΖ͹Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽͨ͹意
味Ͳɼ新͢い国⽴競技場͹座席εーφͲͤ͸ɼ
全͚⼈͗い͵い͹ͶいΖ͖͹Γう͵Ωϧー
αーυΡϋーεϥンͲͤ͸ɽ騙͢ΊͪいͶ͵
ΕΉͤ͗ɼ環境作Ε͹⼈͹存在ɼ無⼈化・有
⼈化͹話題Ν議論͢ͱ΍いい͹͖͵ͳ思ͮͱ
いΉͤɽ
平岡：場数Ν踏ΞͲ͚Ζͳ慣Ηͱ来Ζͮͱい
う͹ͺͤ͟い実感Ͳ͘Ήͪ͢ɽ⽥中先⽣͗ʹ
ΞʹΞWEB会議͹参加Ͷ慣ΗΖͮͱいう͹ͺ
建築協会͹͕͖͝Ͳ͖ͤ͸ɽ東͠Ξͺい͖͗

Ͳ͢Βう͖ɽ
東：私΍緊急事態宣⾔͗発令͠Ηͱɼͤ͛在
宅Ͷ切Ε替わΕΉͪ͢ɽ当初ͺ妻΍在宅Ͳ仕
事ΝͤΖ͞ͳͶ͵Εɼ͕互いͶ気Ν使い合い
͵͗Δɼ͵Ξͳ͖隣合ͦͲ仕事Ν͢ͱいΖͳ
⾔う状況Ͳͪ͢ɽ昨年͹ 8 ⽉Ͷ⼦供͗⽣ΉΗ
Ζͳ状況ͺ⼀変͢ɼ急Ͷ泣͘出ͤ⼦供͹傍Δɼ
ϖρχϙンΝ͢͵͗Δ部屋͹⼀⾓Ͳ作業͢ͱ
いΖͳいう状況Ͳͤɽ今ͺɼͨ͹状況Ν楽͢
Ί͵͗Δ仕事͗出来ͱいΉͤɽ事務所͹改修
Ͷ伴いɼϓϨーΠχϪηͶ͵ͮͱ͖Δͺόー
φϏλαン͗⽀給͠ΗɼϠωνーΝ接続͢
ͱɼυηέφρϕ化ͤΖ形Ͳ仕事Ν͢ͱいΉ
ͤɽ業務͹中Ͳ͹変化ͳいう意味ͲͺWEB会
議͗定着ͪ͢͞ͳͺ΍ͬΘΞͲͤ͗ɼワーέ
εϥρϕ͹開催͹仕⽅͗変わΕΉͪ͢ɽ会場
͗密Ͷ͵Ε͙ͤ͵いͪΌͶɼYoきTきbeͲϧ΢
ϔ配信Ν実施͢Ήͪ͗͢ɼ通常ͺ来場ΉͲͺ
͢͵いΓう͵市⺠͹視聴ΏɼΠーΩ΢ϔͳ͢
ͱ後々΍閲覧ͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζ͵ʹ͹ɼ⼆次
的͵効果͗⼤͖ͮͪ͘ͳ実感͢ͱいΉͤɽ

ϖρχϙンΝ付͜ͱ͹東͠Ξ在宅勤務͹様⼦

◇価値観͹変化ͺ？
平岡：⼦供͗ͨͻͶいΖ状況Ͳ仕事ΝͤΖͳ
いう͹ͺ難ͨ͢うͲͤ͸ɽ⾊々͵ϧ΢ϓην
΢ϩɼワーέην΢ϩ͹変化͹中Ͳɼ価値観
΍変わͮͱ͘ͱいΖ͹Ͳͺ͵い͖ͳ思ͮͱい
Ήͤɽ奥⼭͠Ξͺ積極的Ͷ働͚ηϘーηΝ造
ΔΗͱ⾮常Ͷ前向͘͵姿勢ͫͳ思う͹Ͳͤ͗ɼ
ワーέηϘーηΝ⾃Δ作ͮͱい͚͞ͳͶ関͢
ͱͺい͖͗Ͳ͖ͤɽ
奥⼭：役所ͺ紙中⼼͹仕事͗多い͞ͳͳɼ発
⽣ͤΖ事案Ͷ応ͣͱɼͨ͹都度打合わͦ͹
必要͗あͮͱϨϠーφͲͺ追いͯ͜͵い部分
͗あΕΉͤɽͲ΍ϨϠーφͲΏΗΖ仕事Νɼ
各々͗⼯夫͢ͱΏͮͱ͸ͳいう状態Ͳͤ͸ɽ
平岡：瀧⽥͠Ξͺ会社Ͳ働͚⽅͗ΏΕΏͤい

͹ͫͳ思う͹Ͳͤ͗ɼϨϠーφͶ対ͤΖ課題
ͺ何ͫͳ思いΉ͖ͤɽ
瀧⽥：ͨΞ͵Ͷ広い部屋Ͳͺ͵い͹Ͳ緊急事
態宣⾔͹時ͺΫροン͹ΩΤンνーͲɼ終⽇
ηνンυΡンήΊͪい͵感ͣͲɼͨΗ͗⼀番
⾟いͳ͞ΘͲͤɽϨϠーφ環境͹整備ͺ個々
Ͳ異͵Ζͳ思う͹Ͳɼͨ͞ͺ課題ͫͳ思いΉ
ͤɽ
平岡：⽥中先⽣ɼυζνϩͳϓΡζΩϩ͹ύ
΢ϔϨρχͶ関連͢Ήͤ͗ɼ⼤学教授͹͕⽴
場Ͳͺɼυζνϩ化ͮͱいう͹ͺΏͮͼΕ順
応͢Ͷ͚い΍͹͵͹Ͳ͢Βう͖ɽ例えͻɼ設
計͹οΥρέͳいうͳ͞ΘͲɼͨ͹辺͹評価
ͺい͖͗Ͳ͢Βう͖ɽ
⽥中：建築ͫ͜͹仕事Ͳ⾔えͻɼΏͮͼΕ現
場Ν無視Ͳ͘͵い͢ɼ細͖いͳ͞Θͺ全部現
場Ͳ確認͢͵いͳい͜͵い͞ͳ΍あΕΉͤɽ
͖ͫΔ今͹υζνϩ技術Ν使う延⻑Ͳ考えΖ
ͳɼ例えͻώーοϡϩϨΠϨτΡΊͪい͵͞
ͳͲ体験͢確認ͤΖ͞ͳ΍出来ͱ͚Ζͳ思う
ΞͲͤɽ͞ΗΝ契機Ͷ開発͗΍ͮͳ進Όͻい
い͵ͳ考えΉͤɽ個⼈的͵͞ͳͲͤ͗ɼ⾃分
͹⺟͗施設Ͳ体調͗悪͚͵ͮͱ病院΃⼊院͢
ͪ際ɼ電話΍Ͳ͘͵いɼΪϧη越͢Ͷ͢Ύ΄
Ζͳいͮͪ状態Ͳ親⼦断絶Ίͪい͵状況Ͳ⾯
会Ͳ͘͵いΞͲͤ͸ɽ家族ͳ΍ʹ΍苦戦͢ͱ
いΉͪ͢ɽ施設Ν使う͞ͳͶ関͢ͱ΍Πψϫ
ή͹ͳ͞ΘͶ͕いͱ建築的͵計画͹課題͗ͪ
͚͠Ξ⾒えͪ感ͣ͗͢Ήͪ͢ɽ社会的Ͷ͞う
いͮͪ危機対応ΝʹうͤΖ͖ͳいう時Ͷɼ単
͵Ζ技術͹υζνϩɼΠψϫή͹議論ͫ͜
ͣΎ͵͚原点Ͷ⽴ͬ返ͮͱΏΖ΄͘Ͳͺ͵い
͖ͳ痛感͢Ήͪ͢ɽ今͹υζνϩ技術Ͷ対応
Ͳ͘͵い΍͹΍あͮͱɼ͞͹画⾯΍ϨϠーφ
Ͳ皆͠Ξ͹顔͗映ͮͱいΖ͹Ͳͤ͗ɼ 1 ͯ
͹軸ͫ͜͵ΞͲͤ͸ɽϗέφϩ͗横΍後Θ΍
φーνϩͲ⾒ͱ感ͣ͵いͳい͜͵いͳ思うΞ
Ͳͤɽ所謂ɼ五感Ͳͤ͸ɽυζνϩΝ追求ͤ
Ζ技術ͺ抜͗͜多͚ͱɼͨ͹中Ͳ͹現象ͺΉ
ͫΉͫ課題͗多いͳいう͹͗実感Ͳͤ͸ɽ
平岡：皆͠Ξɼ通勤時間͗減Ζͫͳ͖ɼ残業
時間͗強制終了͠ΗΖ͵ʹ͕ͮ͢ΎͮͱいΉ
ͪ͗͢ɼͨういͮͪ状況͹中Ͳ時間Ͷ対͢ͱ
͹評価ͳいう͹ͺい͖͗Ͳ͢Βう͖ɽ
東：良͖ͮͪͳ思う͹ͺ⼦供͹成⻑過程Ν仕
事͹合間Ͷ΍⾒Ζ͞ͳ͗Ͳ͘Ζͳいう͞ͳͲ
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ͤ͸ɽ今ΉͲ͹働͘⽅ͫͳ普段帰Ε着͚時間
Ͷͺ息⼦ͺ寝ͱいΉͤ͗ɼ在宅͹時Ͷͺ 6
時頃͖Δ⼦供Ν⼀旦͕⾵呂Ͷ⼊Ηͱɼ⾷事Ν
ͳͮͪ後ɼϕϧ΢ϗーφ͹時間Ν 1 回挟ΞͲɼ
Ήͪ 8 時͟Θ͖Δ仕事Ν始ΌΖͳいͮͪϩー
τΡン͗Ͳ͘ͱいΉͤɽ多様͵時間͹使い⽅
͗選択Ͳ͘ΖΓうͶ͵ͮͪͳいう͹ͺあΕ͗
ͪい変化͖͵ͳ思いΉͤɽ
平岡：ͨΗͺ瀧⽥͠Ξ΍同ͣ感覚Ͳ͖ͤɽ
瀧⽥：平⽇Ͷ家族Ͳ͹ϕϧ΢ϗーφ͵時間͗
あΖ͹ͺ⼤͘͵変化ͫͳ思いΉͤɽαϫψ前
ͺΆͳΞʹ出来ͱいΉͦΞͲͪ͢ɽ
平岡：αϫψ離婚ͳいう⾔葉͗あΖΊͪいͲ
ͤ͗ɼ͞ΗΉͲ๫͚͢仕事Ͳ͵͖͵͖家Ͷ
い͵い夫͗ɼ家ͶいΖ͞ͳͶΓͮͱ関係͙͗
͚͢Ύ͚ͤΖͳいう現象͗あΖΓうͲͤɽ良
͚͵ͮͪͳいう話Ͳ΍結構Ͳͤ͗ɼい͖͗Ͳ
͢Βう͖ɽ
瀧⽥：我͗家͹場合ͺ⼦供͗いͱ͚ΗͱいΖ
͹Ͳɼ関係͙͚͗͢Ύ͚ͳいう͹ͺ͵͖ͮͪ
Ͳͤɽ⼦供͗い͵͚ͱɼ 2 ⼈͘ΕͲͥͮͳ
いΖͳ離婚Ν考えΖ͹͖΍͢Η͵いͲͤ͸ɽ

ʤ笑ʥ
平岡：東͠Ξͺい͖͗Ͳ͢Βう͖ɽ
東：⼦供͗居Ζͳいう͹͖͗͵Ε⼤͘い͹Ͳɼ
今ͺ家族ͳ過ͦ͟Ζ時間͗ͪͫͪͫ有難いͳ
思いΉͤɽ今回͹τーϜͶ΍ϧ΢ϓητーζ
ͳいうΫーワーχ͗あΕΉͪ͗͢ɼʹ͹世代
Ώ属性͖Ͳ感ͣ⽅͗違うͳ思いΉͤɽ私⾃⾝
ͳ⽐較ͤΖͳɼ⼩͠͵⼦供Ώ学⽣ɼηϛーς
選⼿͵Ξ͖ͺ特Ͷαϫψ禍͹ 1 年ɼ 2 年ͳい
う⻑͠͹ͳΔえ⽅ͺ⼤分違う͹Ͳͺ͵い͖ͳ
感ͣΉͤ͸ɽ
平岡：確͖Ͷ学⽣͗部活Ͳ͘͵い状況͹中Ͳ
͹ 1 年ͳいう͹ͺɼ⼤͘い気͗͢Ήͤ͸ɽ取
Ε返͖͗ͯ͢͵いͲ͖ͤΔ͸ɽ
⽥中：私͹場合ɼ学⽣͹時Ͷ⼤学紛争͗あͮ
ͱɼ⼤学⼊試͗͵いͳ͖ɼΉͳ΍Ͷ授業Ͷ
͵ͮͱ͵いΞͲͤΓɽ要ͺ⾃習͢ͱ⾃分Ͳ何
͖決Ό͵͠いΊͪいͶɽαϫψ離婚͹話Ͳ΍ɼ
男性ͳ⼥性͹⽬線Ͳͺ組Ί⽴ͱΔΗͪ価値観
͗違うΞͲͤΓ͸ɽͨ͞Ͷ普段ͳ違う存在͗
ͥͮͳいͪΔηφϪη͗溜Ήͮͱ͚Ζɼ͞Η
ͺ当然͵ΞͲͤɽαϫψͶΓͮͱ⼈͹本⼼ͳ
いう͖ɼ本性͗⾒えͱΖΓう͵気΍ͤΖΞͲ
ͤɽ

◇時間͹ゆͳΕ
平岡：h ϨϠーφワーέͺʹうͲ͖ͪ͢？ʱͳ
いうΠンίーφυーν͗あΕΉͤ͗ɼ孤独Ν
感ͣΖͮͱいう͹͗ͳͱ΍気Ͷ͵ΕΉͪ͢ɽ
あͳ休⽇͹過͟͢⽅Ͳͤ͗ɼ皆͠Ξɼ時間Ͷ
ΑͳΕ͗Ͳ͘ͱɼʹΞ͵過͟͢⽅Ν͠Ηͱい
Ζ͹Ͳ͢Βう͖ɽ例えͻ奥⼭͠Ξͺ役所͹ͨ
͹取Ε組Ίͳ͢ͱ΍ɼ職住近接ΝうͪわΗͪ
Ε͢ͱいͪ͹Ͳɼ時間͹使い⽅Ν考えΔΗͱ
いΖ印象Ν持ͮͪ͹Ͳͤ͗ɼͨ͹あͪΕ͹考
え⽅Ν͕聞͖ͦいͪͫ͜Ή͖ͤɽ
奥⼭：私͹場合ͺ΢ンχΠ派͵͹Ͳɼ⾃宅͹
中Ͳ⻑時間過ͤ͟͹ͺあΉΕ厭わ͵い⽅Ͳͤ
͗ɼͨΗ΍限界͗あΕΉͤɽͲ΍ΠΤφχΠ
派͹⼈͹⽅͗ɼͺΖ͖ͶηφϪηΝ溜Όͱい
Ζͳ思いΉͤɽ
平岡：旅⾏好͘͹⼈ͺ⾮常Ͷ苦͢ΞͲいΖ
͹Ͳͺ͵い͖ͳ思いΉͤɽ普段βーϩυン
ΤΡーέ等͹連休ͺ旅⾏Ͷ⾏ͪ͘いͳいう⼈
͗多いͳ思いΉͤ͗ɼ皆͠Ξ⾃粛͢ͱいΖ͹
͗分͖ΕΉͤ͸ɽ⽥中先⽣ͺαϫψ禍ͶΑͳ
Ε͹時間ͺ確保Ͳ͘Ή͖ͪ͢ɽ
⽥中：あΉΕΑͳΕͺ͵い͹Ͳͤ͗ɼ正直⾔
いΉ͢ͱ⼤学͹先⽣ͺɼあΖ意味ɼ毎⽇⽇曜
Ͳ逆Ͷ毎⽇仕事Ίͪい͵΍͹Ͳͤɽ 9 時͖Δ
5 時ͳ͖いう切Ε⽅Ͳͺ͵いͲͤ͸ɽϟーϩ
͹返事͵ʹ書͚ͳ͘Ͷ夜中͹ 2 時ͳ͖ 3 時
Ͷ͵ͮͱ͢Ήうͳɼʹうͪ͢ΞͲ͖ͤ？ͳ⾔
わΗΖΞͲͤ͸ɽ普通ͺ時間Ναンφϫーϩ
͢ͱΖΞͲͤ͜ʹɼαϫψ禍ͲτϪワーέͶ
͵ͮͱɼ時間ͳいうΫーワーχ͗出Ήͪ͢͜
ʹɼ働͘⽅͹時間͹意識΍変えͱ΍いいͳ思
うΞͲͤɽあͳ 1 ͯ気Ͷ͵Ζ͹͗健康ͳいう
͞ͳͲͤɽ通勤通学ͺ嫌ͫ͜ʹɼ考えͪΔͨ
Η͗φϪーωンήͶ͵ͮͱΖΞͲͤ͸ɽͥͮ
ͳ家ͶいͪΔ筋⾁落ͬͱ腰͗痛いͳ͖ɼ症状
͗出ͱいΖ⽅͗多いΓうͲͤɽ特Ͷ⾼齢者͹
⽅ͺͽʹい状態Ͷ͵ͮͱ͚Ζͳ思いΉͤɽ健
康Ν維持ͤΖ為͹暮Δ͗͢あͮͱ΍いいͳ思
いΉͤ͸ɽ
平岡：⽥中先⽣ɼαϫψ前後͹研究活動ͺʹ
うͲ͖ͤɽ
⽥中：αϫψ前ͺ学会͹仕事Ͳ東京Ͷ⾏ͮͪ
Εɼ⼤阪Ͳͺ⽇本建築協会͹仕事ɼͨ͹他Ͷ
事例調査΍ΏͮͱΖ͹Ͳͤ͗ɼ困ͮͪ͹ͺ福
祉施設Ͳ認知症⾼齢者͹関係ͤΖ調査͗全͚

Ͳ͘͵͚͵ΕΉͪ͢ɽ健康͹話ͺɼ今後重要
Ͷ͵ͮͱ͚ΖͲ͢Βう͸ɽあͳͺ医療Ͳͤ͸ɽ
感染ͪ͢場合Ͷ受͜⼊ΗΖ病院͗ʹ͖͞ͳ
͖ɼワέοンΝʹ͞Ͳ接種ͤΖ͹͖ͳ͖ɼ͞
ういͮͪ全体的͵医療施設͹活動ͳ͖Ν根本
的Ͷ⾒直ͪ͢⽅͗いいͳ思いΉͤɽͨΗ͖Δ
ϙτϩ等͹施設͹場合ɼ災害時΍⼀緒Ͳͤ͗ɼ
当初͹⽬的外使⽤ΝͤΖ場合Ͷͺɼ是⾮ͳ͖
対応ͤ΄͘空間要件ͳ͖Ν確認ͤ΄͘Ͳͤ͸ɽ

◇住宅需要͹変化
平岡：健康Ͷ少͢関連ͤΖ͖΍͢Η͵いΞͲ
ͤ͗ɼΤρχεϥρέͮͱいう⾔葉͗出ͱ͘
ͱΉ͢ͱɼ͞ΗͺαϫψΝ受͜ͱτϪワーέ
Ν͢ͱい͚中Ͳɼ働͚環境Ν住宅Ͷ確保ͪ͢
いͳいͮͪ需要͗出ͱ͘ͱいΖΊͪいͲͤɽ
今北⽶Ͳͺ⼾建住宅Ν建ͱͪいͳいう⼈͗増
えͱ͘ͱɼ⽊材͹価格͗⾼騰͢ͱいΖΓうͲ
ͤɽ住宅Ͳʹ͹ΓうͶ健康Ͷ過͟͢ɼʹ͹Γ
うͶ働͚場所Ν確保͢ͱい͚͖ͳいͮͪ考え
⽅͹変化͗出ͱ͘ͱいΖͳ思いΉͤɽ例えͻ
τϪワーέΝͤΖͳɼ会社͹近͚Ͷ住Ή͵͚
ͱ΍郊外͹環境͹いいͳ͞ΘͶ住΋ͮͱいう
選択肢΍あΖͳ思う͹Ͳͤ͗ɼ東͠Ξͺʹう
考えΉ͖ͤɽ
東：私⾃⾝ɼ在宅環境Ͷ多少͹難ͺあΕΉͤ
͗今͹環境Νͤ͛Ͷ変えͪいͳͺ思ͮͱいΉ
ͦΞɽ夏頃͖Δ地⽅͹現場Ͷ常駐ΝͤΖ予定
Ͳͤ͗ɼͨう͵Ζͳͤ͗͠ͶϨϠーφͺ難͢
いɽ職種Ώ͕͖ΗͱいΖ状況ͲτϪワーέ͗
可能͖否͖ͺあΕΉͤ͗ɼτϪワーέ͗可能
ͲあΗͻɼ職場ͳ住居͹距離ͺͨΞ͵Ͷ⼤͘
͵問題Ͳͺ͵͚͵ͮͱ͘ͱいΖͳͺ感ͣͱい
Ήͤɽ
平岡：ΤρχεϥρέͶ⾒ΔΗΖ住宅需要͹
変化ͺ極端ͫͳ思ͮͱいΉ͢ͱɼϨϠーφ
ワーέΝͤΖ中Ͳɼ部屋͹⾯積͗⾜Ε͵いͳ
いう理由Ͳ家Ν⼤͚ͤ͘Ζ話΍あΖΓうͲͤ
͗ɼ΍ͮͳ今͹家Ͳ順応͢ͱい͚ΏΕ⽅͗
あΖ͹Ͳͺ͵い͖͵ͳ思ͮͱいΉͤɽ家͹
ͬΒͮͳͪ͢⼯夫ͲͤΓ͸ɽ奥⼭͠Ξ΍家͹
中Ͳ働͚環境Ν整備͠ΗΉͪ͢͜ʹɼͨ͹あ
ͪΕ͹順応性͗⼤事Ͷ͵ͮͱ͚Ζͳ思うΞͲ
ͤ͗ɽ
奥⼭：例えͻ最近ɼ本Ν買う際΍Ͳ͘Ζͫ͜
電⼦書籍Ͷ͢ͱ置͘場Ν取Δ͵いΓうͶ͢ͱ
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いΉͤɽ合理化͹余地ͺϕϧ΢ϗーφ͵ͳ͞
ΘͲ΍ΉͫあΖͳ思いΉͤɽ運動不⾜ͺɼ与
えΔΗͪ時間Ν個⼈͗ʹ͹ΓうͶ有意義Ͷ使
う͖͹⼼掛͜次第ͫͳ思いΉͤ͸ɽ
瀧⽥：家͗仕事場ͲあΕ休養͹場Ͳ΍あΖ場
合ɼ家Ν⼤͚ͪ͘͢い需要ͺあΖͳ思いΉͤɽ
仕事場͹選択肢͗結局家ͫ͜Ͷ͵ͮͱ͢Ήͮ
ͱいΖ͞ͳ͗課題ͫͳ思いΉͤɽ

◇求ΌΔΗΖ多様性へ͹対応
平岡：⽥中先⽣͕͗ͮ͢ΎΔΗͪΓう͵ύ΢
ϔϨρχͳいう考え⽅͗͞Η͖Δ重要Ͷ͵ͮ
ͱ͚Ζͳ思いΉͤ͗ɼαϫψ͗終わͮͪ時Ͷ
⽣活ͺ元通ΕͶ戻Ζ͹Ͳ͢Βう͖ɽ今回͹ϧ
΢ϓην΢ϩͳ͖ワーέην΢ϩ͹変化Ͷ͕
͜Ζʰいいͳ͞取Εʱ͗Ͳ͘ΖΓう͵形Ͷ͵
Ηͻ良いͳ思う͹Ͳͤ͗ɽ
⽥中：話Ν͕聴͘͢ͱ気Ͷ͵Ζͳ͞Θ͗あΕ
Ήͤɽ家͹話Ͷ͢ͱ΍ɼ家͗持ͬ家͵͹͖借
家͵͹͖ͶΓͮͱͥい΁Ξ違うͳ思いΉͤɽ
Ήͪɼ働͘⽅ɼ暮Δ͢⽅͹話͗出ͱいΉͤ͗ɼ
γϧϨーϜンͫͣ͜Ύ͵͚ɼ家Ͳ商売͠Ηͱ
いΖ⽅ɼ͠ΔͶ違ͮͪ職種͹⽅΍細͖͚⾒ͱ
い͖͵いͳ漏Ηͱ͚Ζ͹Ͳͺ͵い͖ͳ思いΉ
ͤɽ⾔い換えΖͳɼ多様性Ͷ満ͬͪ⼈々͗い
Ζ͹ͲɼͨΗͶ応ͣͪαϫψ対策ɼ危機管理
Ν計画的Ͷ΍制度化͢ͱ⾏͚΄ͣ͘Ύ͵い͖
͵ͳ思いΉͪ͢ɽ
平岡：ͨ͹話Ͷ合致͢ͱいΖ͖ʹう͖分͖Ε
ΉͦΞ͗ɼΦριンεϡϩワーΩーͳ呼ͻ
ΗͱいΖ⼈ͪͬ͗αϫψ禍͹状況下Ͳ働͘続
͜͵いͳい͜͵い͹͖疑問Ͷ思うͳ͞Θ͗あ
ΕΉͤ͸ɽ例えͻ奥⼭͠ΞͺΦριンεϡϩ
ワーέͶ近い⾏政ͳいう⽴場Ͳ働͖ΗͱいΉ
ͤ͗ɼ例えͻ申請͹話Ͳͺɼ期限͙Ε͙Ε駆
͜込Ί͹申請者΍いΖ͖ͳ思いΉͤ͗ɽ
奥⼭：役所͹窓⼝業務ͺ他Ͷ⾏ͮͱ͚ͫ͠い
ͳͺ⾔え͵い業務Ͳͤɽ役所Ͷ来͵͚ͱ΍⼿
続͘Ͳ͘ΖΓうͶ͢Ήͤɼͳ⾔ͮͱいΖ⾃治
体͹話΍あΕΉͪ͢͜ʹɼ申請͟ͳͶͯいͱ
ͺ合理化͠Ηͱ⾏͚΄ͫ͘ͳ思ͮͱいΉͤɽ
設計者͹⽅͵ʹͺυーνͲ図⾯Ν作Ε⼀旦紙
Ͷ出⼒͢ͱ申請Ν⾏ͮͱいΉͤ͗ɼ紙͹出⼒
Ν省略͢ͱυーνͲΏΕ取Ε͢ͱɼ審査ͤΖ
ΓうͶͤΗͻɼ効率的Ͷ͵Ζ͹Ͳͺͳ思ͮͱ
いΉͤɽ͵͖͵͖⼀⾜⾶;Ͷͺͨう͵Δ͵い

͹Ͳͤ͗ɽ企画⽴案的͵業務ɼ本当Ͷ知恵Ν
使うΓう͵制度設計ͳ͖έϨΦ΢τΡϔ͵仕
事ͶϨλーηΝ割͜Ζ⽅向性͗望Ή͢いͳ
思ͮͱいΉͤɽ
平岡：私ͪͬ͹建築設計ͳいう⽴場ͫͳɼϨ
Ϡーφワーέ͢Ώͤい⽴場ͫͳ思う͹Ͳͤ͗ɼ
ΦριンεϡϩワーΩーͳいう⼈ͪͬ͹状況
Ν΍う少͢ϐΠϨンή͢ͱい͚必要͗あΖͳ
思いΉͪ͢ɽ⽥中先⽣ɼͨ͹あͪΕαϟンφ
Νいͪͫ͜͵いͲ͢Βう͖ɽ
⽥中：働͘⽅͹多様性͗あͮͱɼͨ͹多様͵
⼈͹⽴場͖ΔʹうΏͮͱ組Ί⽴ͱͱい͚͖考
えΖ時期Ͷ来ͱΖΞͣΎ͵いͲ͢Βう͖ɽυ
ζνϩ͹技術ͳ͖ͺ 5 年ɼ10年先Ͷͺ΍ͮͳ
浸透͢ͱ͚Ζ͹Ͳɼ将来ɼh 建築ͳ社会ʱ誌͹
今回͹特集Ν読Ξͫ⼈͗ʰ͞Ξ͵͞ͳ⾔ͮͱ
ͪ͹͖ʱh ͫい΁違う͸ʱ͵ʹͳ感ͣΖͲ͢Β
う͗ɼͨ͹ʰ違う͸ʱͳいう部分Ν私ͪͬ͗
良い⽅向Ͷ変えͱい͜Ζ͖͗問わΗͱいΖ͹
Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽ
東：不要不急͹感ͣ⽅Ώ距離感Ώ時間͹話Ͳ
΍本当Ͷ感ͣ⽅ͺ千差万別Ͳɼ今ΉͲͺ͞う
ͪ͢感ͣ⽅Ν曖昧͠Ͳ許容Ͳͪ͘ͳ思うΞͲ
ͤɽαϫψ禍Ͳͨ͹曖昧͗͠εϑΠ͵問題ͳ
͵ΕɼϜηέ警察Ίͪい͵΍͹͗現Ηͪͳ思
う͹Ͳͤ͗ɼ多様性͹話Ν聞͘͵͗Δɼ皆͗
納得ͤΖ形͹曖昧͠Ίͪい͵΍͹͹議論͗成
熟ͤΖ必要͗あΖͳ思いΉͪ͢ɽ
⽥中：͞͹αϫψ禍Ͳ仮Ͷ今ɼ全⼟的Ͷ⼤͘
͵地震͗起ͮ͞ͱɼ国内͗社会的危機Ͷ陥Ζ
ΓうͶ͵ͮͪ時͹͞ͳΝ考えͪ時Ͷɼいͯ何
時͹ͪΌ͹⼼構えɼ対応策ͺいΘΞ͵知恵Ν
集ΌΖ΄ͫ͘͢ɼͨ͹意味Ͳ国ɼ⾏政ͳ͢ͱ
ώϧώϧͲ͵い統⼀ͪ͢指⽰ɼ対策ͺ必要Ͳ
ͤ͸ɽ最悪͹事Ν考えͱ最善Ν尽͚ͤͳいう
対応΍⼤事͖ͳ思いΉͤɽ
平岡：今ɼ多様性͹話Ͷ͵ͮͱいΉͤ͗ɼ建
築͹形Ͷ置͘換えͪͳ͘Ͷɼ今͹⽣活ͳ͖
ワーέην΢ϩ͹変化͗建築Ͷ反映͠Ηͱい
͚͹͖ɼͨΗͳ΍ͬ͞Δ͖Δ順応͢ͱい͚Γ
う͵形Ͷ͵Ζ͹͖ɼͨ͹あͪΕʹうͲ͢Βう
͖ɽ
瀧⽥：αϫψͶ配慮ͪ͢計画ͳいう͹ͺ確͖
ͶあΕΉͤ͗ɼ後͖ΔʹうͶͲ΍変えΔΗΖ
Γう͵ϓϪΫεϑϨτΡΝ求ΌΔΗΖ͹ͺα
ϫψ前後Ͳ΍変わͮͱい͵いͳ感ͣΉͤɽ

東：最終的Ͷͺワέοン͗普及͢ɼαϫψ禍
͗収束ͤΗͻɼ今ΉͲ͹⽇常Ͷ近い形Ͷ戻Ζ
͞ͳͶ͵ΖͫΘうͳ思ͮͱいΉͤɽ根本的͵
建築͹ύーχ͗変わΖ͞ͳͺ͵いͳ感ͣͱい
ͱɼ残Ζ͹ͺͨ͞Ͳ新ͪͶ⽣Ί出͠Ηͪ技術
ͲあͮͪΕɼ経験値ͲあͮͪΕͤΖͳ思いΉ
ͤɽ
奥⼭：ワέοン΍ͨうͲͤ͗特効薬Ͳ͖ͤ͸ɽ
特効薬͗普及ͤΖ͖ʹう͖Ͳɼ全然ɼ⽅向性
ͺ変わΖ͹͖͵ͳ思いΉͤɽ現状Ͳͺ͞͹Ή
Ήαϫψ͗続͚前提ͲɼͨΗͶ対応Ͳ͘Ζ都
市政策Ν考えͱい͚ͳ⾔う感ͣͲͤ͸ɽͪͫɼ
ͨ͹ΉΉ以前͹状態Ͷ戻ΖͳいうΓう͵͞ͳ
ͺ考えΔΗ͵い͹Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽ
⽥中：建築学的Ͷ何͗Ͳ͘Ζ͹͖ͳ思ͮͱ考
えͪΔɼʹΗͫ͜対応⼒Ν持ͮͪ計画論ͳ͖
υδ΢ン論͗出ͱ͚Ζ͖Ͷ͵Ζͳ思うΞͲͤɽ
͞ΗͺϓϪΫεϑϨτΡΝ⾼ΌΖΓう͵ΏΕ
⽅Ν考え͵いͳい͜͵いͳいう͞ͳͲͤɽ͞
Η΍多様性΃͹対応͵ΞͲͤ͗ɼͨういう意
味Ͳͺ絶対͞Ηͺ⼤事Ͳͤ͸ɽ本質的͵αΠ
Ͷ͵Ζ部分ͳ仮設Ͳ対応ͤΖΓう͵部分ɼͨ
Ηͨ͞ύ΢ϔϨρχ͹対応΍必要ͣΎ͵い͖
ͳ思いΉͤɽ͞ういう世界的͵感染症Ͳ多͚
͹⽅͗亡͚͵ͮͱいΖ出来事ͺ歴史Ͷ⼤͚͘
残Ζͳ思うΞͲͤɽͨ͹時Ͷ私ͪͬ建築関係
者͗ʹういう形Ͳ対応性Ν発揮ͤΖ͹͖ɼ͞
Ηͺ様々͵知恵Ν出͢合ͮͱ⽴ͬ向͖ͮͱい
͚必要͗あΖͳ思いΉͤɽ建物Ν壊ͤͫ͜
ͣΎ͵͚ͱɼうΉ͚使ͮͱい͚Γう͵ɼͨう
いう発想΍含Όͪύ΢ϔϨρχ͵対応⼒Ν⾝
Ͷͯͪ͜建築計画͹考え⽅͗求ΌΔΗΖͳ思
いΉͤɽ
平岡：本⽇ͺ皆͠Ή͖Δαϫψ禍Ͷ͕͜Ζ
様々͵価値観ɼ考え⽅ɼ͟意⾒Ν͕聞ͤ͘Ζ
͞ͳ͗出来Ήͪ͢ɽ͞ΗΔ͗ϧ΢ϓην΢ϩ
Ώワーέην΢ϩ͹多様性Ν考えΖ͖ͮ͘͜
ͳ͵Εɼ建築͗ʹうあΖ΄͖͘ͳいう議論Ͷ
発展͢ͱい͚͹Ͳͺ͵い͖ͳ思いΉͤɽ
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◇ h ソーεϡϩυΡスタンス っɦ
ͱ͵Ͷ？

渡部：第2 班͹τーϜʰλーεϡϩυΡην
ンηʱͺɼ͞͹⾔葉͗⼀般的Ͷ⾔わΗΖΓ
うͶ͵ͮͱ͖Δ時間΍ͪͬΉͤ͗ɼͨ΍ͨ
΍λーεϡϩυΡηνンηͳͺ何͖ɼͳいう
ͳ͞Θ͖Δ始Όͪいͳ思いΉͤɽλーεϡϩ
υΡηνンηͺいΘΞ͵基準͗あΖͨうͲɼ
実ͺ政府͗⾔ͮͱいΖ͞ͳͺ何Δ決Ήͮͱい
Ζ͞ͳͲͺ͵いͨうͲͤɽ
藤原：各国ͲλーεϡϩυΡηνンηΏϓΡ
ζΩϩυΡηνンη等呼;⽅͗異͵ͮͱいΉ
ͤɽͨ΍ͨ΍λーεϡϩυΡηνンηͺ1942
年ͶJenniかonΔ͹ήϩーϕ͗⾶沫実験Ν⾏ͮ
ͪ͞ͳͶΓΖ論⽂Ͷ端Ν発͢ͱいΖΓうͲͤɽ
各国͹λーεϡϩυΡηνンηͺ資料ͶあΖ
ΓうͶɼϓϧンηɼ΢νϨΠ͹ 1 ｍ͖Δ韓国ɼ
⽇本͵ʹ͹ 2 ｍΉͲ様々Ͳͤɽ今回͹αϫψ
Τ΢ϩη͹⾶沫ͺϜ΢έϫ⾶沫ͶΓΕ 6 〜 8
ｍ͹範囲Ͷ影響͗あΖͳいう論⽂΍あΕΉͤɽ
2 ｍͳいう͹ͺ接触感染Ώ⾶沫感染予防ͳ͢
ͱ使ͮͱいΖ͹Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽͨ͹う
えͲ更͵Ζ予防ͳ͢γーζΩϩϜηέΏΠέ
Ϩϩ板Ͳ対応͢Γうͳいう͹͗現状͹感染対
策͹試Ίͫͳ思ͮͱいΉͤɽ

渡部：私͖Δͺ建物͹中Ͳ実際Ͷ⼈間͗使う
距離Ͷͯいͱʰ室ͳ場⾯ʱ͹図等͹資料Ν
出͢ͱ説明͢Ήͤɽ例えͻɼ動作͹ͪΌ͹空
間͹項Ͳ͹⼈ͳ⼈͹挨拶ͺ͞Η͛Δい͹距離
ͳいう͹͗あͮͱɼ͞Ηͺ今⾔ͮͱいΖλー
εϡϩυΡηνンη͖Δ決ΉͮͱいΖ΍͹Ͳ
ͺあΕΉͦΞɽϓΡζΩϩυΡηνンηͳ
いͮͱ΍ɼ感染予防͹ͪΌͶͺʹΗ͚Δい離
ΗͪΔいい͖ɼ意外ͳわ͖ͮͱい͵͚ͱɼ確
ͪΖ΍͹ͺ出ͱいΉͦΞɽͪͫͨ͹中ͲϨη
έΝ減ΔͦΖͳいう意味Ͳ 2 mͳいう数字ͺ
出ͱ͘ͱいΖ͹Ͳͺͳ思いΉͤɽ

ʰ第 3 版αンϏέφ建築設計資料集成 ʤɦ右下ʥ
ʰ建築設計資料集成―⼈間 ʤɦ左ʥ
ʰ建築設計資料集成 3  単位空間Ⅰ ʤɦ右上ʥ
ʤいͥΗ΍⽇本建築学会 編著ΓΕʥ

東：⼈ͳ⼈ͳ͹距離ͺ⾔わΗΖΆʹ近͚͵い
ͳ考えΉͤɽͨΗͺ相⼿ͳ͹関係性ͶΓΕΉ
ͤɽλーεϡϩυΡηνンη͹⽬的ͺ感染͢
ͱいΖ⼈ͳͨうͲ͵い⼈ͳ͹接触͹ϨηέΝ
減Δͤ͞ͳͲͤɽ最初͹緊急事態宣⾔下Ͳͺ
今ͳ考えΔΗ͵いΆʹ街中͗静ΉΕ返ͮͱ͕
Εɼ他⼈ͳ΍距離΍取ΗͱいΉͪ͢ɽͨΗ͗
最近ɼͨ͹距離͗ͫΞͫΞ近Ͱいͱ͘ͱ͕Εɼ
αϫψ以前Ͷ戻ͮͱ͘ͱいΖΓうͶ感ͣΉͤɽ
ͨΗͲ΍他⼈ͳ͹距離ͺ⼀定͹΍͹͗あͮͱɼ
⼈͹関係性ɼαϝϣωίーεϥン͹取Ε⽅Ͷ

基ͰいͱいΖ͹ͫͳ思いΉͤɽαϫψ͗変え
Ζ建築ͳ社会ͳいう意味Ͳ⾔うͳɼあΖ⽇突
然⽬Ͷ⾒え͵い恐怖Ͷ慄͘ɼ危機的状況Ͷ陥
Ζͳɼ⼈間ͺ͕͹ͥͳ距離ΝͳΖΓうͶ͵Εɼ
ͨ͹学習Ν経ͱ΍ͳͶ戻Ζ͹ͫͳ思いΉͤɽ
過去͹Τ΢ϩη蔓延時΍ͨうͫͮͪ͹Ͳͺ͵
いͲ͢Βう͖ɽ
渡部：第 1 波͹静ΉΕ返ΕΓうͺ今ΉͲ経験
ͪ͢͞ͳ͗͵͚ɼ鮮烈Ͳͪ͢͸ɽͨΗ͗ͫΞ
ͫΞ戻ͮͱ͘ͱいΉͤɽͨ΍ͨ΍⼈ͺ知Δ͵
い⼈ͳ適当͵距離Ν保ͯ͞ͳ͗Ͳ͘ͱいΖ͹
Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽ͞Ηͺ2017年͹όΦϑ
ΠηνζΠϞͲ͹ϧήϑーφρϕϨーή観客
席͹様⼦Ͳͤ͗ɼΉͫϧήϑー͗W杯前ͲϜ
΢ψーͲͪ͢͹ͲɼΪϧΪϧͲͤɽ͕客͠Ξ
同⼠ͺ⼀定͹距離Ν取ͮͱいΉͤɽ

όΦϑΠηνζΠϞͲ͹観戦͹様⼦ʤ2017年10⽉ʥ

⾒知Δͷ⼈ͳ知Ε合い͹⼈ͳ͹距離͹関係ͳい
う話題Ͳ΍う⼀ͯ紹介͢Ήͤɽͨ͹昔ɼ⼈͗何
⼈⼊ΗΖ͖ͳいうʰ電話Ϛρέη΃͹詰Ό込Ί
競争ʱ͗あΕΉͪ͢ɽ東京理科⼤͹⼾川喜久⼆
⽒͹実験Ͳͺɼ最初ͺ知Δ͵い⼈同⼠Ͳ体Ν押
͢付͜ͱいͮͼい詰Ό込Όͪ΍͹͗ɼ 2 回⽬
ͺ知Ε合いͶ͵ͮͪͳいう͞ͳͲ詰Ό込ΊͶ͚
͚͵ͮͪͨうͲͤɽ͞Ηͺ知Δ͵い⼈同⼠ͫͳ
距離ΝͳΖͳいう͞ͳͲͪ͗͢ɼあΖ条件͗ͨ

第 2 班座談会
τーマʰソーεϡϩυΡスタンスʱ

⽇  時：2021年 6 ⽉ 3 ⽇ʤ⽊ʥ 18：10〜19：45 WEBʤMicおoかofが Teamか使⽤ʥ
出 席 者：渡部剛ʤ司会：安井建築設計事務所=建築計画系分科会ʥɼ東⼀彦ʤ⼤林組=建築計画系分科会ʥɼ
     藤原寛ʤ清⽔建設=作品作⾵⼩委員会)ɼ吉⽥克寿ʤ⼤林組=施⼯材料分科会ʥɼ
     下坂浩和ʤ⽇建設計=建築計画系分科会ʥ
Ψϔδーώー：⽥中直⼈ʤ島根⼤学=計画系分科会ʥɼ平岡翔太ʤ⼤建設計=建築計画系分科会ʥɼ
       樋⼝展寛ʤ鴻池組=建築計画系分科会ʥɼ東拓郎ʤ東畑建築事務所=建築計画系分科会ʥ

■国別フィジカルディスタンス
　1ｍ　　フランス・イタリア
　1.5ｍ　ドイツ・ホンジュラス 
　1.8ｍ　アメリカ 
　2ｍ　　スイス・スペイン・韓国・日本

「我々があえて フィジカル ディスタンシング 
と言い換えているのは、 人と人とのつながりは
引き続き保ってほしいと思うからだ」（WHO）

※WHOなどの資料から藤原委員作成
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ΘうͳɼΉ͚ͮͪ逆Ͷ͵Ζͳいう例Ͳͤɽ
藤原：京都͹鴨川河川敷Ͷ座ΖΩρϕϩ͹間
隔ͺ均等Ͷ͵Ζͳいう話Ν聞いͪ͞ͳ͗あΕ
Ήͤ͗ɼ潜在的Ͷ͵Ξͳ͵͚落ͬ着͚⼼地良
い距離͗あΖͳいう͞ͳ͵͹Ͳ͢Βう͖ɽ
渡部：Ωρϕϩ͗増えͱ詰Ήͮͱ͚Ζͳɼ全
体Ͷ間隔΍縮ΉΖͳいうʰ鴨川等間隔͹法則ʱ
Ͳͤ͸ɽ΍ͳ΍ͳ⼼地Γい距離ͳいう͹ͺɼ
⼈ͺ⾃然Ͷ取ͮͱいΖ͹Ͳ͢Βうɽ
藤原：緊急事態宣⾔͗発令͠Ηɼ恐怖感ͶΓ
Εͨ͹距離感͗崩Ηͱ街͹様⼦͗変わͮͱ͢
ΉいΉͪ͢ɽ
下坂：昨年ɼ三密回避͹ͪΌͶʰλーεϡϩ
υΡηνンηΝ取ΕΉ͢Βう ɼɦͳいう͹Ν
聞いͪ時ɼ⼤学͹授業Ͳ習ͮͪΦχワーχ・
T・ϙーϩʤ空間論ʥ͹ʰ対⼈距離͹分類ʱ
Ν思い出͢Ήͪ͢ɽ
ϙーϩͺ1966年Ͷ対⼈距離ΝInが imaがe 
diかがanceʤ密接距離/0-45cm)ɼpeおかonal 
diかがanceʤ個体距離/45-120cmʥɼかocial 
diかがanceʤ社会距離/1.2m-3.5mʥɼPきblic 
diかがanceʤ公共距離/3.5m以上ʥ 4 ͯ͹μーン
Ͷ⼤別͢ͱいΉͤɽ対⼈距離͹取Ε⽅ͺ⽂化ɼ
⺠族ͶΓͮͱ差͗あͮͱɼ⽇本⼈ͺ親͢い⼈
ͳͲ΍ɼ欧⽶⼈͹ΓうͶ気軽Ͷύή͢͵いͳ
思いΉͤ͗ɼ中国ΏΠζΠΝ含Όͱ⼤陸系͹
⽅ͺ総ͣͱ密接͢ͱいͱ΍あΉΕ違和感Ν覚
え͵い⽂化͹ΓうͲͤɽ

先Άʹ͹ϙーϩ͹分類ͶΓΖλーεϡϩυΡ
ηνンη͗ɼ⾶沫感染Ν防͛͞ͳ͹Ͳ͘Ζ距
離Ͷ当ͱͺΉΖ͹Ͳɼ感染予防Ͷͺλーεϡ
ϩυΡηνンηΝɼͳいう形Ͳ⾔わΗͱいΖ
͹ͫͳ思いΉͤɽ
渡部：λーεϡϩυΡηνンηͺɼ⽇本Ͳͺ
誰͗⾔い始Όͪ͹Ͳ͖ͪ͢ɽ
下坂：私͗最初Ͷ⽿Ͷͪ͢͹ͺʰητ΢ϙー
Ϟʱͳ同ͣ時期Ͳɼ⼩池東京都知事ͫͮͪΓ
うͶ思いΉͤɽ⼤学Ͳ社会学Ν学ͻΗͪΓう
͵͹Ͳɼϙーϩ͹分類Ν͟存ͣͫͮͪ͹͖ɼ
誰͖͖Δ聞͖Ηͪ͹͖わ͖ΕΉͦΞ͗ɼλー
εϡϩυΡηνンηͫ͜取Ε出͢ͱΫϡρο
αϒー͹ΓうͶ使わΗͪ͹Ͳ͢Βう͖ɽ
藤原：先⽇ɼλーεϡϩυΡηνンηͳͺ別
ͶϓΡζΩϩυΡηνンηͳいう⾔い⽅͗あ
Ζͳ伺いΉͪ͢͹Ͳɼͨ͹件Ͷͯいͱ少͢調
΄ͱΊΉͪ͢ɽλーεϡϩυΡηνンηͺ下
坂͠Ξ͹説明ͶあͮͪΓうͶ社会的距離ͫͳ
思いΉͤɽͨΗͶ対͢ͱWHO͗λーεϡϩ
υΡηνンη͖Δ⾔い換えͪϓΡζΩϩυΡ
ηνンηͺɼ⼈ͳ⼈ͳ͹ͯ͵͗ΕΝ保ͬ͵͗
Δ物理的距離Ν離ͤ͞ͳͳ͢ͱいΉͤɽ⽇本
ͺ災害⼤国ͲあΕɼϚϧンτΡΠͳ͖孤独死
Ν͵͚ͨう等ɼ災害͹度ͶωϣーηͲΓ͚⽿
Ͷ͢Ήͤɽ⽇本⼈Ͷͺ昔͖Δ潜在的Ͷ⼈ͳ͹
ͯ͵͗ΕΏ助͜合い͹精神͗あΖͳ思ͮͱい
Ήͤɽh 社会的距離Ν保ͳうʱͳ⽇本語Ͷ͢ͱ

͢Ήうͳɼχϧ΢Ͷ感ͣͱ͢ΉいΉͤɽͨう
考えΖͳɼ私ͺϓΡζΩϩυΡηνンη͹⽅
͚͗ͮ͢Ε͘Ήͤ͢ɼ⽇本⼈͹⽂化Ͷ合ͮͱ
いΖͳ思いΉͤɽϓΡζΩϩυΡηνンηͺ
全然普及͠Η͵いͲͤ͸ɽ

◇ 年代ͶΓっͱ異͵Ζ距離͹感
じ⽅

東：ϓΡζΩϩυΡηνンηͳいう⾔葉Ν⾏
政͹ϙーϞϘーζͲ⾒ͯ͜Ήͪ͢ɽͨ͹時ͺ
あΗͮɼͳ思いΉͪ͗͢ɼ調΄ͱΊΖͳWHO
΍ͨう⾔ͮͱいΖɽ距離͹感ͣ⽅ͺ年代Ͷ
Γͮͱ΍違うͳ思いΉͤɽ⾼齢者ͺ距離Ν取
Εͪ͗Ζ͗ɼ若い世代ͺ割ͳ無頓着Ͷ感ͣΉ
ͤɽ͞Ηͺαϝϣωίーεϥンςーϩ͗発達
͢ͱ͘ͱいΖ͹͗理由Ͳ͢Βうɽ͞ΗΝ使う
ͳ遠͚ͱ΍ɼ意思͹疎通͗Ͳ͘ͱ͢ΉいΉͤɽ
要ͺ⼈͗特定͹他者ͳαϝϣωίーεϥンΝ
取Εͪいͳ思ͮͪͳ͘ɼͨ͹⼿段ͳ͢ͱ͹υ
ζνϩςーϩͶΓΕ距離感͗変容͢ͱいΖ
͹Ͳͺ͵い͖ͳ感ͣͱいΉͤɽ若い⼈ͺSNS
ςーϩͲʰいい͸ʱΝ΍ΔうͪΌͶɼ知Δ͵い
⼈Ͷ対͢ͱ発信ͤΖ͞ͳ͗普通Ͷ͵ͮͱ͘ͱい
Ήͤɽ従来ͳͺαϝϣωίーεϥン͹取Ε⽅
͗変わͮͱ͘ͱ͕ΕɼλーεϡϩυΡηνンη
͹捉え⽅΍年代Ͳ違う͹ͫ͵ͳ感ͣͱいΉͤɽ
渡部：⼤͘͵意味Ͳ͹⽂化͹在Ε⽅ɼ形΍時
代ͳ共Ͷ変化͢ͱいΖͳいう͞ͳͲ͢Βう͖ɽ
東：͞Η͖Δ͹時代ͺɼSocieがけ5.0ɼAI͵ʹ͹
活⽤Ͷ対͢ͱ拒否感͵͚利⽤͢ͱい͚世代͗
出ͱ͘Ήͤɽ⼀⽅Ͳɼ簡単Ͷ発信͢ͱ͢Ήいɼ
あΖ⼀側⾯ͫ͜ͳΔΉえʰいい͸ʱͳ⾔ͮͱ
͢Ήう危機感͗あΕΉͤɽλーεϡϩυΡη
νンηͲ͹αϝϣωίーεϥン͹距離ͺ 2 m

2 班座談会参加ϟンώーʤ左上͖Δ
時計回ΕͶɼ東委員ɼ渡部委員ɼ
下坂委員ɼ吉⽥委員ɼ藤原委員ʥ

類型 概要 近接相 遠方相
密接距離 ごく親しい人

に許される空間 0-15cm/抱きしめられる距離 15-45cm/頭や腰、脚が簡単に触れ合うこ
とはないが、手で相手に触れるくらいの距離

個体距離 相手の表情が
読み取れる空間 45-75cm/相手を捕まえられる距離 75-120cm/両方が手を伸ばせば指先が触れ

あえる距離

社会距離 相手に手は届きづらいが、
容易に会話ができる空間

1.2-2m/知らない人同士が会話をしたり、
商談をする場合に用いられる距離 2-3.5m/公式な商談で用いられる距離

公共距離 複数の相手が
見渡せる空間

3.5-7m/2者の関係が個人的なものではなく
講演者と聴衆と言うような場合の距離

7ｍ以上/一般人が社会的な要職にある人物
と面会するような場合におかれる距離

Φχワーχ・T・ϙーϩ͹ʰ対⼈距離͹分類 ʤɦΤΡΫϘυΡΠΓΕ作成ʥ
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ͳいう͹ͺあΕΉͤ͗ɼ実際Ͷ会ͮͱ話ͤ͞
ͳͲͨ͹⼈͹様々͵側⾯͗感ͣ取ΗΖ距離Ͳ
ͤɽ相⼿ͺͨΗΝ総合的Ͷ受͜いΗͱ認証͢ͱ
い͘ΉͤɽSNSςーϩͺ⼀側⾯ͫ͜強調͠Ηͱ
͢ΉいɼͨΗͶΓͮͱ認証͠Ηͱ͢ΉいΉ͖ͤ
Δ違う⼈格͗いͮͼい現ΗΖ怖͗͠あΕΉͤɽ
渡部：͞Η͖Δ先ɼαϫψ͗全͚͵͚͵Ζͳ
いう͞ͳͺ͵いͳ思いΉͤ͗ɼαϫψ͹感染
Ͷ対͢ͱ͹距離ΝʹΗͫ͜ͳΖ͹͖ͳいう͞
ͳͳɼ様々͵ςーϩ͹発展Ͳ距離͹取Ε⽅΍
変わͮͱ͘ͱいΖ͹Ν感ͣΉͤɽ
東：⼈間ͺ本質的Ͷ他者ͳͯ͵͗Ε合いͪいͳ
思ͮͱいΖͳ再認識͢ͱいΉͤɽαϫψ禍ͳ並
⾏͢ͱɼςーϩ͹発達͹仕⽅͗ͤ͟いͳ思いΉ
ͤ͗ɼ͞うΏͮͱ今ɼ画⾯Ͳ話ͤ⾃分͗いΖ͜
Ηʹ΍ɼΉͪ違う側⾯ͺ実際Ͷ会ͮͱΊ͵いͳ
分͖Δ͵いͳいう͞ͳͺ⼗分あΕ得Ήͤɽ

◇距離͹取Ε⽅͹⼯夫
渡部：感染予防͹ͪΌͶͺ距離Ν取ͮͱい͖
͵͜Ηͻ͵ΕΉͦΞ͗ɼ皆͠Ξ͹会社Ͳ͹距
離͹取Ε⽅ͺʹ͹Γう͵΍͹Ͳ͢Βう͖ɽ͞
Ξ͵͞ͳ΍ΏͮͱいΖͳいう事例͗あΗͻ͕
話͚ͫ͢͠いɽ
吉⽥：以前͖Δϕϧ΢ϗーφͲόΦϑΠην
ζΠϞͶͺφρϕϨーήΝΓ͚⾒Ͷ⾏͘Ήͤɽ
今ͺ⼀座席ͥͯ空͜ͱいΖ͹Ͳͤ͗ɼ親͢い
関係͵͹Ͷ 1 〜2 m空͜Ζ͹ͺ違和感͗あΕ
Ήͪ͢͸ɽ
仕事Ͳͺ去年ΉͲ建設現場ͶいΉͪ͢ɽ建設
業ͺ⾃動化͗進ΞͲいΖͳいͮͱ΍ɼΉͫΉ
ͫ⼈Ͷ頼ͮͱいͱ⼈͹数Ν減Δͤ͞ͳͺͲ͘
ΉͦΞɽ距離ΝͳΖͳいͮͱ΍休憩所͵ʹ͹
⾯積Ν増Ώͤ͞ͳ΍Ͳ͘͵い͹Ͳɼ作業員͹
休憩Ώ朝礼͵ʹͺ時間ΝͥΔͤ͞ͳͲ対応͢
Ήͪ͢ɽ͞ΗΉͲ朝礼ͺ全員集ΉͮͱΏΖ͞
ͳ以外発想͗͵͖ͮͪ͹Ͳɼ時間ͥΔ͢ɼ分

散ͳいͮͪ新͢い考え⽅͗出来Ήͪ͢ɽ
渡部：距離ΝʹうΏͮͱ保ͯΓうͶͤΖ͹͖ɽ
公共空間Ͳ距離Ν保ͬͶ͚い場所Ͳͺʹ͹Γ
うͶ⼯夫͢ͱ距離Ν空͜ͱいΖ͹͖ɼ少͢探
͢ͱΊΉͪ͢ɽ
写真͹定期券売Ε場͵ʹͺ待ͬ場所Ͷϧ΢ン
Ν引いͪΕ͢ͱいΉͤ͸ɽηーϏー͵ʹͺ⼊
場制限͢ͱいΉͤ͗ɼ時間ΝͥΔͤͳいう͹
ͺ⼀ͯ͹⼯夫ͫͳ思いΉͤɽ

◇感染予防͹取Ε組み
渡部：ͬ͵ΊͶ皆͠Ξ͹会社͹τϪワーέͺ
ʹΞ͵具合Ͳ͢Βう͖ɽ
東：うͬͺ在宅勤務 7 割Ν守Ε͵͠い͗基本
Ͳͤɽ年代ͶΓͮͱ違いΉͤ͗ɼ特Ͷ若年層
ͺ守ͮͱいΖΓうͶ思いΉͤɽ時差出勤΍認
ΌͱいΉͤɽ
藤原：当社΍ 3 割出社Ν会社͖Δ指⽰͠Ηͱ
Ήͤɽ私ΓΕ上ͳ下͹世代ͺ上⼿͚τϪワー
έΝ活⽤͢ͱいΉͤ͗ɼ中間層ͺ仕事͹役割
΍あΖ͹͖出勤率ͺ⾼いΓうͶ思いΉͤɽ
下坂：私͹会社΍基本的ͶͺΊ͵͠Ξͳ同ͣ
ΓうͶ緊急事態宣⾔下Ͳͺ 3 割出社Ͳͪ͢ɽ
⾃分⼀⼈ͲΏΗΖ仕事ͺ⾃宅Ͳ΍Ͳ͘Ήͤ͗ɼ
ϔϪηφ͵ʹͺϨϠーφͲ画⾯Ν通͢ͱΏΖ
ΓΕ΍対⾯͢ͱΏΖ⽅͗成果Ν出͢Ώͤいͳ
感ͣΉͪ͢ɽ
藤原：後輩͹指導ΝͤΖ際΍τϪワーέͫͳ
ϧ΢ϔ感͗͵͚ɼϨϠーφͲうΉ͚伝えΔΗ
ͱいΖ͹͖不安ͳいう意⾒΍あΖͳ思いΉͤɽ
ϔϪηφͺ空気感Ν感ͣ͵͗ΔɼいΘいΘ͵
情報Ν共有ͤΖ͹ͲɼϨϠーφͲʰ電波͗ɼ
あ͹・・・ɽɦ ͳ切断͠ΗΖͳϔϪηφ͹良͠
΍半減͢ΉͤΓ͸ɽ
渡部：仕事͹中Ͷͺ対⾯͢ͱ͹ϧ΢ϔ感ɼ緊
張感͗ʹう͢ͱ΍必要͵΍͹ͺあΕΉͤΓ͸ɽ
下坂：若い⼈͹中ͶͺϨϠーφ͹⽅͗良いͳ
思ͮͱいΖ⼈΍いΖΓうͲͤɽ働͘Ώͤ͠ͺ
⼤事ͫͳ思いΉͤ͗ɼ結果ͳ͢ͱΠΤφϕρ
φ͗ϪϗϩΠρϕ͢ͱいΖ͖ɼͳいう͞ͳΝ
⾒Ζ必要͗あΖͳ思いΉͤɽ
渡部：ͨ͹⽅͗ΏΕΏͤいͳいう͹ͳɼ最終
成果物͗ʹう͖ͳいう兼͸合いͲ͢Βう͸ɽ
ΏΕΏͤいΓうͶΏΔͦͱ΍成果͗上͗Δ͵
͖ͮͪΔ困ΕΉͤ΍͹͸ɽ
吉⽥：現場͹⽅ͺΉͥϨϠーφͺ不可能Ͳͤ

͸ɽ所⻑ͺͲ͘Ζ͖΍͢ΗΉͦΞ͗ɼ部下ͺ
Ͳ͘͵いͲͤ͸ɼ͞Η͖Δ΍ɽ
渡部：ͨういう中Ͳ距離Ν保ͯ͞ͳͺͲ͘Ή
͖ͤɽ
吉⽥：建設͹過程Ͳͺʹう͢ͱ΍避͜ΔΗ͵
い場⾯͗出ͱ͘Ήͤɽ
渡部：最近ɼ施設͹⼊Ε⼝ͶΓ͚体温計Ν置い
ͱいΉͤ͗ɼ現場Ͳ΍ͨういうςーϩͲ何ͳ͖
安全Ν保ͮͱいΖ͹Ͳ͢Βう͖ɽ距離Ν保ͯ新
͢いςーϩͳ͖Ͳ思い͚ͯ΍͹ͺあΕΉ͖ͤɽ
吉⽥：検温器ͺあΕΉͤɽ37.5度以上͹作業員
ͺ休ΉͦΖΓうͶ͢ͱいΉͤɽあͳͺ現場Ͳͺ
消毒液ɼ衝⽴͵ʹͲ対応͢ͱいΖ͛ΔいͲͤ͸ɽ
藤原：当社͹関⻄⽀店΍最近受付ΦϨΠΝ改
修͢ͱɼ顔認証ͳ共Ͷ検温ɼ消毒Ν͢ͱいΉ
ͤɽΉͥϜηέΝ͢ͱい͵͖ͮͪΔ顔認証機
能ͶΓΕΠϧーφ͗鳴ΕΉͤɽͨ͹うえͲ表
⾯温度Ν測Εɼ次ͶΠϩαーϩυΡηϕϪー
Ͷ⼿Ν͖͢͡ͱ消毒͢Ήͤɽ消毒͢͵͜Ηͻ
ΉͪΠϧーφ͗鳴ΕΉͤɽ受付΍υζνϩε
ϓφ͠Ηͱ将来的Ͷͺ無⼈化͠Ηͱい͚͹ͫ
Θうͳ思いΉͤɽ
渡部：顔認証͗ͫΗͲあΖ͖͹ϪϗϩΉͲい
͚ͳɼ監視ςーϩ͹⽅向Ͷ進ΊΉͤ͸ɽ
藤原：本社Ͳͺ 3 密可視化εητϞΝϓϨー
ΠχϪηͶ͵ͮͱいΖϓϫΠͶ導⼊͢ͱいΉ
ͤɽϓϫΠ内͹ʹ͹ΦϨΠ͗密集͢ͱいΖ͖
分͖ΖΓうͶ可視化Ͳ͘Ζͳ聞͘Ήͪ͢ɽ緊
急事態等Ͳ移動Ͳ͘͵い͹Ͳ実際⾒ͱ͵い͹
Ͳͤ͗・・・ɽ
渡部：ͨ͹うͬ密Ͷ͵Ζͳɼ天井ͳ͖͹⾚ϧ
ンϕ͗点滅͢ͱ分散Ν命令͠ΗΖ͖΍͢Η͵
いͲͤ͸ɽ
いΘΞ͵ςーϩ͗出ͱ͚Ζͳͺ思いΉͤ͗ɼ
変異Τ΢ϩη͹⽅΍次͖Δ次Ͷ出ͱ͘ͱ追い
͖ͮ͜͞Ͷ͵Ζ͹Ͳ͢Βう͖ɽ今͹⼦ʹ΍ͪ
ͬͺ施設⼊Ε⼝Ͳ͹⼿指͹消毒͗普通Ͷ͵ͮ
ͱいΉͤ͗ɼͨ͹⼦ͪͬ͗成⻑ͪ͢ͳ͘ʹう
いう影響͗あΖ͹͖ɼϜψー化͠ΗΖ͹͖ʹ
う͖΍興味͹あΖͳ͞ΘͲͤɽ私ͺ良͚消毒
͢๪ΗͪΕͤΖ͹Ͳͤ͗ɼͨ͹͞ͳͤΔϜ
ψー͗悪い͞ͳͫͳ当ͪΕ前Ͷ⾔わΗΖΓう
͵社会Ͷ͵Ζ͖΍͢Η͵いͲͤ͸ɽ

◇コロψͲ΍変わΔ͵͖ったこͳ
渡部：αϫψͲ変わͮͪ͞ͳͺ͚ͪ͠Ξあͮ

→ → →

ϧ΢ン͗引͖Ηͪ定期券売Ε場ʤ⽮印ʥ
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ͪͳ思いΉͤ͗ɼ逆Ͷαϫψ前後Ͳʰ変わͮ
ͱい͵いʱ͞ͳͺあΕΉͦΞ͖ɼあΗͻ聞͖
ͦͱ下͠いɽ
下坂：όΦϑΠηνζΠϞ͹話͗出Ήͪ͗͢ɼ
私ͺ昨年 7 ⽉Ͷ劇場Ͳ演劇公演Ν⾒ͱ感ͣͪ
͞ͳ͗あΕΉͤɽλーεϡϩυΡηνンη・
ώーζϥンͳ銘打ͮͱɼ客席͹半数͖͢観客
Ν⼊ΗͱいΉͦΞͲͪ͢ɽ同ͣ半数Ͳ΍前⽅
͹列Ͷ集ΉͮͱいΗͻɼͥい΁Ξ席͗空いͱ
いΖͳ感ͣͪͳ思いΉͤ͗ɼ⼀席⾶ͻ͢Ͳ均
⼀Ͷ埋ΉͮͱいΖ͹Ͳɼ満席感ͺあΕΉͪ͢ɽ
1 ⼈ 1 枚͖͢οίρφΝ買え͵い͞ͳͶ͵ͮ
ͱいͱɼ観客ͺΊ͵⼀⼈Ͳ来ͱいͪ͹Ͳɼ幕
間΍話͢声͗͵͚静ΉΕ返ͮͱいΉͪ͗͢ɼ
ͨΗͲ΍ϓΟン同⼠Ͳ意気投合ͪ͢͹͖ɼ知
Δ͵い同⼠Ͳ話͢ͱいΖ⼈ͪͬ͗いͱɼ感動
Ν誰͖ͳ共有ͪ͢い͹ͫ͵ɼͳ思いΉͪ͢ɽ
現在ɼ美術館͵ʹͺɼ料⾦ͺ少͢⾼͚͵ͮͱ
いΖΓうͲͤ͗ɼ⽇時指定͹⼊場制度͗増え
ͱΑͮͪΕ観ΔΗΖΓうͲͤɽ
渡部：昔ɼあΖ展覧会Ͳ美術館Ͷ⾏ͮͪͳ͘
ͺɼ⼈͹頭͟͢Ͷ作品͗⾒え隠ΗͤΖͫ͜
ͫͮͪͲͤ͗ɼ͕⾦͗少͢⾼͚ͱ΍Α͚ͮΕ
⾒ΔΗΖ環境ͺいい͖΍͢ΗΉͦΞ͸ɽ
東：電⾞͹中Ͳͺ 6 ⼈席Ͷ 5 ⼈͖͢座Δ͵い
ΓうͶ͵ͮͱいΖ͞ͳͺ感ͣΉͤ͗ɼ知Δ͵
い⼈同⼠͹関係⾃体ͺ変わͮͱい͵い͹Ͳͺ
͵いͲ͢Βう͖ɽ
渡部：私ͺ以前Ͷ΍Ή͢ͱɼ周Ε͹⼈Ͷʹう
⾒ΔΗͱいΖ͹͖気ͶͤΖΓうͶ͵ΕΉͪ͢ɽ
Ϝηέͺ必須Ͷ͵ΕΉͪ͗͢ɼϜηέΝ͢ͱい
͵いͳ冷ͪい視線Ν感ͣΖΓうͶ͵ΕΉͪ͢ɽ
東：ϜηέͺいͯͶ͵ͮͪΔ外ͦΖ͹Ͳ͢Β
う͖͸ɽ
渡部：私ͺϜηέΝ͢ͱい͵い⼈Ν⾒Ζͳɼ
ワέοンΝ打ͮͪ医療関係者ͣΎ͵い͖ͳɼ
勝⼿Ͷ⾒ͱ͢Ήう思考回路͗出来上͗ͮͱい
Ήͤ͸ɽ
距離Ν保ͯͳいう͞ͳͲɼ以前ɼγτϧ΢φΨ
ϓΡηΝ運⽤͢ͱいΖͳいう話͗出Ήͪ͗͢ɽ
藤原：うͬͺ引͘続͘運⽤͢ͱいΉͤɽ通勤
͗苦Ͷ͵Ζ⼈ͺɼ近͚͹γτϧ΢φΨϓΡη
Ͳ郵送ͳ͖出⼒͵ʹͶ対応͢ͱいΉͤɽ͞Η
΍͞Η͖Δʹう͵Ζ͖気Ͷ͵ͮͱいΉͤɽ
͞Η͖Δ先ɼAIɼϫϚτΡέηͶ置͘換わΕɼ
͕⾦΍ΫϡρεϣϪηͶ͵Εɼυζνϩεϓ

φͶ移⾏͢ͱい͚ͳɼ⼈ͳ⼈ͳ͹距離͹取Ε
⽅ͺʹΞʹΞ離Ηͱい͘ɼ必要͵⼈ͳ͖͢接͢
͵い世͹中Ͷ͵ͮͱい͚Ͳ͢Βう͸ɽ私ͺ͞͹
⽣活様式ͺ元Ͷͺ戻Η͵いͳ思ͮͱいΉͤɽ
東：私΍͞Η͖Δ͹世代ͺͨういう΍͹Ν上
⼿͚使い͵͗ΔαϝϣωίーεϥンΝ取ͮͱ
い͚͞ͳ͗主流Ͷ͵ͮͱい͚ͳ思いΉͤɽ
渡部：建築͹在Ε⽅͗αϫψ͹前後Ͳʹう変
わ͖ͮͪΝ考えΖͳɼ建築ͺ形͗⾒えΖ΍͹
Ͳͤ͗ɼ⾒え͵いαϫψͳいう΍͹Ͷ対͢ͱɼ
建築Ͷ携わΖ⼈ͺɼ何ͳ͖距離Ν定義͢ͱ安
全Ν図Θうͳ͢ͱいΖ状況ͫͳ思いΉͤ͗ɼ
建築Ν作ͮͪΕ設計ͪ͢ΕͤΖͳ͘Ͷɼͨ͹
⾒え͵い΍͹Ͷ対͢ͱ利⽤者΃͹感染Ͷ対ͤ
Ζ配慮ͳ͖ɼ恐怖Ν和Δ͝Ζ⼯夫͗͞Η͖Δ
͹τーϜͶ͵Ζ͹Ͳͺ͵い͖ͳ思いΉͤɽ

◇こΗ͖Δ͹⽣活͹中Ͳ
渡部：新͢い⽣活様式͹中Ͳɼ͞Η͖ΔʹΞ
͵͞ͳ͗起͞ΕɼͨΗΝʹ͹ΓうͶ解決͢͵
いͳい͜͵͚͵Ζͳ考えΉ͖ͤɽ
藤原：υζνϩεϓφͺ進ΞͲい͘Ήͤ͗ɼ
建築͹ύーχ͵部分ʤ躯体ɼ壁ʥ͵ʹͺͨΞ
͵Ͷ変わΔ͵いͳ思いΉͤɽͪͫ建物͹設備
ΏεητϞͺ今以上Ͷ複雑Ͷ͵ΖͫΘうͳ思
いΉͤɽ建築⾃体͹γ΢έϩͺ⻑いηϏンͲ
ͤ͗ɼυζνϩ͹世界͹γ΢έϩͺ⽬Ή͛Ζ
͚͢早いͲͤɽͨうͤΖͳɼ設備改修ͺͮ͘
ͳ増えͱ͚ΖͲ͢Βうɽ設備更新͹ΏΕ替え
͵ʹͺ΍ͮͳΏΕΏ͚ͤ͢Ή͢Βうͳ͖ɼͨ
ͬΔ΃εϓφ͢ͱい͚͹Ͳͺͳ考えΉͤɽ
東：υζνϩςーϩͺ複数⼈͗同時Ͷ同ͣ΍
͹Ν⾒ͱοΥρέ͗可能ͲあΖͳ͖ɼ͚ͤ͟
便利ͫͳ思いΉͤɽ建築ͺ΍͹Ν作ͮͱい͚
過程Ͳͺ掛͜算͗͵͚⾜͢算ɼ引͘算͹世界
͵͹Ͳɼ現場⾃体ͨΗΆʹ変わΔ͵い͹Ͳͺ
ͳ思いΉͤ͗藤原͠Ξ͗⾔わΗͪΓう͵更新
性ɼϓϪΫεϑϨτΡ͵ʹ͗求ΌΔΗΖ͹Ͳ
͢Βう͸ɽ
吉⽥：私ͺ建築計画͹経験͗あΕΉͦΞ͗ɼ
作Ζ͞ͳͶ限ͮͱ⾔えͻɼ⼈Ͷ頼ͮͱいͪ部
分͗⾃動化技術ͶΓͮͱ⼈Ͷ頼Δ͵いΓう͵
作Ε⽅Ͷ変わͮͱい͚ΞͫΘうͳ思いΉͤɽ
下坂：建築Ν志͢ͱ͖Δ今⽇ΉͲɼ建築Ν⾒
ͱ感動ͤΖ͞ͳ͗度々あΕΉͪ͢ɽ⾃分͗設
計ͤΖうえͲɼͨ͹体験͗根底͹部分Ν⽀え

ͱいΖΓう͵気͗͢ͱいΉͤɽ皆͠Ξ͹͕話
ͶあͮͪAI化ɼυζνϩ化ͺ進΋͹ͫΘうͳ
思いΉͤɽ͜Ηʹ΍ɼ例えͻ演劇Ν⾒Ζͳ͘
Ͷ同ͣ空間Ͷ⾝Ν置いͪͳ͘͹⼀体感Ώɼ美
術作品͹実物Ν⾒ͪ時Ͷ作者ͺ͞ΗΝ触Η͵
͗Δ作ͮͪΞͫɼͳいͮͪ感動ͺ͵͚͵Δ͵
いͳ思いΉͤɽ最近ͺϟυΡΠΠーφͳ͖΍
あΕΉͤ͗ɼ根本的͵ͳ͞Θͺ空間Ν体験ͤ
Ζ͞ͳ͗重要ͫͳ考えΉͤɽ
不要不急͹外出ͺ控えͱɼͳΓ͚⾔わΗΉͤ
͗ɼΏͺΕɼ実物Ν⾒Ͷ⾏͚͞ͳͺ⼤切ͫͳ
感ͣͱいΉͤɽ⽂化͗ʹΗΆʹ⼤切Ͷ͠Ηͱ
いΖ͖ͺ国ͶΓͮͱ差͗あͮͱɼαϫψ下͹
政策Ͷ΍Γ͚出ͱいΉͤɽ⽇本Ͳͺ΍ͮͳ⼤
事͵͞ͳ͗あΖͫΘうͳ͖⾔わΗɼͨΗͺい
ΘいΘ͵考え͗あͮͱΓいͳ思いΉͤ͗ɼ今
回͹͞ͳ͗多様性Ν認Ό合う社会Ͷεϓφͤ
Ζ͖ͮ͘͜Ͷ͵ͮͱΆ͢いͳ思いΉͤɽ
渡部：φϧンϕ前⽶⼤統領͹時Ͷͺ⾃分ͪͬ
Ν中⼼ͶͤΖ考え⽅͗幅Ν利͖ͦɼ格差Ώ分
断͗広͗ΕɼήϫーώϨθϞ͗後退͢ͱい͘
Ήͪ͗͢ɼ͞Η͖Δ͹⽅向性Ν考えΖうえͲ
いい経験Ͷ͵ͮͱいΖ͹͖͵ͳ思いΉͤɽ
下坂：話ͺ変わΕΉͤ͗ɼ最近ɼ電⾞Ͷ乗ͮ
ͪ時Ͷ吊Ε⾰Ν持ͯ͹ͺ左⼿Ͷ͢ͱɼ左⼿Ͳ
顔Ν触ͮͪΕ͢͵͜Ηͻɼ感染ϨηέΝ下͝
ΔΗΖ͹͖͵ɼͳ気Ͱ͘Ήͪ͢ɽ特Ͷ左⼿ͺ
不浄ͳ͠ΗͱいΖ΢ンχΝͺͣΌɼ握⼿ͺ右
⼿ͲͤΖ͹͗Ϝψーͫͳいう地域͗多いΓう
Ͳͤ͗ɼ今回͹αϫψͶ限Δͥɼ͞ΗΉͲͶ
΍何度΍感染症͗流⾏ͪ͢͞ͳͳɼ͞͹Γう
͵慣習ͳͺ関係͗あΖ͹͖΍͢ΗΉͦΞɽ⽂
化ͳいう͹ͺ͞͹Γう͵͞ͳ͗ɼ΍う誰΍思
い出ͦ͵い͚Δい蓄積͠Ηͪ΍͹͵͹Ͳͺ͵
い͖ɼͳ思いΉͪ͢ɽ
⽥中ʤオブδーώーʥ：⼈間⼯学的͵⾯͖Δ
⾔うͳɼ電⾞Ώ劇場͹座席Ͷ⼯夫͗あΖͳɼ
λーεϡϩυΡηνンηΝ取Ζͳ無駄͵η
Ϙーη͗出来ͱ͘Ήͤɽ⽇常ͳ⾮⽇常͹空間
Ͷ対ͤΖ考え⽅Ν切Ε替えͱい͖͵いͳい͜
ΉͦΞ͸ɽΉͪ距離ͫͣ͜Ύ͵͚ɼ空間͹密
度΍考え͵いͳい͜͵いͳ思いΉͪ͢ɽ
渡部：⻑時間Ͷわͪͮͱ͹͕付͘合いɼあΕ
͗ͳう͟͡いΉͪ͢ɽいΘいΘ議論あΕΉ͢
ͪ͗ɼ͞ΗͲ終わΕͶͪ͢いͳ思いΉͤɽΊ
͵͠ΉɼあΕ͗ͳう͟͡いΉͪ͢ɽ
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◇建築Ͷ͕けΖ技術͹伝承ͳͺ
樋⼝：座談会͹進Ό⽅ͳ͢ͱɼ各委員Ͷτー
Ϝʰ技術͹伝承ʱͶΉͯわΖ切Ε⼝Ν⼀ͯͥ
ͯ挙͝ͱ΍Δいɼ意⾒ɼ質問Ν述΄合う形Ͷ
ͪ͢いͳ思いΉͤɽΉͥͺ菊池͠Ξ͖Δ͕願
い͢Ήͤɽ
菊池：建築設計Ͷ͕͜Ζ技術͹伝承ͳͺʹう
いͮͪ͞ͳ͖Νɼ資料ͳͳ΍Ͷ考えͱいͪ͘
いͳ思いΉͤɽ

■建築における技術の伝承 
見て学ぶ …体得する 
リモートとスケール感 …
　体感することの重要性
リモートと距離 …
　 遠隔地の先生のレクチャーなど、
これまで難しかった知見の獲得 

学生の問題意識や設計課題の変化
「会う」こと、「対面する」ことの意味
エスキスはリモートでも実現するのか

■ 短期的な視点と長期的な視点（技術の時
間軸） 技術の伝承ではなく、技術そのも
のが無くなる。 一時的な対応方法であっ
て、コロナ禍の終焉後、以前の技術の伝
承の方法に立ち戻れるのか。

■上達することとは
　ライブの緊張感
　緊張感が集中力を生む
　反復すること 

対面でないといけない内容、リモートでも
良い内容 …伝達すべき内容が違う

（菊池委員作成）

Ήͥͺɼʹ͹Γう͵技術Ͷ͕いͱ΍ʰ⾒ͱ学
΁ ɼɦͯΉΕ体得ͤΖ͞ͳ͗必要Ͳͺ͵いͲ
͢Βう͖ɽ⼀⽅Ͳηίーϩ感͵ʹͺ体感͢ͱ
初Όͱ得ΔΗΖ͞ͳͫͳ思いΉͤɽ体感ͤΖ
͞ͳ͹重要性Ν考えΖͳɼ現在͹ϨϠーφͶ
ΓΖ教育͗ʹ͞ΉͲ追随可能͵͹͖⾒えͱい
ΉͦΞɽ⼀⽅ͲɼϨϠーφ教育͹ϟϨρφͳ
͢ͱͺɼ距離Ν縮ΌΖɼ遠隔地͹Ϫέοϡー
͵ʹ͞ΗΉͲ難͖ͮͪ͢遠⽅͹知⾒Ν獲得Ͳ
͘Ζ͞ͳ͵ʹ͗挙͝ΔΗΉͤɽ私ͪͬ͗ʰ⼤
事Ͷ͢ͱいΖ部分ʱͳʰ͞ΗΉͲ獲得͗難͢
͖ͮͪ部分ʱͶͯいͱɼϨϠーφ技術Ν利⽤
͢͵͗Δ展開Ͳ͘Ηͻɼ新͢い技術͹習得ɼ
伝え⽅͹可能性͗出ͱ͚Ζ͹Ͳͺ͵い͖ͳ考
えΉͤɽ
⼤学建築͹教育͹現場Ͷͯいͱɼ皆͠Ξ͹͟
意⾒Ν聞いͱΊͪいͳ思いΉͤɽ͵ͧ͵Δɼ
学⽣͹問題意識͹変化ɼͯΉΕɼϨΠϩ͹΍

͹͖Δ別͹視点͗出ͱ͘ͱいΖ͹Ͳͺ͵い͖ɼ
会う͞ͳ・対⾯ͤΖ͞ͳ͹意味͗問い直͠Η
ͱいΖ͹Ͳͺ͵い͖ͳ考えΖ͖ΔͲͤɽϨ
Ϡーφ技術ͶΓͮͱ教室ͫ͜ͶͳʹΉΔ͵い
建築教育͹可能性͗あΖ͹Ͳͺ͵い͖ɽ学校
΃⾜Ν運΄͵い学⽣͹οϡンη͗顕在化ͤΖ
͹Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽͨういͮͪϨϠーφ
技術͹ϟϨρφͳυϟϨρφΝ抽出Ͳ͘Ηͻ
Γいͳ思いΉͤɽ
短期的ɼ⻑期的͵視点Ͳʤ技術͹時間軸ʥ技
術͹伝承Ͷͯいͱ΍皆͠Ξͳ考えͱΊͪいͳ
思いΉͤɽ技術͹伝承ͳいう以前Ͷɼαϫψ
禍ͶΓΖ技術ͨ͹΍͹͗͵͚͵Ζͳいͮͪɼ
伝承͹断絶͗起͞Ζ͹Ͳͺ͵い͖ɼαϫψ͹
後ɼ果ͪ͢ͱ以前͹伝承⽅法Ͷ⽴ͬ戻ΗΖ͖
ʹう͖΍͕聞ͪ͘͢いͳ思いΉͤɽ
技術͗上達ͤΖͳ͘͹ϕϫιηΝ考えΖͳ͘ɼ
上達ͤΖ局⾯Ͷ͕いͱͺɼϧ΢ϔ͹緊張感͗

第 3 班座談会
τーマʰ技術͹伝承

〜今後͹教育Ͷ͕けΖ変化・可能性を探Ζ〜ʱ
⽇  時：2021年 5 ⽉24⽇ʤ⽉ʥ 19：10〜20：40 WEBʤMicおoかofが Teamか使⽤ʥ
出 席 者：樋⼝展寛ʤ司会：鴻池組=建築計画系分科会ʥɼ桑原悠樹ʤ⽵中⼯務店=建築計画系分科会ʥɼ
     菊池浩輔ʤ安井建築設計事務所=作品作⾵⼩委員会ʥɼ正野和司ʤ安井建築設計事務所=構造分科会ʥɼ
     宮﨑ͽΘ志ʤ関⻄⼤学=設備分科会ʥɼ⽶⼭剛史ʤUR設計=建築計画系分科会ʥ
Ψϔδーώー：渡部剛ʤ安井建築設計事務所=建築計画系分科会ʥɼ平岡翔太ʤ⼤建設計=建築計画系分科会ʥɼ
       ⽥中直⼈ʤ島根⼤学=計画系分科会ʥ

石捗
籾値

籾値 石捗
煽 腺地
訟
蒋

蝕喞

霜択

覗 柁
体 袋

覗 柁
体 袋

巣章吩芙
創辛

奈托遡

鞘宣 詔
勢辛甚

症炭

栓丹酉闘
勢辛

籍段窓洗
斤饗郷
注炭 窓洗

注馬 上拭

上達͹ϕϫιη模式図ʤ菊池委員作成ʥ
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重要Ͳͺ͵い͖ͳ考えΉͤɽ緊張感Ν必要ͳ
ͤΖ局⾯Ͷ͕いͱɼ集中⼒Ν発揮ͤΖ͞ͳͲɼ
技術͗伸;Ζ瞬間͗あΖ͹Ͳͺ͵い͖ͳ私ͺ
考えͱいΉͤɽ上達͹ϕϫιηΝ⾃分͵ΕͶ
考えͱΊΉͤͳʤ模式図参照ʥɼ技術ͺʰ知
識͹蓄積ʱͳʰ蓄積ͪ͢知識͹実践ʱͳいう
2 ͯιρφͲ成Ε⽴ͮͱいΖͳͤΖͳɼh 知
識͹蓄積ʱͶ͕͜Ζ上達͹ϕϫιηͺ反復練
習͗重要Ͳɼ伝承⽅法ͳ͢ͱͺWEBΏϨϠー
φ技術Ͳ͹伝達΍可能ͫͳ考えΉͤɽ͖͢͢ɼ

ʰ蓄積ͪ͢知識͹実践ʱͲͺ繰Ε返ͫ͢͜Ͳͺ
⾝Ͷͯ͘ΉͦΞɽφϧ΢・Πンχ・Φϧーͳ
いͮͪ試⾏錯誤ͺ必要ͲͤɽΉ͠Ͷϧ΢ϔ͹
緊張感ͶΓͮͱ培わΗΖ部分ͫͳ考えΉͤɽ
͞͹ΓうͶϨϠーφͲͲ͘Ζ部分ɼͨうͲ͵
い部分͗今後ɼͺͮ͘Ε⾒えͱ͚Ζ͹Ͳͺ͵
いͲ͢Βう͖ɽ
宮﨑：Ήͥɼαϫψ下͹変化͹中Ͳ͹学⽣͹
学΁ην΢ϩͶͯいͱ気͗付いͪ͞ͳ͗あΕ
Ήͤɽ留学⽣ͺ⽇本Ͷ⼊国Ͳ͘͵い状況Ͷあ
ΕΉͤ͗ɼ外国ͲϨϠーφ授業Ν受͜ͱいΉ
ͤɽͯΉΕɼ同ͣ教室Ͳ同ͣ⿊板Ͷ向͚必要
ͺ͵いわ͜Ͳͤɽʹ͞Ͷいͱ΍授業Ͷ参加可
能͵͹Ͳͤɽ
菊池͠Ξ͖Δ反復͢͵͗Δ学΁ͳいう話͗あ
ΕΉͪ͢ɽͪͳえͻ逆上͗Ε΍反復͗重要Ͳ
ͤɽ私ͺAIʤ⼈⼯知能ʥ͹研究Ν͢ͱいΉͤ
͗ɼ͖͵Ε初期͹段階͖ΔAIͺ成功Ͷ向͜ͱ
変化ͤΖ͹Ͳͤ͗ɼ最後͹最後Ͳʰζϡンϕʱ
͗必要Ͷ͵ΕΉͤɽ蓄積ͪ͢͞ͳͫ͜Ͳͺ⾜
ΕͥɼあΖ気Ͱ͘ͶΓͮͱ伸;Ζ瞬間͗あΕ
ΉͤɽϨϠーφͲͺ反復ͺͲ͘Ζ͗ɼ背中Ν

押ͤ・ζϡンϕͦ͠Ζͳ͞ΘΉͲͺͪʹΕ着
͜ͱいΉͦΞɽϧ΢ϔͲ͹臨場感ɼ緊張感ͺ
⾮常Ͷ⼤切Ͳɼ今͹学⽣Ͷͳͮͱɼ⼈͹視線
͹中Ͳ͢Ύ΄ͮͪΕ͢ͱϔϪーέηϩーΝ体
験ͤΖ͹ͺ難͢い͞ͳͫͳ思いΉͪ͢ɽ
樋⼝：緊張感ͳいう⾔葉ͺ印象Ͷ残ΕΉͤɽ
修羅場ɼ困難Ν乗Ε超えΖ͞ͳͲ⼒͗伸;Ζ
瞬間ͺ確͖ͶあΖͳ思いΉͤɽ叱ΔΗͪΕɼ
怒ΔΗͪΕͤΖ͞ͳͲɼ͵Ͷ͚ͨͳ思うʰ反
⾻精神ʱͲ成⻑ͤΖ局⾯͗私Ͷ΍あΕΉͪ͢ɽ
ϨϠーφͫͳͨ͹精神状態Ͷͺ͵Ε難いͳ思
いΉͤ͢ɼ今後͹課題Ͳͤ͸ɽ
菊池：最終局⾯Ͳζϡンϕ͗必要ͳ͹͞ͳͲ
ͤ͗ɼϨϠーφͲͺͨ͹ζϡンϕͺ獲得Ͳ͘
͵い͹Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽͨ͹理由ͺ緊張
感͵͹͖͵ͳ思いΉͤɽ私ͺ⼦供ͪͬͶλϓ
φϚーϩΝ教えͱ͕ΕΉͤɽ守備ɼώρτΡ
ンήͺϩーτΡン͹繰Ε返͢ͲɼあΖ程度上
達ͺͤΖ͹Ͳͤ͗ɼζϡンϕ͹瞬間ͺ試合Ͳ
⾒ΔΗΉͤɽ⾒ΔΗͱいΖͳいう⼦供͵Ε͹
緊張感͗出Ζͳ͘Ͷɼ本当͹上達͗あΖͳ思
いΉͤɽ͞ΗͺϨϠーφͲͺ体験Ͳ͘͵い͞
ͳͲͤɽ
正野：緊張感Ν΍ͮͱ体験ͪ͢͞ͳͺ明確Ͷ
記憶Ͷ残ΕΉͤɽ私͹中͹ζϡンϕ͹΢ϟー
ζͳ͢ͱͺɼ将来的Ͷ教えΖ側Ͷ回ͮͪ時Ͷ
⾃分͖͗ͮ͢Ε教えΔΗΖ͖ʹう͖Ν肌Ͳ感
ͣΖ体験͗⼤事͵͹ͫͳ思いΉͤɽ

◇オンϧ΢ン͹限界ͳ可能性
桑原：ϨϠーφ͹ϟϨρφͺ画⾯Ν共有͢͵
͗Δ教えͪΕɼ情報取得͹ΩζϣΠϩ化͗進

ΞͫΕͪ͢͞ͳͫͳ思いΉͤɽυϟϨρφͺ
ͨ͹ηίーϩ感Ν確認Ͳ͘͵い͞ͳ͵ʹͲͤɽ
⼤学時代ɼ先輩͹卒業制作Ν⼿伝ͮͱいͪ時
Ͷ感ͣͪ͹Ͳͤ͗ɼ重要͵͹ͺͥͮͳͨͻͶ
い͵いͳ良いͳ͞Θͺ学΄͵いͳいう͞ͳͲ
ͤɽ会話ͺ͵͚ͳ΍隣Ͷ座ͮͱいΖͫ͜Ͳɼ
息遣いͲ学΄Ζ͞ͳ΍あΕΉͤɽ͞ΗͺWEB
͹情報ͲͺͲ͘͵い͞ͳͲͤɽ͞Η͖Δ͹技
術͹伝承Ν考えͱ΍同ͣ͞ͳ͗⾔えΉͤɽ
宮﨑：βーήϩΝͯ͜ͱ͹ώーοϡϩϨΠϨ
τΡͲ建築空間Ν体験ͤΖ試Ί͗χ΢ς͵ʹ
Ͳ⾏わΗͱいΉͤ͗ɼ技術͗進ΞͲ体験͹Ϫ
ϗϩ͗⾼Ήͮͪͳ͢ͱ΍ɼͨΗͺ克服Ͳ͘͵
い͹Ͳ͢Βう͖ɽϪαーχ͗CDͶ͵ͮͪͳͪ
ΞͶ伝わΔ͵い΍͹͗あΖͳいう͗ɼͨΗͺ
υζνϩ͹限界͵͹Ͳ͢Βう͖ɽ
桑原：答えͶ͵Ζ͖ʹう͖分͖Δ͵いͲͤ͗ɼ
部下ͳ意思͹疎通Ν図Ζͳ͘ɼ会わ͵͚ͱ΍
毎⽇電話ΝͤΖ͹͗良い͖ɼあΖいͺ会話ͺ
͵͚ͱ΍ͨͻͶいΖͫ͜Ͳいい͹͖ͳいう問
いͶ対͢ɼ答えͺ後者ͳ教わΕΉͪ͢ɽϨΠ
ϩ͠Ν肌Ͳ感ͣΖ͞ͳͺ⼤切Ͳͤɽ
⽶⼭：宮﨑先⽣͹質問ͺ核⼼ΝͯいͱいΖͳ
思いΉͤɽΨンϧ΢ンͲ何͗出来ͱ出来͵い
͖͹分別Ͷɼʹ͞ΉͲ⾃覚的Ͷ͵ΗΖ͖ͳい
う͞ͳͫͳ思いΉͤɽ例Ν挙͝ΖͳΨンϧ΢
ン旅⾏・鑑賞͵ʹͺ求ΌΖ情報͹ϪϗϩͶΓ
ΕΉͤ͗ɼ五感Ͳ感ͣ取Εͪい⼈ͺϨϠーφ
Ͳ満⾜Ͳ͘͵いͲ͢Βう͢ɼ絵画͹筆遣いΉ
Ͳͺ伝わΔ͵い͖΍知ΗΉͦΞɽ私΍仕事Ν
͢ͱいͱɼϨϠーφͲͺ仕上͝材͹⾊Ν決Ό
Ζ͞ͳ͗Ͳͥ͘ɼ結局γンϕϩΝ実際Ͷ届͜

3 班座談会参加ϟンώーʤ左上͖Δ
時計回ΕͶɼ宮﨑委員ɼ樋⼝幹事ɼ
⽶⼭委員ɼ菊池委員ɼ桑原委員ɼ
正野委員ʥ
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Ζ͖͢͵͖ͮͪͳいう͞ͳ͗あΕΉͪ͢ɽϨ
ϠーφͲʹ͞ΉͲ本質Ͷ迫ΗΖ͖͗肝要ͫͳ
思いΉͤ͗ɼ突͘詰ΌΔΗ͵い部分΍あͮͱɼ
ͨ͞Ͳ⾒え͵い΍͹ɼ͞·Ηͱ͚Ζ΍͹͹価
値Νʹう拾う͖͗⼤事Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽ
樋⼝：Ψンϧ΢ン͹υϟϨρφ͵内容͗多い
͹ͲɼϟϨρφ͹話΍Ͳ͘Ηͻͳ思いΉͤɽ
兵庫県͹城崎温泉廻ΕͲ⾒学会Ν開催ͤΖ͞
ͳͶ͵ͮͪ͹Ͳͤ͗ɼ遠⽅Ͳ現地΃出向͚事
͗困難ͫͮͪ為ɼh Ψンϧ΢ン⾒学会ʱͲ開催
ͤΖ͞ͳͶ͵ΕΉͪ͢ɽ現場͹所⻑͗持ͯΩ
ϟϧΝ通͢ͱ現場Ν確認ͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘ɼ時
間ͳ空間Ν超えͱ情報Ν共有Ͳͪ͘͞ͳͺ良
͖ͮͪͳ思いΉͪ͢ɽ
⽶⼭：ͨΗͺ満⾜Ν得ΔΗΖ情報Ϫϗϩ͹問
題ͫͳ思いΉͤɽͨ͞͹仕分͗͜ɼ技術͹伝
承ͳいう͞ͳͶ͕いͱ肝ͫͳ思いΉͤɽ
正野：昨年͹構造分科会͹特集ʤ11⽉号ʥͲ
΍ϨϠーφͶ関ͤΖΠンίーφΝ取ΕΉͪ͢
͗ɼ今後͹予測͖͗ͯ͵͚ͱ不安Ν覚えΖͳ
いͮͪυϟϨρφ͹意⾒͗多͚ΊΔΗΉͪ͢ɽ
究極͹τϪワーέ型͹技術͹伝承Ͷͯいͱ考
えΖͳɼ伝えͪい͞ͳ͗伝えͪい⼈Ͷξ΢Ϫ
έφͶ伝わΖςーϩͶ͵Ηͻ良いͳ思いΉͤ
͗ʹうͲ͢Βう͖ɽ
⽶⼭：ϏンυϝρέͺいͥΗ収束ͤΖ͹Ͳɼ
ͥͮͳΨンϧ΢ン͖͢出来͵いͳͺ思いΉͦ
ΞɽΨンϧ΢ンͺ選択肢͹⼀ͯͶ͵ΕɼΨン
ϧ΢ンͲ΍伝えΔΗΖ͞ͳͺΨンϧ΢ンΝ利
⽤͢続͜Ζ͞ͳͶ͵Ζ͹ͫΘうͳ思いΉͤɽ
正野：ͨ͹ͤΊ分͜ͺ⼤事ͫͳ思いΉͤɽ⽇
頃͹ξ΢Ϫέφ͵対話͹無駄話͹中͖Δ⼤事
͵͞ͳͶ気Ͱ͚͞ͳ΍あΕΉͤɽ
宮﨑：Ψンϧ΢ンͲ͹会議Ͳͺɼ意⾒Ν伝え
ͪいͳ͘Ͷ⼿Ν挙͝ͱ意思表⽰͢Ήͤ͗ɼϨ
Πϩ͹会議Ͳͺ⼿Ν挙͝ͱい͵いͳ͘ͶͯΉ
Δ͵ͨ͠う͵顔Νͪ͢Ε隣Ͷ΁ͯ΁ͯ⾔ͮͪ
Ε͢Ήͤɽ伝えΖͯ΍Ε͗͵い͞ͳ΍伝わΕ
Ήͤɽ実ͺͨΗ͗重要͵ΞͲͤ͸ɽ私͹授業
Ͳ΍余談話ΝͤΖͳɼͨΗͲΓ͚覚えͱ͚Η
ͱいͪΕ͢Ήͤɽ

◇教育͹場を守Ζ
樋⼝：技術Ν伝承ͤΖ為Ͷͺɼ教育͹場Ν守
Ζ必要͗あΖͳ考えͱいΉͤɽ私͹⼦供΍Ή
΍͵͚⼩学⽣ͲɼϨΠϩ͠Ώ緊張感͹͵い教

育環境Ͳ学΁͹ͺ避ͪ͜いͳ思ͮͱいΉͤ͗ɼ
ʹ͹ΓうͶ対処ͤΖ΄͖͘悩ΞͲいΉͤɽ⼩
学校教師Ν͢ͱいΖ私͹兄Ͷ聞いͱΊΖͳɼ
αϫψ禍͹授業ͺϨϠーφͶͱあΖ程度ͺ対
応可能ͫ͗ɼ⾏事・課外活動͗減ͮͱいΖ͞
ͳΝ嘆いͱいΉͪ͢ɽ⽂科省͹ʰαϫψͶ対
応ͪ͢⼩・中・⾼校⽣Ͷ͕͜Ζ教育活動͹実
施等Ͷ関ͤΖQ＆AʱͲͺɼ教師͹間͖Δ΍感
染対策Ν講ͣͪ上Ͳ͹学習ʤ課外ʥ活動ΝΏ
Εͪいͳいう声͗多͚上͗ͮͱいΉͪ͢ɽϨ
Ϡーφ授業等Ͳ知識Ν΢ンϕρφͲ͘Ζ機会
ͺ多いͳ思いΉͤ͗ɼΠΤφϕρφͤΖ機会
Ν͚ͯΖ͞ͳ͗肝要ͳ思いΉͤɽ得ͪ知識Ν
伝えΖ場͗Ψンϧ΢ンͫ͜Ͳ͵͚Ψϓϧ΢ン
Ͳ΍展開Ͳ͘Ζ場͗あΖͳ良いͲͤ͸ɽʹう
いう環境ͲあΗͻ学΄Ζ͖Ν考えΖ͖ͮ͘͜
Ͷ͵Ηͻͳ思いɼ⼀例ͳ͢ͱ次͹写真Ν⽤意
͢Ήͪ͢ɽ

ʰΨーϕン͵厨房ʱͳいう最近ͺΓ͚街中Ͳ⾒
͖͜Ήͤ͗ɼ作業⼯程͗ΨーϕンͶ͵ͮͱい
Ζ͞ͳͲɼ⼦供͗興味Ν持ͮͱ⾒学Ͳ͘ΖΓ
うͶ͵ͮͱいΉͤɽ͞͹写真͹ΓうͶɼαϫ
ψ禍Ͷ͕いͱ΍ɼ空間ͺ繋͗ͮͱい͵い͗ɼ
視線ͺ通Ζ装置͗重要Ͷ͵Ζ͹Ͳͺͳ考えͱ
いΉͤɽ
宮﨑：΢ンϕρφͳΠΤφϕρφ͹ώϧンη
͗取Ηͱい͵い現状ͺΓΘ͚͢͵いͲͤ͸ɽ
ϨϠーφ͹学⽣ͺͽͪͤΔ΢ンϕρφ͠ΗΖ

状況Ͳ⾟いͲ͢Βう͸ɽ現在ͺSNS͗普及͢
ͱいΖ͹ͶɼϨϠーφ授業ͺτϪϑ・ϧζΨ
ͳいͮͪ20世紀型͹ϟυΡΠ͹ΓうͶ発信ͤ
Ζͫ͜Ͷ͵ͮͱいΖɽ͞Ηͺͬ͞Δ΍反省͢
͵͜Ηͻ͵Δ͵い͹Ͳͤ͗ɼ学⽣側͖Δ΍発
信ͤΖ͞ͳ͗⼤事Ͳͤɽ
菊池：樋⼝͠Ξ͗提⽰ͪ͢写真ͺɼ普段⾒え
͵いͳ͞Θ͗⾒えΖͳいう͞ͳͲɼ学;͹η
Ϙーηͳ͢ͱ͹可能性͗⾒いͫͦͪͳ理解͢
ͱΓΘ͢いͲ͖ͤɽ
樋⼝：ͨうͲͤ͸ɽͨ͹可能性Ν探Ζ͖ͮ͘
͜Ͷ͵Ζ΍͹ͳ͢ͱ挙͝Ήͪ͢ɽ
菊池：͞͹隔ͱͪΪϧηͺ匂い΍伝わΔ͵い
͢ɼϨϠーφ͹感覚Ͷ近い͹Ͳͺ͵いͲ͢Β
う͖ɽあΖ意味ɼ断絶͗あΖ͹͖ͳ΍考えΔ
ΗΖ͹Ͳͺɽ
宮﨑：⼦供ͶͳͮͱίーΫΝ作Ζ⼈Ν初Όͱ
⾒ͱ想像⼒Ν͖͘⽴ͱΖͳいう教育的効果͗
あΖ͹Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽ
菊池：ͨういうϕϫιη͵ΔͻϤーοϣーϔ
͹Γう͵ςーϩΝ⽤いͱ伝えΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζ
͹Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽ
樋⼝：課外活動Ν充実ͦͪ͠いͳ͹思い͖Δɼ
αϫψ対策Ν⼗分取ͮͱɼ͖ͯ学΁͞ͳ͗Ͳ
͘Ζ空間͹⼀例ͳ͢ͱ⽰͢Ήͪ͢ɽ
正野：ίーΫΝ作ͮͱいΖ⽅΍緊張感ͺあΖ
Ͳ͢Βう͸ɽ
⽶⼭：͞ΗΝΨンϧ΢ンͳ同ͣͳ⾒Ζ͖ʹう

ʰΨーϕン͵厨房ʱ
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͖ͺɼ求ΌΖ情報͹ϪϗϩͶΓΖͲ͢Βうɽ
ίーΫ͹作Ε⽅Ν知Εͪい状況͵ΔɼϤー
οϣーϔͲ΍事⾜ΕΖͳ思いΉͤɽ
樋⼝：ʹ͞Ͷ重点Ν置͚͖ͺ重要Ͳͤ͸ɽ
Ϥーοϣーϔ等΍確͖Ͷ便利͵時代Ͷ͵ͮͱ
いΉͤ͗ɼϧ΢ϔ感Ν味わう上Ͳ΍ɼ課外活
動等ͺ͞Η͖Δ΍重要Ͷ͵Ζͳ考えΉͤɽ

◇経営者͹責任
⽶⼭：技術͹伝承ͳいう͞ͳͺ企業Ͷͳͮͱ
΍切迫ͪ͢問題Ͳͤ͗ɼ皆͠Ξ͹会社͹経営
者ͺʹう⾒ͱいΖ͹Ͳ͢Βう͖ɽ
桑原：現状ɼ当社ʤ⽵中⼯務店ʥͺ戦略的͵
΍͹ͺ何΍͢ͱい͵いͳ思いΉͤɽ去年͹新
⼈ͺ同ͣ場所Ͳ͹寮⽣活͗Ͳͥ͘ɼ同期同⼠
͹対話͹͵い状態Ͳ現場΃出ͱい͚͞ͳͶ͵
Εɼ͖わいͨうͲͪ͢͸ɽ上層部ͺ͞͹状況
Νʹう͢Γうͳ͢ͱいΖ͹͖⾒えͱ͘ͱいΉ
ͦΞɽ
菊池：当社ʤ安井建築設計事務所ʥͺɼ100
年͹歴史͹⻑͠Ν考えΖͳɼ技術͹伝承Ͷͯ
いͱ考え続͜͵͜Ηͻ͵Δ͵い問題Ͳͤ͗ɼ
Ήͫ確信Ͳ͘Ζ΍͹ͺ͵いͲͤ͸ɽ限ΔΗͪ
状況下ͲͺあΕΉͤ͗ɼ考えͱ⾏͖͵͜Ηͻ
͵Δ͵い͞ͳΝαϫψͶΓͮͱ気Ͱ͖͠Ηͪ
ͳいͮͱ΍Γいɽ
樋⼝：当社ʤ鴻池組ʥͲͺɼ教育・ϟンνϩ
Ͷͯいͱ中堅ͳ若⼿͗ϘΠΝ組΋ʰϟンνー
制度ʱΝ導⼊͢ͱいΉͤɽ技術・知識͹⽀援
ͺ΍ͬΘΞɼい͖Ͷ若⼿͹⼼͹内Ν探ͮͱい
͚͖Ν重要視͢ͱいΉͤɽ
⽶⼭：ͨΗͺΨンϧ΢ンͲ͹対応Ͳ͖ͤɽ
樋⼝：対⾯Ͳͤɽ
⽶⼭：ͨ͗͞ϛ΢ンφͲͤ͸ɽ

◇情報͹知恵化ͳいうこͳ
宮﨑：αϫψͶ͵Ζ前͹皆͠Ξ͹会社͹研
修・ιϝψーͳいう͹ͺ役Ͷ⽴ͮͪ͹Ͳ͢Β
う͖ɽ寮Ͳ͹経験͵ʹͺΓ͚聞͖͠ΗΖ͹Ͳ
ͤ͗…ɽ
技術͹伝承ͺ͞ΗΉͲ΍Ώͮͱ͞ΔΗͪͳ思
いΉͤ͗ɼ今ɼ⾒直ͪ͢ͳ͘Ͷ伝えΓうͳ͢
ͪ͞ͳͳɼ実際伝わͮͪ͞ͳͺ΢αーϩͲ͢
͖ͪɽ
桑原：習ͮͪ͞ͳͺ必ͥ役Ͷ⽴ͮͱいΉͤɽ
ͨ͹時ɼ研修͹場͹温度感Ν肌Ͳ感ͣΖͳϕ

ϧηΠϩϓΟͲ学΄Ζ͞ͳ͗多͖ͮͪΓうͶ
思いΉͤɽ
樋⼝：研修内容ͨ͹΍͹ΓΕ΍αϝϣωτΡ
感ɼ⼈間関係͵ʹͳ相Ήͮͱɼ記憶Ͷ残ͮͱ
いΖ͞ͳ͗多いΓうͶ思いΉͤɽ
宮﨑：伝えΖ内容΍⼤切ͫ͗ɼιρφͲ抱͘
合わͦΖ͞ͳ͗ΓΕ⼤事ͲɼΓΕ伝わΖ͹Ͳ
͢Βう͖ɽ
⽶⼭：学⽣時代Ͷ先⽣͖Δ教わͮͪ͞ͳΝ直
接思い出ͦ͵͚ͱ΍ɼ前後͹思い出ͳ結;ͯ
いͱ強͚頭Ͷ残ͮͱいΖ΍͹΍あΕΉͤɽ伝
えͪい΍͹͗あͮͱ伝えΖ側ͺ伝えΖɼͲ΍
受͜取Ζ側ͺ別͹΍͹ͳ結;付͜ͱ少͢違う
΍͹ͳ͢ͱ受͜⽌ΌΖ͞ͳ΍往々Ͷ͢ͱあΖɼ
ͳ⽣徒͹側͖Δͺ思ͮͪΕ΍͢Ήͤɽ
宮﨑：全然ɼ逆͹͞ͳΝ伝えΖ͞ͳͲ良͚伝
わΖ͞ͳ΍あΕΉͤɽ料理Ͳ΍⽢͠Ν引͘⽴
ͱΓうͳͤΖͳ塩Ν⼊Η͵いͳい͜͵い͹ͳ
同ͣΓうͶɽ
菊池：ιϝψーɼ研修ͳいう͹ͺɼ⼊⼒ͤΖɼ
΢ンϕρφͤΖͳいう視点Ͷ͕いͱ͚ͤ͟⼤
事͵͞ͳͫͳ思ͮͱいΖ͢ɼ役Ͷ⽴ͮͱいΖ
ͳ思いΉͤɽͨΗΝ技術Ͷͯ͵͝Γうͳͪ͢
ͳ͘ɼφϧ΢・Πンχ・ΦϧーΝ繰Ε返ͤͳ
いう 2 段階͹考え⽅͗必要͵͹Ͳͺ͵い͖…
両⽅Ώͮͱい͚͞ͳͲ形Ͷ͵ͮͱい͚ͳいう
͖…ɽ
宮﨑：私͹恩師ɼ村上處直先⽣͕͗ͮ͢Ύͮ
ͱいͪ͞ͳΝ思い出͢Ήͪ͢ɽh 情報ʱΝい͖
Ͷʰ知恵ʱ化ͤΖ͖ͳいう͞ͳͲͤɽ学΁ͫ
͜Ͳͺ知恵Ͷ͵ΕΉͦΞɽ失敗ͤΖɼ体験͗
あΖͳ知恵Ͷ͵ΕΉͤɽ技術Ν伝えΖͳいう
͞ͳͺ情報Ν伝えΖͳいう͞ͳͳ履͘違えͱ
ͺξϟͫͳいう͞ͳΝ強͚⾔ͮͱ͕ΔΗΉ͢
ͪɽ
正野：昔͹研修ͺ役Ͷ⽴ͮͪͳ思いΉͤɽ今
ͺ役Ͷ⽴ͯ΍͹ͳ役Ͷ⽴ͪ͵い΍͹͹線引͘
͗難͢いͳ感ͣͱ͕ΕΉͤɽ研修ͺ実体験Ͳ
理解ͺ早Ήͮͪͳͺ思いΉͤ͗ɼ歳Ν重͸Ζ
ͳ処理能⼒͗落ͬͱい͚ͳいう不安Ν感ͣΖ
͞ͳ͗あΕΉͤɽ
樋⼝：情報͹知恵化Ͷͯいͱ⾔うͳɼh 叱責ʱ
͠ΗΖ場͗少͵͚͵ͮͱいΖͳ思いΉͤɽͨ
ういͮͪ場Νʹうͪ͢Δ提供Ͳ͘Ζ͖ɼ今後
検討ͤΖ必要͗あΖΓうͶ思いΉͤɽ
⽶⼭：h 知恵化ʱ͗ʹういͮͪ状況Ͳ起͞Ζ

͖͗ϛ΢ンφͫͳ思いΉͤɽΨンϧ΢ンͺ知
恵化͹前͹情報͹΢ンϕρφ͹段階Ͳͺϛζ
τΡϔͫ͗ɼ知恵化ͤΖ段階Ͳ経験͹必要͗
あΖ͵Δͻɼ別͹要素΍必要ͳ思いΉͤɽ
宮﨑：ͳいうΓΕɼ体験Ν通͢ͱ情報Ν知恵
化ͤΖ͞ͳͶΨンϧ΢ン͹技術͗付いͱいͮ
ͱい͵いɼ⽋͜ͱいΖͳΊΖ͞ͳ΍Ͳ͘Ζɽ
΀ͫΞ͖ΔΨンϧ΢ンͲ何͗伝わΔ͵い͹͖
Ν考えΖ͗ɼ伝えΓうͳ͢ͱい͵い͞ͳ͗伝
わΕɼͨΗ͗役Ͷ⽴ͮͱいΖ͞ͳ΍分͖ͮͪɽ
樋⼝͠Ξ͹話Ͳ出ͪɼ本来必要Ͳ͵い課外活
動͹必要性Ν再認識͢危機感Ν持ͬΉͤɽ経
験ɼ体験ΝΨンϧ΢ンͲʹうΏͮͱ伝えΔΗ
Ζ͖考えͱ⾏ͪ͘いͲͤɽ
樋⼝：今回͹座談会Ͳͺɼ各々͹⽴場͖Δɼ
技術͹伝承Ͷ͕͜Ζ様々͵議論͗出来ɼ有意
義͵時間ͫͮͪͳ感ͣͱ͕ΕΉͤɽ皆͠Ήɼ
本⽇ͺあΕ͗ͳう͟͡いΉͪ͢ɽ
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本特集͉Ȃコυ΢禍́身͈回ͤ́生̲̀いͥ

環境͈変化ͬȂ Ĵ ͈̾Ξーζͅ分類̱Ȃ座談

会ͬ行̹̽内容ͬ記録̱̹͈́͜あͥȃ様々

̈́立場͈経験談ͬ収集̳ͥ為ͅȂ複数͈分科

会̀ͅ合同́取ͤ組͚運͍̹͂̈́̽ȃ̹͘Ȃ

コυ΢禍́急激ͅ普及̱̹ŘņŃ会議ͬ活用̳

ͥ事͜初͈͛̀試͙́あ̹̽ȃ参加人数͈多

いŘņŃ会議͈́司会進行͉Ȃ困難ͬ極̹̦͛Ȃ

委員͈皆様͈̮協力́何̥͂΃ΗΙ̹͂̈́̽ȃ

論考͉個人的̈́経験ͬ基ͅ展開̯̤ͦ̀ͤȂ

コυ΢禍͈́変化̦生々̱̩記述̯̤ͦ̀ͤȂ

読者͈共感͜得や̳い͈̹͈͉̈́̽́̈́͜ͅ

い̺ͧう̥ȃ̷̱̥̱̦͉̈́ͣͦͣȂ地球規

模́起̧̀いͥ変化͈一部ͅ過̨̈́いȃ本特

集ͬ通̲̀Ȃ読者自身̦コυ΢禍̤̫ͥͅ変

化ͅ思いͬ巡̵ͣͥ機会͂̈́ͦ͊幸い́あͥȃ

本特集ͬ読͙返̱Ȃ̭͈͢う̈́事͜あ̹̽̈́

͂思い出話͂̈́ͥ日常̦逸早̩訪ͦͥ事ͬ願

う̥͊ͤ́あͥȃ

 Ȫ樋口展寛ȫ

新型コυ΢ウͼσΑ騒動́人々͈価値観͉大

̧̩変わͤ多様化̱̾̾あͥȃ騒動自体͉Υ

΄Ξͻή̈́事象́あ̦ͥȂ座談会́語̹ͣͦ

体験談や̮意見͉εΐΞͻή̈́価値観͒͂転

換̱̀いͥ内容̦多̥̹̽ȃ̷̱̀コρδ企

画̱͂̀多様̈́立場͈方々̤͂話̳̭ͥ͂́Ȃ

多様化̱̹価値観̤̫ͥͅ建築や都市͈あͤ

方ͬ考え̧̥̫̹ͥ̽͂̈́̽ȃ今後ͺέΗー

コυ΢ͅ向̫̀ȂεΐΞͻή̈́価値観̦ͤ͢

良い社会͈構築ͅ寄与̳̭ͥ͂ͬ願̽̀いͥȃ

 Ȫ平岡翔太ȫ

日本建築協会ͅ入会̱̀初͈͛̀参加活動

́あ̹̽ȃŘņŃ形式͂いう̭͂͜あͤ不安͜

あ̹̦̽Ȃいい意味́協会活動͈ΧーΡσ̦

下̦ͤȂ΃ΐュͺσͅ発言̧̦́ͥ場́あ̹̽

͢うͅ感̲ͥȃ̹͘ȶ建築͂社会ȷ͂いう誌

名通ͤȂ様々̈́立場͈方々͂建築ͬ通̲̹意

見ͬ取ͤ交わ̵̹̭͉͂普段͈生活͉́得ͥ

̧̭̦͂́̈́い非常ͅ有意義̈́時間̹͂̈́̽ȃ

対面̳̭̦ͥ͂難̱い今̷̺̥̭ͣȂ̭う̱

̹活動̦重要͈̺̈́͂強̩感̲̹ȃ

 Ȫ瀧田暁ȫ

コυ΢禍́ゆ̪ͣ生活͂΂ςンάΛ·Ȃ多発

̳ͥ大災害Ȃ政治や経済͈社会状況̈́̓Ȃ現

在͈激動͈時代͉未来̤ͅい͈̀̓͢うͅ映

̺ͥͧう̥ȃ私̥͉ͣ編集͈企画̱͂̀ Ĵ ̾

͈試͙ͬ提案̵̯̀い̹̺い̹ȃ̴͉͘ȶ建

築͂社会͈時代性ͬ考えͥȷ͂いう年度Ξー

ζ͈提案ȃ続い̭͈̀ͦ́͘縦割̥ͤͣ横ͅ

̪̾̈́コρδ分科会方式ȃ̷̱̀誌面ͬ編集

委員͈経験や思いͬγΛΠͅ展開̳ͥ Ĵ 連発

͈座談会́あͥȃͺー΃ͼή͂サυン͈·υ

Α΂ーΨー̳ͥ新̹̈́ȶ建築͂社会ȷ͈編集

企画͈試͙͂̈́ͦ͊幸い́あͥȃ

 Ȫ田中直人ȫ

ĵ 月̥͈ͣ参加̺̹̦̽Ȃ色々̈́方͈意見̦

聞̫̀大変勉強̹̈́̽ͅȃςκーΠワー·͈

普及等ͥ͢ͅ生活͈合理化͂Ȃ体験や経験̈́

͈̓消費意欲̦コυ΢禍以前͈͢うͅ満̵̹

̩̹̭͈̈́̈́̽͂ΑΠτΑ̦͂均衡̱̀いͥ

͈̦現在͈状況̺͂捉え̀いͥȃコυ΢禍̦

̭͈先̓う͈̥͉̈́ͥ分̥ͣ̈́い̦Ȃ建築͈

果̹̳役割̦時代͈要請ͅέͻΛΠ̧́ͥ͢

うȂ自分͉行政͈立場̥ͣ取ͤ組ͭ́い̧̹

い͂思うȃ

 Ȫ奥山陽二ȫ

コυ΢禍́様々̈́情報̦飛͍交う中Ȃ何̦正

̱い͈̥Ȃ判断̳̭͉ͥ͂͂̀͜難̱いȃ今

́͘͜様々̈́議論̦交わ̧̯̹̦ͦ̀Ȃ多様

̈́属性ͬ̾͜全͈̀人̹̻̦腑ͅ落̻ͥ正̱

い答え̈́̓Ȃ到底導̧出̵̈́い͈̺͂͜思̽

̀いͥȃ̷ͦ́͜Ȃ世界中͈誰̦͜当事者͂

̈́ͤȂ立̻止̽̀͘考え̭͉ͥ͂Ḁ̑̾̀無

関心̺̹̽他者ͬ慮̧̥̫̹̭ͥ̽̈́̽͂ͅ

͉確̥́あͥȃ感情論̺̫͉́何͜解決̱̈́

い̦一番大切̭͈̈́͂͢う̈́気̦̱̀いͥȃ

 Ȫ東拓郎ȫ

他͈分科会ιンΨー͂共ͅ特集記事ͬ企画̳

̭ͥ͂ͅ対̱̀Ȃ当初͉不安̥͊ͤ感̲̀い

̹͈̺̦Ȃ始͙͛̀ͥ͂Ḁ̩̑͂ͅ楽̱̩刺

激的͈̈́́͜あ̹̽ȃ私͈拙い司会͜ͅ関わ

̴ͣȂ座談会͈内容̦充実̱̹͈̹̈́̽͜ͅ

͈͉Ȃ参加̱̀い̹̺い̹͙̯͈̤̥̬̈́ͭ

́あͥȃ今回͈特集͉Ȃ幅広い会員ͬ̾͜協

会͉͈̈́ͣ́記事̹͈͉̈́̽́̈́ͅい̺ͧう

̥ȃ建築ͅ携わͥ様々̈́分野͈方͂交流̳ͥ

̷̭̭͂Ȃ̭う̱̹組織ͅ参加̳ͥ意義͈̈́

̺͂改͛̀感̲̹ȃ

 Ȫ渡部剛ȫ

̭ͦほ̓大̧̈́規模́Ȃ行動͈抑制や生活様

式͈変化ͅ見舞わ̹̭͉ͦ͂初͈͛̀経験́

あͥȃ建築ͅ携わͥ者̱͂̀Ȃ地震や洪水̈́

̓天災ͅ対̷̱͉͈̀対処方法ͅ敏感̈́̽ͅ

̀いͥ͂自負̱̀い̦ͥȂ今回͈出来事͉発

生当初Ȃ対処方法等想定̧̳ͣ́̈́い出来事

̺͂感̲̹ȃ今回͈企画́Ȃ長い歴史͈中́

͉̹͍̹͍見舞わ̧̹ͦ̀脅威ͅ対̱̀学習

̱̦̈́ͣ深̩考えͥ機会ͬ得̧̭̦̹ͥ͂́ȃ

今後何̥͈糧̧́ͦ͊͂ͅ思うȃ

 Ȫ東一彦ȫ

編集後記
企画（幹事分科会）　建築計画系分科会

共同企画
　計画系分科会・構造分科会・設備分科会・施工材料分科会・

　　　　法令分科会・インテリア住宅系分科会・作品作風小委員会
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ĳıĳı年 Ķ 月 ĵ 日ͅ厚生労働省̦ȶ新̱い生活

様式ȷͬ公表̱̀以降Ȃ新型コυ΢ウͼσΑ

ͥ͢ͅςΑ·͂共ͅ生̧̀い̩̹͈͛対策や

政策̦い̩̾͜提唱̧̯̹ͦ̀ȃ今回座談会

́取ͤ上̬̹ Ĵ ͈̾項目̷͉͈Ȫ提唱͈ȫ一

部̥̱ͦ̈́͜い̦Ȃ今建築業界̦直面̱̀い

ͥ問題́あͤȂ乗ͤ越え̫̈́ͦ͊い̫̈́い課

題́あͥȃコυ΢禍̤ͅい̀自͈ͣȶ体験ȷ

ͬ元ͅ各Ξーζ́議論̱̹内容̦記録̱͂̀

未来ͅ伝え̀い̫ͦ͊͂考えͥȃ

 Ȫ藤原寛ȫ

コυ΢禍̤̫ͥͅ仕事͈あͤ方̾ͅい̀考え

̵̯ͣͦͥ Ĳ 年̺̹̽ȃςκーΠワー·̦一

気ͅ加速̱Ȃ集̽̀͘仕事̳ͬͥȪ̭͈会合

̷͜う̳̦́ȫ͂い̹̽概念̦崩̭ͦͥ͂́Ȃ

上司̦勤怠管理̱̀い̹時代̥ͣ成果̽͢ͅ

̀評価̯ͦͥ時代͒͂日本͜変わ̽̀い̩͂

思うȃ働̧方改革̦叫͊ͦ̀久̱い̦Ȃ̭ͦ

ͬ機ͅ機械化やIńŕ活用ͥ͢ͅ建設Ņřͬ進͛̀

い̧Ȃ魅力͈あͥ建設業ͬ発信̱続̫̭ͥ͂

̦大切̺͂感̲̹ȃ

 Ȫ吉田克寿ȫ

都市͈本質͉限̹ͣͦエςͺͅ見知ͣ͆人々

̦集̽̀͘暮̱ͣ̀い̭̺ͥ͂͂思うȃ

ȶソーΏλσΟͻΑΗンΑȷ̽̀͢ͅȂ満員電

車͈混雑͉少̩̈́̈́ͤȂ社会ͅゆ̦͂ͤ生̲

̹͢う͜ͅ見えͥȃ̱̥̱Ȃ祭͈神輿̨̥̾

͈熱気やȂ̳̱詰͛ρͼή͈一体感̈́̓Ȃコ

υ΢禍̦過̨ͦ͊戻̽̀ほ̱い͈͜͜あͥȃ

ȶソーΏλσΟͻΑΗンΑȷ͉コυ΢禍̦過

̨̀͜手洗いやう̦い͈͢うͅ生活͈一部ͅ

残̽̀い̩͈̺ͧう̥ȃ

 Ȫ下坂浩和ȫ

コυ΢禍̤ͅい̀Ȃ人͈͂距離感͉遠̩̈́ͣ

̰ͥͬ得̈́い状況̱̹̦͂̈́̽̀̽͘Ȃ逆ͅ

遠̩͈人͂Θͼτ·ΠͅコηュΣΉーΏョン

ͬ取ͥΜーσ͉加速度的ͅ発達̳̺ͥͧうȃ

距離ͬ感̵̲̯̈́いΞ·Φυΐー̦次々͂生

͙̺̯ͦȂ例え͊Ķı年後͉ͅŔŇ映画͈͢うͅ

宇宙͂地球͂́立体γυΈρθ͈͢う̈́映像

́コηュΣΉーΏョンͬ取̽̀い̥̱ͥͦ͜

̈́いȃ̷̱̥̱̦ͦ当̹ͤ前͈世界͒͂変化

̱̀い̽̀͜Ȃςͺσͅ人͂交流̳ͥ楽̱̯

̷͈͂価値͉失わ̭͉ͦͥ͂無い͂思うȃ̈́

̶̈́ͣ皆̷̦͈大切̯ͬ知̽̀い̥ͥͣȃ

 Ȫ黒栁亮ȫ

コυ΢禍ͬ経験̱̹̭͂̽̀͢ͅȂ建築や社

会ͬ考えͥ上͈́新̱い価値観͉生̹ͦ͘ȃ

特ͅ働̩上͈́無駄̈́考えや時間̦削̹ͣͦ

̭͉͂大̧い͂感̲ͥȃ̹̺今回͈対症療法

的̈́対策や議論͈是非͉͜う少̱状況̦落̻

着い̹ͣ考え直̧̳͓͂思うȃワ·Ιン̦Ϋ

ΐΥᾼ̈́ͤ̾̾あ͈ͥ́Ȃ終わ̦ͤ見え̀

̧̹感͉あ̦ͥȃ昨年͈編集後記͜ͅ同̲̭

͂ͬ書い̹̦Ȃ今͉̹̺̹̺早̩気兼͇̩̈́

建築ͬ見ͅ行̫ͥ日̦来̀ほ̱いȃ

 Ȫ桑原悠樹ȫ

ΩンΟηΛ·収束後͜Ȃ΂ンρͼン͉コηュ

ΣΉーΏョン・Μーσ͈̱͌͂̾͂̀社会ͅ

深̩浸透̱続̫̺ͥͧう̦Ȃ使用̳ͥ場面͈

選択̦肝要͂思わͦͥȃ座談会ͬ通̲̀Ȃ建

築設計͈͢う̈́生産的̈́行為̤ͅい͉̀Ȃ確

認や合意̦得や̳̩見通̱ͬ立̀や̳い場面

͉́有用̈́一方́Ȃ問題͈解決や状況͈打破

̈́̓ȶΐλンίȷͬ必要̳͂ͥ局面͉ͅ不向

̧Ȃ͂いう仮説̷̈́ͤͅう̺ȃ今回目玉͈コ

ρδ企画͈成否͂合わ̵̀Ȃ読者͈皆様͜ͅ

̮意見ͬ問う͙̹̀いȃ

 Ȫ米山剛史ȫ

ȶ̩͢遊͍Ȃ̩͢学͓ȷ͂いうȃ

真逆礼賛ȃ腹筋ͬ鍛え̧͉ͥ͂背筋͜鍛えͧȃ

̭ͦ͜同様ȃ͉や͈ͤ人工知能ȃ実͉機械学

習ͅȶ͈͜忘ͦȷ̵̯̹ͣ学習成績̦飛躍的

ͅ向上̱̹͂いうΧ΢Ώȃ̭̹ͦ͘真逆ȃ̯

̀コυ΢禍ȃ確̥ͅ災いȃ高い授業料ͬ払̽

̹̺̫ͅȂ̷͈真逆͈ȶ果実ȷ̷̦̭ͅ…

 Ȫ宮﨑͌ͧ志ȫ

本企画ͬ通̲Ȃコυ΢禍ͬ冷静ͅ見̾͛ͥ参加

者͈幅広い視座ͅ触̹̭̦ͦͣͦ͂Ȃ大̧̈́収

穫́あ̹̽ȃコυ΢禍͈́ŘņŃ会議や在宅勤

務̦新̱い生活様式ͬ提示̱̹一方Ȃ横断的̈́

議論ͬ通̲̀Ȃ根源的̈́技術͈伝承や人間関

係形成̤ͅい͉̀Ȃςͺσ͂ŘņŃ͈選択̦͢

ͤ重要́あ̭̦ͥ͂浮̧彫̹ͤ͂̈́̽ȃ今後Ȃ

我々̦取ͤ戻̧̳͓͈͉̈́Ȃコυ΢禍前͈生

活͉̩́̈́Ȃ状況ͅ応̲̀取捨選択̳ͥȂ生

活様式͈ȶ的確̈́引̧算ȷ͈̥̱̈́ͦ̈́͜いȃ

 Ȫ菊池浩輔ȫ

構造分科会̥ͣ担̨出̯ͦȂい͈̾間̥ͅ座

談会̱ͬ̀いͥ͂いう不思議̈́巡ͤ合わ̵

̺̹̽ȃコυ΢禍̤̫ͥͅ我々͈責務ͬ見直

̳良い転機̈́ͥ͂ͅ共ͅȂ各々͈発言ͅ共感

̳̭̦ͥ͂多̩Ȃ改͛̀ȸ分野・専門͉違え

̓͜Ȃ͙̈́目指̧̳͓先͉同̲ȹ̺̈́ͭ͂感

̲̹ȃコυ΢͉憎い͈̺̦͜Ȃ各委員会̦コ

ρδ̧́ͥ͂いう新̱い試͙͂̈́ͤȂ今後͈

建築͂社会ͬ盛ͤ上̬̀い̩良い̧̥̫̽͂

̹͈͉̈́̽́̈́い̺ͧう̥ȃ

 Ȫ正野和司ȫ

一昨年末̥ͣ会誌活性化̾ͅい͈̀議論ͬ続

̫̀いͥȃ̷̭́出̹ͺͼΟͺ͈一̦̾分科

会同士͈コρδτーΏョンȃ今月͈特集̷̦

͈コρδ企画第 Ĳ 弾̺̹̽ȃ初回͂いう̭͂

͜あͤḀ̮̑̈́ͤ苦労͜あ̹̥̽͂思う̦Ȃ

今́͘全̩交流͈̥̹̈́̽各分科会͈委員同

士̦Ȃ座談会ͬ含͛ ķ 回͈͜会合ͬ重͇̀い

̹̺い̹ȃ座談会͈内容̥ͣ͜委員同士͈交

流͈意義͂いう͈ͬ͜強̩感̲̹ȃ今回͈特

集ͅ参加̯̹ͦ方͜同様͉́̈́い̺ͧう̥ȃ

今後͉Ȃ日本建築協会͈特徴́あͥ多様性ͬ

活̥̳͓̩Ȃ分科会同士̺̫̩́̈́交流͈範

囲ͬ会員全体ͅ広̬̀い̫ͦ͊͂考え̀いͥȃ

 Ȫ編集委員長ȁ中原岳夫ȫ
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 京都市内の近年の宿泊施設の動向

　歴史ある寺社仏閣や風光明媚な名所、京町
家が立ち並ぶ風情ある町並みなど、伝統的な
景観や文化を維持する京都市には、魅力ある
観光都市として、国内外を問わず多くの観光
客が訪れる。
　京都観光総合調査によると、市内の外国人
宿泊客数は、平成26年には約180万人であっ
たが、平成27年以降急激に増え続け、平成30
年には約450万人と過去最高を記録した。
　こうした外国人宿泊客の伸びをはじめとす
る宿泊需要が高まる一方で、平成27年当時は
市内の宿泊施設の供給量が不足し、特に日本
人宿泊客やビジネス客が「京都に泊まりたく
ても泊まれない。」という状況が生じていた。
　東京オリンピック開催による更なる訪日観
光客の増加など、当時想定された今後の宿泊
需要に対応するため、本市では平成28年に、
令和2年度までの5年間で、宿泊施設客室を
約 3万室から 4万室へ増やす方針を掲げた。
その後、宿泊施設は想定を上回るスピードで
急激に増え、3年後の平成31年 3月末には約
4.6万室と目標に達し、令和2年3月末には約
5.3万室となり、計画中のものも含めると、施
設数としては、基本的には満たされている状
況に至った。
　こうした状況を踏まえ、今後は、より質の
高い宿泊施設を将来に向けて確保していくこ
とが次なる課題となってきた。
　超高齢社会が進展し、高齢者や障害者の利
用機会が増えることが見込まれるだけでなく、
コロナ禍においては、軽症者の受け入れや避
難施設としても利用されるなど、宿泊施設が
市民の安心安全に貢献する事例も見られた。
　今後はより一層、誰もが利用しやすい、よ
り質の高い宿泊環境を整えていくことが求め
られる段階となる中、「どこでも、誰でも、自
由に、使いやすく」といったユニバーサルデ

ザインの観点から、この度、市内全ての宿泊
施設を対象に、客室内部のバリアフリー基準
を新設することとした。
　さらに、高齢者や障害者をはじめとする宿
泊施設利用予定者や修学旅行などの団体旅行
を検討する関係者などが、事前に宿泊施設の
ハード・ソフトのバリアフリー対応状況を把
握し、ニーズに応じた施設を選択できるよう、
宿泊施設に関するバリアフリー情報の公表を
義務付ける制度を新たに創設するものである。
（宿泊施設における客室内部の新基準及びバリ
アフリー情報の公表制度は、令和3年10月 1
日から施行。また、既存施設についてはいず
れも努力義務としている。）

 一般客室内部のバリアフリー化

　本市はこれまで、宿泊施設について、「高齢
者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関す
る法律」（以下「法」という。）で対象規模を
床面積2,000㎡以上としているものを「京都市
建築物等のバリアフリーの促進に関する条例」
（以下「条例」という。）で床面積を1,000㎡以
上に引き下げし、法及び条例に基づき、共用
部分や客室までの経路のバリアフリー化、車
椅子使用者用客室の設置の義務化を行ってき
た。
　今回の条例改正では、全ての客室内部を対
象に新たな基準を設けており、車椅子使用者
用客室のように、車椅子使用者に特化した客
室だけではなく、高齢者や肢体不自由者、妊
産婦など移動の制限を受ける方を含む全ての
利用者にとって使いやすい客室の整備を目的
としている。
　また、介助のためのスペースにも配慮して
おり、自立度が高い車椅子使用者にとっては、
客室選択肢の拡充につながるものと考えてい
る。
■客室内部の新基準
・客室の出入口の幅は80㎝以上（実施済み）
・客室内に段差を設けないこと
・ 客室内にベッドを設ける場合は、ベッド長
辺の側面に車椅子使用者のベッドへの移乗

スペースを確保すること（客室内のベッド
数の1/2以上のベッドに適用（ベッド数が
2以下の場合は全て））

・ ベッドに近接する位置には、車椅子の方向
転換スペースを設けること
・ 客室内の便所及び浴室等の出入口の幅は
75㎝以上
・腰掛便座及び手すりを適切に設置すること
・ 便座・浴槽等の横に車椅子使用者が移乗で
きる空間を確保すること
・ 客室出入口からベッド並びに便所及び浴室
までの経路の幅は100㎝以上確保すること
（扉前などで方向転換が必要な部分以外は
80cm）

 バリアフリー情報の公表制度

　高齢者や障害者が宿泊施設を利用する際に
は、事前に宿泊施設のバリアフリー情報を把
握できることが安心安全な利用につながるも
のと考えられる。
　また、宿泊施設のハード面での条件や必要
となる支援やサービスは、高齢者や障害者の
特性、状況に応じて一人ひとり異なることが
想定されるため、設備やサービスなどのバリ
アフリーに関し、きめ細やかに情報発信を行
うことが望まれる。
　このため、今回創設の宿泊施設を対象とし
たバリアフリー情報の公表制度においては、
施設のホームページやパンフレット等で、施
設共用部のバリアフリー化の状況や車椅子使
用者用客室の有無、一般客室のバリアフリー
化の状況などのハード面のバリアフリー情報
の公表を義務づけるとともに、備品の貸し出
しやサービス等の提供などソフト面のバリア
フリー対応についても、積極的に公表してい
ただけるよう促していく。
　本市のホームページにおいても、各宿泊施
設から届出のあったバリアフリー情報を集約
して公表し、来訪される誰もが自分のニーズ
に応じて安心して利用ができる宿泊施設を容
易に検索できるよう、環境を整えていきたい。
 （おかだ　まきこ）
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法 令
コーナー

ホテルの客室内部を対象
としたバリアフリー基準
の新設
―京都市建築物等のバリアフリー
の促進に関する条例改正―

岡田満紀子
京都市都市計画局建築審査課バリアフリー推進係長

ベッド長辺の側面に車椅子使用者のベッドへの移乗スペースを確保
（客室内のベッド数の 1/2 以上（ベッド数が２以下の場合は全て）の
ベッドに適用）

建物出入口から
客室出入口までの
通路：１２０㎝以上
出入口：８０㎝以上

実施済み

車椅子の方向転換スペース
（例：直径１２０㎝以上）

便所・浴室の出入口：
７５㎝以上、段差なし

腰掛け便座及び手すりを
適切に設置

便座・浴槽の横に
車椅子が寄り付ける
空間を確保

道路：幅１００㎝以上、段差なし

新基準を適用した客室（ツインルーム）の例



■はじめに
　敷地に起因する外的条件と、用途に起因す
る内的条件。それらを満たす事が出来れば、
建築はそこにあるのが当然であるかのような
自然な形になるだろう。同じ事はデザインに
ついても言える。洗練を重ねた建築は、何の
違和感も無く周囲に溶け込む事になる。
　そこにあるのが当然の、あたかも昔から
あった様な建物。東洋陶磁美術館はその様な
建物として中之島の地に建てられた。『建築と
社会』には1983年 1月号に掲載されている。
　今回本作品を取り上げるに際し、日建設計
で本作品を担当された横

よこがわ

川隆
りゅういち

一氏（1943～）
にお話をお聞きする事が出来た。本稿で特に
出典を示さない部分は全て横川氏から御教示
頂いた事である。

■設立の経緯
　東洋陶磁美術館は安

あ た か

宅コレクションの収蔵
施設として設立された。これは安宅産業株式
会社の経営者、安宅英

えいいち

一氏（1901～94）が
1951年から1975年までの24年間にわたって
収集した美術品コレクションである。しかし
1975年12月に第一次オイルショックに端を発
する経営危機が表面化し、1977年10月に伊藤
忠商事との吸収合併という形で安宅産業は創
業から73年の歴史に幕を閉じる。それに伴い
問題となったのが、同社が所有していた安宅
コレクションの行方であった。
　安宅コレクションは大きく三つの柱から
成っていた。そのうちの速水御

ぎょしゅう

舟コレクショ
ン106点は既に1976年 8月に安宅産業から山

やま

種
たね

美術館に一括有償譲渡されていた。問題と
なったのは残る二本の柱、中国陶磁と韓国陶
磁を主軸とする計965件のコレクションであ
る。中国陶磁144件には国宝 2件、重文10件
が含まれ、韓国陶磁789件も韓国以外では質
量ともに最大のコレクションである。更にそ
の他32件の中にも重文の奈

な

良
ら

三
さん

彩
さい

壺
つぼ

が含まれ
ており、これらは安宅産業の残存資産を引き

取ったエーシー産業の所有となっていたが、
これらが散逸の危機にある事は国会審議で取
り上げられるほどの社会問題になっていた。
最終的に最大の債権者だった住友銀行が中心
となり、住友グループ21社によって大阪市へ
寄贈されるのだが、それは次のような方法に
よって行われた。
　まず住友グループが1980年 3月末から 2年
間かけて大阪市の文化振興基金にコレクショ
ン購入資金151億9175万円を寄付する。美術
品は1980年 3月末に一旦エーシー産業から住
友銀行が買い取り、寄付金額が満額になった
時点で大阪市が住友銀行から買い入れる。更
に文化振興基金の 2年間の積み立てに伴う運
用利息約20億円で美術館を建設する。つまり
コレクションを無償譲渡しつつ美術館建設ま
でを事実上住友からの寄付によって行う、稀
に見る大規模な企業メセナであった。
　大阪市はこれを受け、中之島公園内の大阪
銀行協会跡地に東洋陶磁の美術館を建設する
事とした。これが東洋陶磁美術館である 1。

■基本提案の指名コンペ
　大阪市が美術館建設を発表したのが1980年
3月。 4～ 9月に美術館建設基本構想が策
定され、それに基づき大阪に本社を置く設計
事務所 3社による基本提案の指名コンペがな
された 2。横川氏によればこの時点で既に展
示品を自然採光で見せたいとの与条件が示さ
れていたのだが、これは後に初代館長となる
伊藤郁

いく

太
た

郎
ろう

氏（1931～）の要望によるもので
あった。
　伊藤氏は1955年に安宅産業に入社し、安宅
英一氏のもとで安宅コレクションの収集・管
理に携わりコレクションについて一番精通し
た人物であった 3。この時は安宅産業を退職
されエーシー産業の職員となっていたが、事
実上伊藤氏が施主側の担当者となり、美術館
の設計はこの後も伊藤氏と設計者との協議を
経て練り上げられる事になるのである。

「再読 関西の建築」
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大阪市立
東洋陶磁美術館

設計監理：大阪市都市整備局
　　　　　日建設計
施工：住友建設（本館）
　　　栗本建設工業（新館）

（1983年 1 月号）

安田徹也

竹中大工道具館
学芸員

所 在 地　大阪市北区中之島1-1
構　　造　RC造（一部SRC造）
規　　模　地下 1階　地上 3階
最高高さ　15.375m
敷地面積　3991.58㎡（増築前3232.58㎡）
建築面積　1555.65㎡（増築前1136.76㎡）
延床面積　3921.80㎡（増築前2498.70㎡）
工　　期　本館1981年 6月～1982年10月
　　　　　新館1997年 4月～1998年 9月

①全景を南から見る。1982年竣工の本館は地下 1階、地上 2階。写真右側の3階建て部分が1997～98年に増築された新館である。
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　さて、話を基本提案に戻すと、上記の条件
を踏まえて日建設計は展示ケース内だけに自
然光を取り入れる案を提案した。横川氏によ
れば、残り二社のうち一社は展示ケースの裏
に窓を付けて中之島の景色をバックに展示品
を見せる案だった。もう一社は部屋全体に自
然光を入れる案だった。後に伊藤氏が横川氏
に語った所によれば、この採光方法が決め手
となって日建設計案が選ばれたそうである。

この基本提案をもとに1980年11月から基本設
計が開始された。

■建物の概要
　展示方法と共に考えるべきなのが中之島と
いう敷地に対する配慮である。何しろ目の前
には大阪のシンボルとも言うべき中央公会堂
が陣取り、その奥にも中之島図書館、大阪市
庁舎、日銀大阪支店が建ち並ぶ。このうち大

阪市庁舎はちょうど建て替えの真っ最中で、
そちらも日建設計が設計したのだが、そこで
も新市庁舎には旧市庁舎の記憶を継承する事
が期待された 4。日銀大阪支店も建替えの危
機を乗り越えてファサード保存されたのが
1982年である。東洋陶磁美術館もそうした歴
史的景観への配慮が求められた。そこで建物
のボリュームは抑えめとし、塔屋の屋根は緑
青色の銅板葺きとし、外周は落ち着いた茶色

②東洋陶磁美術館　増築後平面図　　図面右（東）の色の濃い部分が1997～1998年の増築部分。
出典：『大阪市立東洋陶磁美術館と中之島』（日建設計　1999年）
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のタイルで覆う事とした。周囲の樹木を出来
るだけ残したのも環境への配慮である。また
川沿いなので増水や高潮にもそなえ、 1階床
高さを大阪湾最低潮位O.P.（Osaka Peil）か
ら5.25mの高さとした 5。これは防潮堤の高さ
（O.P.＋5.15m）＋10cmの高さである。
　建物の入口は中央公会堂正面の軸線上に配
置した。 1階には玄関ホールの他、事務室、
収蔵庫、喫茶室などを配し、展示室は全て 2
階にまとめた。地階には光庭に面した講堂や
倉庫などを設けている（図②）。基礎底には温
水と冷水の蓄熱槽を設けて空調の熱源とした。
これらは最初の提案書から変わらない本作品
の基本構成である 6。
　 2階の展示室は大きく韓国陶磁の 3室と中
国陶磁の 3室とに分けられる。伊藤氏曰く韓

国陶磁は自然で素朴なところがあり、中国陶
磁は堂々として力強い。そのため展示の順路
は、まず日常生活に近い韓国の作品を見て、
次に壮麗な中国の作品を見るルートとされた。
また韓国陶磁の展示室の天井高が3.4ｍなのに
対し、中国陶磁の展示室の天井を5.0ｍと高く
したのもこの様な作品の性格の違いに対応し
たものである（図⑤）。なお展示室は上記の
順路で巡回するだけでなくロビーから直接各
部屋へアクセスできる様にも配置されており、
これも伊藤氏の要望だった。
　建物の回遊ルートは反時計回り。これは東
洋の古美術が右から左に鑑賞するように作ら
れているためで、特に絵巻物などは順路が右
から左になっていないと鑑賞できない。もち
ろん立体物である陶磁器を見る上では必ずし

も反時計回りである必要は無いのだが、上記
の東洋美術の常識が踏襲された。
　与条件で延床面積は2500㎡以下と規定され
ており、横川氏によればそれ以内に収めるの
にも苦労したとの事である。
　内外装のタイルは伊奈製陶常滑工場製の特
注品で、外装は290×115×18mmの大型のタ
イル。全部同じ色だと味気ないが、現在のガ
ス窯では均一に焼きあがるため製品に色むら
が生じない。そこで5種類の土の成分を用い、
各濃淡 2種類の計10種類の色の異なるタイル
を製作した。更に10種類のタイルの使用割合
を変えた 5つの配置パターンを作成し、当時
の大島靖

やすし

大阪市長（1915～2010）の立ち合
いのもとタイルの配置パターンを決定した。
　一方の内装のタイルは外装と同素材のボー

③ 1階玄関ホールを 2階から見る ④ 2階展示ロビーを西から見る ⑤中国陶磁展示室（後漢～宋時代）を西から見る

⑥ 1階玄関ホールから 2階への階段 ⑦自然採光室の北側展示ケース ⑧自然採光室トップライトを北西から見る

⑨屋根の鋳物飾り

⑩正面玄関の鋳物飾り

③～⑦：筆者撮影（2020年11月）　①・⑧～⑩：筆者撮影（2021年 6月）
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ダータイルとし、階段蹴上の145mmをタイル
4枚分とすることで階段等の納まりとタイル
の割付とを連動させている。階段踊り場壁面
のタイルの突起の表現は岡田新一設計の岡山
市立オリエント美術館（1979年）の影響を受
けたとの事である（図⑥）。
　塔屋の屋根や正面玄関にはブロンズの鋳物
で作った飾りが取り付けられているが、それ
らは安宅コレクションの作品をモチーフにし
ている（図⑨⑩）。例えば屋根の飾りは唐代の
三
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ちょう
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を模したもの。また
15世紀韓国の粉

ふん

青
せい

印
いん

花
か

菊
き っ か

花文
もん

壺
つぼ

の連弁紋をモ
チーフに展示室の扉や手摺のガラスの模様を
デザインしている。12世紀韓国の青

せい

磁
じ

鉄
てつ

絵
え

宝
ほう

相
そう

華
げ

唐
から

草
くさ

文
もん

梅
めい

瓶
ぴん

に描かれた宝相華をシンボル
マークに採用し貴賓室の壁紙等に使用した。
　展示ロビー壁上部の 4～ 6世紀韓国の鴨形
土器も非常に印象的（図④）。横川氏によれば
台は設計段階からあったが何を置くかは最後
まで特に決めておらず、竣工直前に伊藤氏の
ひらめきで鴨形土器に決まったそうである 7。

■展示ケース
　当館は展示ケースの設計でも種々の工夫を
こらしている。
　まずケースとケースの間に壁面を設けた断
続ケースとして鑑賞のリズムを生み、鑑賞者
が一つ一つの作品と向き合う効果を狙った。
コレクションの多くはほぼ500～600mmの高さ
なのでケースの開口部も900mm位で事足りる。
そのため床面から1000mmの腰壁を立ち上げ、
その上に900mmのガラス開口部を設け、展示
台高さは床面から1100mm、奥行は900mmと
した。直立した鑑賞者がやや視線を落として
展示品を見る事を想定したもので、伊藤氏が
経験則から割り出したモジュールである。な
お当館では車椅子もこのモジュールに合わせ、
座高を一般用の物より100mm高いものを常備
している 8。展示台へは側面や背面ではなく
正面から出し入れするが、これも正面から展
示品の位置を調整しつつ展示できる様にした
いとの伊藤氏の要望に応えたものである。
　そして当館で最も画期的だったのが自然光
による照明で、上記の様に基本提案の与条件
にもなっていた。陶磁器でも特に青磁につい
ては昔から「秋の晴れた日の午前10時頃、北
向きの部屋で障子一枚へだてたほどの光で」
鑑賞すべきと言われてきた。設計が日建設計
に決まった後で横川氏が初めて伊藤氏に会っ
た際も、伊藤氏は実際に安宅コレクションの
青磁の名品を使って自然光のもとと蛍光灯の
もとでどれほど見え方に違いが出るかを示し、
自然採光の重要性を力説した 9。
　そのため最初の提案では全ての展示ケース

を自然採光にすることになっていたのだが、
いざ実際に詳細を詰めていくと、残念ながら
費用的に全てを自然採光にするのは難しい事
が分かった。しかし一室だけは自然採光が実
現し、中国陶磁の第二室の三つのケースがそ
れに充てられる事となった。
　あくまで採光するのはケース内だけで、室
内は暗く保たなければならない。光ファイ
バーや鏡の反射などの方法も検討されたが、
最終的にトップライトから反射率の高い素材
で作った光ダクトを経由して展示ケース内に
光を取り込む方法となった（図⑦⑧）。日建設
計社屋の屋上で1／4模型による実験を行い、
更に現場でも1／2の展示ケースを作って3ヶ
月測定し昼光率 4～ 5％という成果を得た。
竣工後に実際のケースで測定した際には展示
品保護のための落下防止板などの影響で昼光
率 3～ 4％となったものの、無事に伊藤氏も
満足する結果が得られた。曇の日など昼光セ
ンサーで一定以下の照度になると外光取り入れ
部のシャッターが閉じて、蛍光灯による照明器
具が光ダクト内にセットされ人工照明に切り替
わる10。自然光と人工照明を同時に併用しない
というのも伊藤氏がこだわった点であった11。
　なおトップライトとの位置関係のため正面
（北側）より両側面（東西側）のケースに入る
光量がやや少ない。そのため正面ケース上部
の光ダクトにフィルムを貼って光量を減らし
バランスを取った。国産ガラスには鉄分が含
まれるため、自然採光室にのみ鉄分をほとん
ど含まない極めて高価な輸入品の白色ガラス
を使い、更に無反射コーティングを施して可
能な限り露出展示に近い状態を実現した12。
　こうした様々な工夫をこらして当館は1982
年10月に竣工した。開館式典が行われたのは
11月 6日である。

■竣工後の経過
　当館は開館後も所蔵品を増やしていった。
特に1996～98年に李

イ

秉
ビョンチャン

昌氏（1915～2005）
が寄贈した韓国陶磁を中心とした351件のコ
レクションは開館以来最大のもので、これを
受けて新館が増築される事となった。工事は
1997年 7月から翌年 9月に行われ、開館した
のは1999年 3月16日。 3階建てで（図①②）、
本館との間のロビーに象徴的な大階段を設け、
2階には日本陶磁室と特集展示室、3階に李
秉昌コレクション展示室を設けた。外装には
本館と同じタイルを製作し、ロビー内装の大
理石も本館に使った物と同じイタリア産の石
が幸運にも矢橋大理石にまだ残っており、そ
れを使用出来た。また1995年の阪神淡路大震
災の経験を踏まえ展示台に免振装置を組み込
んだ13。ちなみに本館建設時に日建設計で描

いた図面は全て手描きだったが、新館の図面
は全てCADで描かれたそうである。
　2012年には照明をLEDに交換。上記の様
に当初は自然採光室での自然光と人工照明の
併用は避けていたが、LEDの演色性の良さ
から、この時から両者の併用もする様になっ
た。展示ケース内に色度計と照度計を設置し、
その時点の外光と同じ色温度の光になるよう
LEDの出力を自動調節するシステムである14。

■おわりに
　日銀大阪支店が建設されたのは1903年。中
之島図書館は1904年に建設され1922年増築。
中央公会堂は1918年の建設である。これら明
治・大正を代表する作品群は変わり続ける中
之島を見続けてきたが、昭和に建設され平成
に増築された東洋陶磁美術館も、その一員と
なる事が宿命づけられた作品である。歴史と
対峙する建築に求められる物は何か。それを
考えようとする時に、常に再読すべき作品の
一つが本作品だと思われる。

本稿の執筆に際し横川隆一氏から貴重なお話をお聞かせ
頂きました。またその際には山形政昭先生に御同席頂き
ました。大阪市立東洋陶磁美術館に図面使用の御便宜を
頂きました。記して謝意を表します。

1  伊藤郁太郎「20年の歩み」『大阪市立東洋陶磁美術館
20年史』大阪市立東洋陶磁美術館　2002年

2  「年譜」『大阪市立東洋陶磁美術館20年史』大阪市立東
洋陶磁美術館　2002年

3 伊藤郁太郎『美の猟犬』日本経済新聞出版 2007年
4  山形政昭「再読関西の建築17　大阪市庁舎」『建築と
社会』2019年11月

5  当時の大阪験潮場の過去最高潮位は1961年 9月16日
の第二室戸台風で観測されたO.P.+4.23ｍ。その後
2018年 9月 4日の台風21号でO.P.+4.59ｍが観測され、
これが現在の過去最高潮位である。

6  横川隆一「設計について」『大阪市立東洋陶磁美術館
と中之島』日建設計　1999年

7  『Osaka Museums』vol.4（毎日新聞大阪センター　
2017年 3月）にも同様のエピソードが紹介されてい
る。「設計時このロビーの台座にかざるのは建築家の
案では別の作品の予定でした。しかし高い位置の台座
に置くと候補になっていた作品では全体の姿が見えに
くくなってしまうため作品を変更することになりまし
た。代わりの作品がなかなか決まらず、頭を悩ませて
いたある日、当時の館長の夢のなかに鴨形土器が現れ
たとか。」

　 なお日建設計所蔵の1981年度の「展示室廻り詳細図」
には既にこの台上に鳥が描かれているのだが、横川氏
によれば現状の鴨形土器を設置する事に決まったのは
あくまで竣工直前だったとの事である。

8  伊藤郁太郎「陶磁美術館における展示ケースのための
エスキース」『博物館学雑誌』第10巻 1・ 2号合併号
　全日本博物館学会　1985年 3月

9 注6前掲書
10  端景一「大阪市立東洋陶磁美術館の電気設備」『建築
と社会』1984年11月

11注8前掲書
12  横川隆一「陶磁器専門美術館の展示ケース」『ひろば』
251号　近畿建築士会協議会　1985年 3月

13注6前掲書
14  染井潤一「大阪市立東洋陶磁美術館のLED照明効果」
『建築と社会』2012年 6月
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 背景

　近年、老朽化した街路灯鋼管柱の倒壊事故
が全国各地で頻発しており、重度の怪我等の
事例が多数報じられている。街路灯の支柱部
分の耐用年数は10年程度であり、設置後21年
以上では40％が倒壊の危険を伴うとされてい
る。（自治体通信Vol,22）
　街路灯の老朽化対策実施にあたっては、基
礎・支柱部分の交換に工事が必要となるため
コスト問題などで財政難の自治体には重い負
担となるであろう。従来の建て替え工法では、
基礎のコンクリートと支柱の両方を取り換え
ることになるため、最低でも街路灯1本あた
り3日という長い工期を必要とする。
　加速度的に増え続ける劣化していく鋼管柱
の数は膨大であることから戦略的な更新方法
の選択が必要となるであろう。

 全国の照明柱の状況

■約130万基が倒壊の危険
　現在我が国において街路灯、公園灯、商
店街街路灯、防犯灯などの鋼管柱が約648万
基あるとされている。（交通安全白書他より）
そのうち20％の約130万基が数年内に対策を
要する劣化が進んでいる状況であり、また、
その中でも5％の約32万基は、早急又は直ち
に更新を要する劣化状態のものである。
　その原因の多くは、犬の尿や酸性雨、塩害
などの屋外環境によるストレスによって腐食
や金属疲労を速めていると考えられている。

 FRPシップ工法

　前述の通り従来工法は、基礎・支柱の取り
換えを余儀なくされることからコスト面にお
いても工期面においてもこの膨大な数を更新
していく上で得策ではないと考え、既存の基
礎を活かし、支柱交換を必要としないという
観点からコスト削減、工期短縮のできる工法
の開発に取り組み、本工法にたどり着いた。

■FRPシップ工法概略

鋼管柱
開口蓋

FRPシップ工法

基礎con

投入砂

高強度モルタル
（無収縮）

エアーバッグ
（内部風船）

アラミド繊維シート

既設中空柱

GL
A A50

0
50
0

　エアーバッグを内蔵したアラミド繊維シー
トを鋼管柱の開口蓋より挿入し、エアーバッ
グを膨張させることによりアラミド繊維シー
トを鋼管柱の内面に張り付ける。その状態で
高強度のモルタルを充填することにより鋼管
柱の強度を新設時の1.2倍の強度へ回復させる
一体型の補強工法となっている。
　この工法は、既存設備の撤去の一切が不要
であることから廃棄物が発生しない。また、
地中腐食部分も補強可能で路面境界部を新品
同等以上の強度に再生することができた。
　腐食や金属疲労により穴の開いている部分
から補強に用いた高強度モルタルは流出する
ことはない。
■FRPシップ工法のメリット
① 老朽化した鋼管柱の路面境界部を新品同等
以上の強度に復元できる。
② 外部が劣化しても内部に新形成した柱状構
造物で体力を維持できる。
③鋼管柱の欠損部からモルタルが流出しない。
④ 掘削作業や高所作業、重機作業などが必要
ないため安全面においても優位性がある。
⑤ 作業時間は従来工法の3日に比べ約2時間。
従来工法のおよそ12分の1。
⑥既存設備の撤去が無いため廃棄物が出ない。
⑦建て替え工法のコストの30％。

 国土強靭化

　日本国政府は2013年に国土強靭化基本法を
制定し、安倍晋三首相（当時）を本部長とす
る国土強靭化推進本部を設立し政策大綱を決
定した。政策大綱では自立・分散・協調型国
土を形成する方針を明記し、事前防災に国を
挙げて取り組む姿勢を強調している。翌2014
年には国土強靭化推進本部により「国土強靭
化基本計画」が策定。閣議決定され、国土強
靭化の国民運動や民間投資を推進する民間団
体として「一般社団法人レジリエンスジャパ
ン推進協議会」が発足した。高度経済成長期
以降の急激な都市開発に伴い、設置された膨
大な数の鋼管柱が、今後急速に劣化すること
が懸念されている。
　この背景を懸念したレジリエンスジャパン
推進協議会では「老朽化街路灯・鋼管柱強靭
化促進研究会」を設立し、政策反映、予算化、
工法のガイドライン化などを政府へ提言する
こととなり、当社も当研究会に参加すること
となった。

 レジリエンスアワード最優秀賞

　レジリエンスジャパン推進協議会では全国
で展開される次世代に向けたレジリエンス社
会構築への取り組みを発掘・評価・表彰する
制度として2014年に「ジャパン・レジリエン
ス・アワード（強靭化大賞）」を設立し、当社
の「FRPシップ工法」は2021年 3月に発表さ
れた第7回表彰において最優秀賞を受賞した
（写真㊤）。

 おわりに

　日本の国土を取り巻く環境が著しく変化し
ている昨今、想定外の台風や地震が建築や設
備に甚大な被害をもたらす可能性は否定でき
ない。当社の特許技術である「FRPシップ工
法」が国土強靭化の一助となれることを切に
願う。 （くまがい　こうすけ）

●熊谷康祐 
1979年生まれ、早稲田大学卒。
2004年
株式会社トッププランニングJAPAN入社。
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■既存ストックの福祉転用
●広がる背景

　団塊の世代が75歳以上となる2025年に向

け、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、

自分らしい暮らしを続けられる環境を整える

ことが重要である。そのために、地域での包

括的な支援やサービスの提供にもとづく地域

包括ケアシステムの構築のほか、生活基盤と

しての良好なコミュニティが必要である。

　一方で、増え続ける空き家の問題も顕在化

している。2014年には「空家等対策の促進に

関する特別措置法」が立法され、老朽化して周

囲に悪影響を及ぼす恐れのある空き家の対策に

加えて、活用方法にも力点が置かれている。

　このような背景をもとに、空き家などの既

存ストックを活用あるいは他の機能へ転用する

様々な試みがみられる。特に、既存ストックを

福祉的な活動を行う場へと転用することを福

祉転用と呼ぶ 1）、2）。ここでの「福祉的な活動」

には、高齢者・障害者・子どもに対する狭義の

福祉サービスにとどまらず、地域の互助的関係

まで捉える広義の福祉も含まれる。子どもだけ

でなく、地域に住む様々な人を緩やかにつなげ

る子ども食堂の実践などはその典型である。

●福祉転用の意味

　既存ストックを福祉転用する意味は、事業

者・利用者・地域の3つの視点から整理できる。

　事業者にとっては、新設に比べて初期費用

が抑えられること以外にも、住まいが持つ多

機能性を利用して臨機応変なサービスを変更

できる柔軟な運用ができること、既に地域に

ある建物を活用するため事業に対する社会的

な認知を得られやすいことがあげられる。

　利用者にとっては、親しみのある身近な存

在であり、環境への馴染みやすさがあげられ

る。このハードルの低さは、特に認知症の人

にとっては大きな意味がある。

　地域にとっても、空いていた既存ストック

が活用されることは、地域資源の確保や魅力

の維持につながる。さらに、福祉転用により

生まれた場所に地域の様々な人が集うことで、

地域の小さいながらも着実に形成してきた文

化やコンテスクストも継承できる。

●福祉転用の変遷

　福祉転用の源流としては、宅老所があげら

れる。大規模施設でのケアが当たり前であっ

た1990年代に、それに疑問を持った人々が制

度的基盤もない中で宅老所をつくり、地域を

フィールドにケアニーズを丁寧に汲み取って

様々な実践が行われた 3）。その宅老所の多く

は空き家を活用して運営された。

　2000年代になると介護保険制度の施行があ

り、利用する側からみたケア環境の向上、つ

まりは小さな居住ユニットの普及が進んだ。

その流れの中で、認知症の人のための民家改修

型グループホームが注目された（図1）。ただ

し、後述するように消防法の規制強化をはじめ

制度への対応が課題になる時期でもあった。

民家改修型グループホームは、認知症の人が自分
らしい生活を継続できる環境的手がかりを多く提
供している。

図1　民家改修型グループホーム

　この10年では、住宅セーフティーネット法

の制定（2006年）やサービス付き高齢者向け

住宅制度の創設（2011年）があり、高齢者の

ほか低額所得者や子育て世帯など様々な人に

対して住宅の確保と居住支援が求められるよ

うになった。ここでも空き家の活用が大きな

軸となっている（図2）。さらに、地域包括ケ

アの体制づくりも進み、共生できる社会が重

視され、地域コミュニティの役割が期待され

ている。それを受け、近年では、既存ストッ

クをコミュニティカフェなどの地域の居場所、

つまり地域の互助的関係を促進する場へと活

用する事例が多く生まれている 4）。

団地の空き室を高齢者住宅へと転用。住戸が分
散しているため、一般世帯と混じって暮らすこと
ができる。1階には見守りのフロントのほか、カ
フェなどのコミュニティスペースがある。

図 2　分散型高齢者住宅

福祉転用
の広がりと
課題
金城学院大学

生活環境学部・教授

加藤悠介

大阪市立大学大学院生活科学研究科後期博士
課程単位取得退学。博士（学術）。豊田工業
高等専門学校建築学科助教・講師・准教授、
金城学院大学生活環境学部准教授を経て現
職。人間・環境学会奨励賞受賞（2007）。著
書に『福祉転用における建築・地域のリノ
ベーション　成功事例で読みとく企画・設
計・運営』（学芸出版社，2018，共著）など。
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　このように、福祉転用は、制度や地域コ

ミュニティの問題に対応する形で、様々な方

向に広がりを見せている。しかし、その普及

には課題や検討すべき視点も残っている。本

稿では、それらのいくつかを取り上げたい。

■福祉転用と制度
　福祉施設に限らず、建築計画で扱う施設は

「一建物一用途」の前提が強く残っている。制

度はその代表例であり、既存ストックを他の

用途に転用する場合は多くの対応が求められ

る。福祉転用に関わる制度は、建築関連法制

度と福祉関連法制度に大別できる（表1）。

建築関連法制度 福祉関連法制度

・建築基準法
・消防法
・バリアフリー法＊
・耐震改修促進法＊
・住宅品質確保法＊
・福祉のまちづくり条例
など

・老人福祉法
・介護保険法
・児童福祉法
・障害者総合支援法
・高齢者住まい法＊
など

＊：略称法令名
表1　福祉転用に関わる制度

●建築関連法制度

　建築基準法をはじめとして、消防法やバリ

アフリー法、自治体の条例などがある。福祉

転用においては、増築や改築、建物の用途変

更が必要となるケースが多く、現行基準への

遡及適用に対応するなど複雑な手続きや規制

が設けられている。

　とりわけ、大きな課題となるのは、転用後

の用途が建築基準法上の「児童福祉施設等」

「寄宿舎」「共同住宅」の特殊建築物のいずれ

に該当するのか、あるいは消防法ではどの区

分の用途に該当するのかということである。

自治体より判断が別れるケースも珍しくなく、

それにより手続き方法などが左右される。適

合しなければならない規定により費用負担も

変化し、総工費の半分近くを適合のための改

修（小屋裏や天井裏まで達する界壁やスプリ

ンクラーの設置など）で占めることもある。

　このような課題に対して、空き家などの小

規模な事例を対象に緩和規定もみられるが、

安全性を確保した上で、ケア環境の質を損な

わないような規制体系を模索するなど、新設

中心から既存ストックの活用へと基本的な制

度設計を見直すことも必要である。

●福祉関連法制度

　福祉関連法制度は、老人福祉法や介護保険

法など福祉の対象ごとに法律が設けられて

いる。 福祉制度では施設の基準として、定員

や必要な部屋とその面積、利用者に対するス

タッフ数などが定められている。これらは福

祉サービスの質の確保を目的としており、福

祉転用も基準に対応しなければ制度の支援は

受けられない。 

　しかし、福祉転用においては基準を満たす

ための対応が難しい場合もある。小規模な認

知症グループホームを開設する場合、 5つの

個室と十分な広さの共用空間を用意できるよ

うな手頃な大きさの建物は一般住宅には少な

いし、 必要な部屋を確保するために小さな建

物を無理に改修すると窮屈な間取りとなり、

交流が生まれにくくなるなど制度目的とは逆

にケアの質が落ちる可能性すらある。複雑な

制度に適合することのみが目的化してしまい、

結果的にそこで過ごす人の生活への配慮が欠

けることも危惧される。

■地域に根付く福祉転用
　制度の壁を乗り越えて実現した福祉転用は、

事業がコミュニティの中で営まれることで、

貴重な地域拠点となりうる点に大きな意味が

ある。ただし、地域にしっかりと根付くため

には検討すべき項目もある。

●顔の見えるコミュニティの拠点

　既存ストックを活用して地域拠点にするに

は、介護保険などでカバーする介護サービス

圏よりも狭い、自治会のような顔の見える範

囲（徒歩圏内）の地域ニーズにも目を向ける

必要がある（図3）。

　地域の中心であった廃寺を、地域住民の後

押しもあって、デイサービスなどへ転用した

事例が有名な「西圓寺」である（図4）。旧本

堂には、デイルームのほかに障害者の就労支

援を行うカフェ（夜は酒の提供もある）が設

けられ、ランチには地域の人も利用する。福

祉事業のほかにも、駄菓子屋や温泉、市場の

開催なども行っている。特に新たに掘削して

設けられた温泉の入り口には地域の人々の入

湯札が置かれ、無料で入湯することができ、

地域住民が交流できる場となっている。

地域の中心にあった廃寺を福祉転用した。福祉事
業以外にも、温泉やカフェ、駄菓子屋なども付随
している。温泉は近隣住民に無料で開放されてい
る。再び地域の核となる場所になりつつある。
図4　事例「西圓寺」（石川県小松市，2009年開設）

　また、駅から徒歩20分ほどにある築30年の

木賃アパートを福祉転用した事例「タガヤセ

大蔵」（図 5）では、駅からの距離が遠い立

地にあること、周囲に高齢者世帯が増えてい

ることなどから、 1階の住戸をリノベーショ

ンしても空き室となるリスクが高いと判断し、

地域交流スペースを設けたデイサービスへ転

用することを選択している。顔の見える範囲

を想定することで、専門的サービスを提供す

る機能の他に、地域での互助的関係を促進す

る空間が設けられやすくなる。

●地域における面的展開

　福祉転用の事業者の多くが持つ課題の一つ

に、想定している事業を行うには既存ストッ

クの規模が小さいことがあげられる。その対

応としては、ひとつの事業者が複数の事業所を

福祉転用

地域圏
［自治会など］

介護サービス圏

行政圏

図 3　福祉転用で想定する地域ニーズ



42

展開することがある。事業の安定につながるだ

けでなく、幅広い地域ニーズに対応し、利用者

と地域の接点を増やすことにも貢献できる。

　事例「おいなんよ」（図 6）では商店街に

ある複数の空き家を小規模多機能施設へと転

用している。大きな特徴は、「通い」と「泊ま

り」のスペースを別の建物に設けていること

である。宿泊の利用者は夕方になると通所の

建物から商店街のアーケードを通り、別の建

物へと移動する。天候に左右されない空間と

してのアーケードの利点が十分に生かされた

事例である。また、商店街の入り口にある古

い空き蔵も改修を施し、地域や事業所の会議

室として活用している。蔵は福祉事業を行う

空間としては不十分であるが、機能や制度の

要求が少ない補完的な用途にすることで、選

択肢が広がると言える。

　このように地域に面的に展開する事例が生

まれつつあるが、ひとつの事業者が複数の事

業所を展開するには経営的側面から限界もあ

ると考えられ、事業者間のネットワークも広

げていく必要がある。

■福祉転用の仕組みづくり
　福祉転用がより広まるためには、事業者の

熱意やアイデアのみに頼るのではなく、効率

的に、質の高い事例を実現する仕組みづくり

が必要である。

●マッチングシステム

　福祉転用を行おうとするとき、適切な空き

家を見つけることは非常に難しい。事実、事

例の多くでは既存ストックに「偶然に」出

会っている。例えば、所属する地域サーク

ルでたまたま知り合った人の家族が持つ空き

家を紹介されるなどそれぞれに固有のストー

リーが展開している。

　しかし、手頃な空き家が見つかっても所有

者への理解を得るための壁がある場合も多い。

特に空き家の所有者が困っていないケースで

みられる。事例「おいなんよ」では、古い大

きな町家を、 3年の歳月をかけて交渉した。

その結果、空き家を譲り受けた所有者（遠く

離れて暮らす親族）との間で、家族の仏壇の

日々の管理を事業者が行うこと、 2 階は所有

者の家財道具の収納場所として立ち入らない

ことなどを条件として賃貸契約を結ぶことが

できた。交渉にあたっては、地域で長年居住
図 5　事例「タガヤセ大蔵」（東京都世田谷区，2014年開設）

利用者と同じ空間で過ごすために
事務スペースを設けた

裏庭

縁側

道路

駐車場 静養室 事務
スペース

地域交流
スペース

デイルーム

台所

相談室

洋室 洋室 洋室

DK
DK

DK

和室
（6畳）

和室
（6畳）

事務室

前庭
0
（M）
1 2

道路

2階アトリエへ

玄
関

脱
衣
所玄

関

不動産の常識では考えにくい、利益を上げな
い地域のための空間（地域交流スペース）を
あえて計画した DIYワークショップで製作

行政からデイルームと地域
交流スペースの間の壁を設
けなければならないとの要
請があったが、運用方法を
工夫することで、設けなくて
もよいこととなった
2DKの2住戸と1DKの1住
戸をつなげて見通しのよい
ワンルーム空間にした

地域に開くために建物の両
側にアプローチを設けた

コンパクトな浴室・脱衣
室は利用者の重度化へ
の対応に課題

駅から徒歩20分の木賃アパートであるため、住戸改
修ではなく、デイサービスへの転用を選択した。

既存住戸の柱が残ったワンルーム空間のデイルー
ムは、活動領域が適度に分節されている。

3カ所ある既存の住戸
玄関は勝手口として使
用している

食事を充実するため本格的な
調理を行える業務用キッチン
を設置

転用前（1階・2階とも）

1階平面図　転用後

図 6　事例「おいなんよ」（長野県飯田市，2003年開設）

④2015年3月
■通り庭のある昔から町家
　を小規模多機能に転用アーケードのある商店街

①2003年7月
■宅老所開設
②2010年11月
■小規模多機能の
　通所場所に移行

②2010年11月
■小規模多機能の
　宿泊場所を新築
■事務所の移転

③2014年1月
■土蔵を借りて、会議
　室や地域の集まりの
　場所として使用

20m

A

D

B

C
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し自治会や商工会議所とも関係を築いている

人（金融機関にも長年勤めていた）に協力し

てもらったことも大きい。福祉転用では、事

業者が地域に根を下ろし、アンテナを張るこ

とで空き家が見つかり、丁寧に交渉すれば市

場で取引される前に契約することも可能であ

る。

　一方で、地縁がない場合は空き家を探す際

に仲介者を利用するのが一般的である。しか

し、民間の不動産会社は福祉制度などに十分

な理解があることは少なく、適切な空き家を

探すには時間がかかる。そのような問題に対

応して、例えば、かながわ福祉居住推進機構

では、福祉と建築の制度に関わる知識にもと

づいて、先駆的な「福祉居住マッチングシス

テム」をつくっている（表2）。

仲介者 内容

一般社会法人
かながわ福祉
居住推進機構

福祉施設の基準や自治体の補助
金制度に精通した仲介者が、土
地オーナー・不動産事業者によ
る情報と福祉事業者のニーズを
参照してつなげていく福祉居住
マッチングシステムを構築して
いる。（http://kanaju.org）

ar-co.care
（建築設計事務所）

福祉施設のための建築設計を専
門とする事務所が、福祉施設と
して活用できそうな物件（空き
家・空きビル・土地など）を探
して、情報提供している。
（http://www.ar-co.net/care/）

表 2　福祉転用に関するマッチングシステム例

　ただし、このような試みはほとんどなく、

物件のデータベースの量、行政や不動産業と

の連携、マッチングのできる人材の確保な

ど課題も多い。地域の実情に合わせた既存ス

トックの福祉的活用を促進するためには、地

域ごとに、このような仕組みを充実させてい

く必要がある。

●地域マネジメントにおける福祉転用

　今後の福祉ニーズを考えると、1960～70年

代に開発されたニュータウンなど特に高齢化

が進む住宅地において、福祉転用への取り組

みが求められるだろう。

　地域包括ケアにおいて基礎となる住宅、互

助的関係を促進する地域の居場所（サードプ

レイス）、そして専門的なサービスを提供する

ケア拠点を、既存ストックの活用によって整

備し、地域と福祉の接点を増やすことが重要

である。しかし、それらを適切に配置するに

は、地域全体で既存ストックをマネジメント

する俯瞰した視点が必要不可欠である。その

萌芽がいくつかの事例でみられる。

　泉北ほっとけないネットワーク事業（図

7）は、泉北ニュータウンにおいて、住

民、NPO、大学、行政が推進協議会を組織し

て、地域人材に加えて、近隣農家やNPO職

員、大学教員など外部の人材を引き込みなが

ら、空いている団地の住戸や近隣センターを、

ショートステイや見守り、配食、健康相談、

クリスマスやハロウィンのイベントなど多様

なコミュニティサービスを実現している。

近隣センターを地域レストランや朝市など福祉拠
点へと転用（上）。団地の空き住戸を積極的に転
用する活動が活発で、惣菜屋（やまわけキッチン）
やDIY工房など地域でシェアする様々な場所が
ニュータウンの中に生まれている（下）。

図 7　事例「泉北ほっとけないネットワーク」
（大阪府堺市）

　関東にあるニュータウンでは、空き家が目

立つようになった近年、自治会が中心となり、

空き家の詳細な状況、所有者の意向などを整

理したデータベースを独自に作成し、福祉的

な活用の可能性を検討している。その地域活

動の拠点は近隣センターの空き店舗を活用し

ており（図 8）、ここでの地域住民を交えた

ワークショップが実際の空き家からコミュニ

ティ施設への転用につながっている。

　このように、住民の生活や必要な福祉を

ベースにした地域マネジメントに福祉転用を

関連づけるには、地域の課題が議論できるプ

ラットフォームを新たに設けることや、複雑

な福祉・建築制度に精通し、様々な意見を整

理・集約できる人材が重要になってくる。こ

れからは、福祉機関やNPO、設計事務所、行

政、大学、そして地域住民など様々な主体が

参加し、協議や調整の場となる仕組みづくり

が必要となると思われる。

ニュータウンにある近隣センターの空き店舗を転
用。町内会が積極的に参加する「空き家ワーキン
ググループ」では、地域の空き家の詳細な状況を
把握し、福祉的な活用のためのワークショップな
どを開催している。

図 8　事例「M工房」
（神奈川県K市，2013年開設）

■おわりに
　本稿で取り上げた課題が解決され、福祉事

業の多様化、設計技術の蓄積、制度思想の転

換、コミュニティ重視の考え方が進むと、福

祉転用が特殊解でなく、当たり前の手段とな

る社会になるだろう。その変化は、新築が主

流の建築計画の枠組みについて再考する機会

を、研究者や設計者に提供してくれる。また、

今回は、地域拠点の事例を大きく取り上げて

きたが、住まいと施設の間にある新しい居住

形態を実践している事例も福祉転用では多く、

地域居住や居住支援との関係についても整理

が必要である。

 （かとう　ゆうすけ）
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ン: 成功事例で読みとく企画・設計・運営，学芸出
版社，2018

3） 加藤仁：介護を創る人びと̶地域を変えた宅老所・
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i n f o r m a t i o n

京
みやこ

のファンタジスタ
～若冲と同時代の画家たち1

近年人気が高まっている伊藤若冲

（1716～1800）は、錦小路市場の

青物問屋「枡屋」の長男として生

まれた。昨年、福田美術館で初公

開された「蕪に双鶏図」は、家業

に従事していた30代初め頃に制

作されたもので、若冲最初期の作

品として注目を集めた。

若冲が活躍した18世紀の京都は、

絵画と俳諧の 2つの分野で才能

を発揮した与謝蕪村（1716～

1783）、日本において文人画を大

成した池大雅（1723～1776）、写

生を基本とした革新的な画風を確

立した円山応挙（1733～1795）、

人々を驚嘆させた奇抜な画風の曾

我蕭白（1730～1781）など、個

性豊かな絵師たちが群雄割拠していた。彼らは互いに交流し、影

響を受けながら、それぞれの画風を確立していった。本展覧会で

は、若冲と同時代の画家たちの作品を展示し、彼らの絵の魅力に

迫る。

期　　　間　10月10日（日）まで
　　　　　　11：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　火曜日
会　　　場　■福田美術館
　　　　　　　京都市右京区嵯峨天龍寺芒ノ馬場町3-16
　　　　　　　TEL.075-863-0606
　　　　　　■嵯峨嵐山文華館
　　　　　　　京都市右京区嵯峨天龍寺芒ノ馬場町11
　　　　　　　TEL.075-882-1111
観　覧　料　＜二館共通券＞（招待券はこちらになります）
　　　　　　一般・大学生2,000円、高校生1,000円、
　　　　　　小中生550円
　　　　　　＊障がい者とその介助者 1名まで各1,000円
　　　　　　＜福田美術館＞
　　　　　　一般・大学生1,300円、高校生700円、
　　　　　　小中生400円
　　　　　　＊障がい者とその介助者 1名まで各700円
　　　　　　＜嵯峨嵐山文華館＞
　　　　　　一般・大学生900円、高校生500円、
　　　　　　小中生300円
　　　　　　＊障がい者とその介助者 1名まで各500円

ルール？展2

私たちは、さまざまなルール

に囲まれながら暮らしてい

る。憲法や法律、社会基盤と

なる公共インフラや公的サー

ビスから、当事者間の契約・

合意、文化的背景に基づいた

規則やマナー、家族や個人に

無意識に根づく習慣、また自

然環境の中から生まれた法則

まで、ルールは多岐に渡り私

たちの思考や行動様式を形成

している。

そしてそれらのルールは今、

産業や社会構造の変化、テク

ノロジーの進化などに伴い、

大きな転換を迫られている。

実態を捉えにくく形式的になりやすいものだからこそ、私たち一

人ひとりが身の回りにあるルールを意識し、その存在を疑い、自

分のこととして柔軟に考えることが求められている。多様なルー

ルと交わり、日々更新し続けることで、私たちの社会とその未来

の可能性はよりオープンで豊かな方へ押し広げられるのではない

だろうか。

本展は、日常のさまざまな場面で遭遇するルールの存在と影響を

取り上げ、デザインによってどのようにかたちづくることができ

るのか、多角的な視点から探る。展覧会という小さな社会のあり

方に揺さぶりをかける鑑賞のルールや新たな創造のきっかけにな

る規制や制約の可視化、市民が社会課題の解決に取り組むシビッ

クテックなどの仕組みづくりに着目する。来場者同士で意見を交

換してルールをつくったり、投票したことが展示に反映された

り、会場内にあるものの配置を自由に動かしたりして本展に参加

することで、社会を構成するルールづくりを体験することができ

る。私たち一人ひとりが未来をかたちづくる一員として、ルール

とポジティブに向き合う力を養う展覧会である。

期　　　間　11月28日（日）まで
　　　　　　平日11：00～17：00、土日祝11：00～18：00
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　火曜日（ただし11/23は開館）
会　　　場　21_21 DESIGN SIGHT ギャラリー1＆2
　　　　　　東京都港区赤坂9-7-6
　　　　　　東京ミッドタウン ミッドタウン・ガーデン
　　　　　　TEL.03-3475-2121
観　覧　料　一般1,200円、大学生800円、高校生500円
　　　　　　＊中学生以下無料

伊藤若冲「蕪に双鶏図」
通期・福田美術館

佐々木 隼
（オインクゲームズ）

「鑑賞のルール」（参考画像）
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i n f o r m a t i o n

隈研吾展　新しい公共性をつくるための
ネコの 5原則3

米TIME誌にて「2019年世

界で訪れるべき最も素晴ら

しい場所100選」に選ばれ

た《V&Aダンディー》や

《国立競技場》の設計に参画

するなど、現代日本を代表

する建築家のひとりである

隈研吾（1954～）。

本展では、世界各国に点在

する隈作品の中から公共性

の高い68件の建築を、隈が

考える 5原則「孔」「粒子」

「斜め」「やわらかい」「時

間」に分類し、建築模型や

写真やモックアップ（部分

の原寸模型）により紹介。

その他、映像作品、前庭に展示されるトレーラーハウスを合わ

せ、合計74件で隈の世界を紹介する。

章解説や作品解説はすべて隈本人によるもの。また、瀧本幹也や

藤井光など第一線で活躍するアーティストによる映像作品や、隈

建築をさまざまな観点から見られる空間のほか、ネコの視点か

ら都市での生活を見直すリサーチプロジェクト《東京計画2020

（ニャンニャン）　ネコちゃん建築の5656（ゴロゴロ）原則》

（Takramとの協働）も発表する。

期　　　間　9月26日（日）まで
　　　　　　 10：00～17：00（金・土曜日は21：00まで　※当面

の間20：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
　　　　　　※事前予約可
休　館　日　月曜日（ただし8/2・9・30、9/20は開館）、
　　　　　　8/10、9/21
会　　　場　東京国立近代美術館1F 企画展ギャラリー
　　　　　　千代田区北の丸公園3-1
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）
観　覧　料　一般1,300円、大学生800円
　　　　　　＊高校生以下および18歳未満無料
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

本欄掲載の1～3の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（84円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

事情により開催内容が変更、もしくは中止となる場合もございます
ので、会場WEBサイト等で最新情報をご確認ください。

▶ 丹下健三 1938-1970
　戦前からオリンピック・万博まで

国立代々木競技場　1964年頃　撮影：石元泰博
高知県立美術館　Ⓒ高知県、石元泰博フォトセンター

東京でオリンピック、パラリンピックが開催される2021年。振

り返れば1964年の東京オリンピック、そして1970年日本万国博

物館（大阪万博）が開催され、その双方で主導的な役割を果たし

たのが建築家・丹下健三であった。文化庁国立近現代建築資料館

では、2014～2016年の 3年間にわたる建築家・丹下健三に関す

る建築資料の所在調査を活かし、丹下の卒業設計から東京オリン

ピック、大阪万博に至る足跡を辿る展覧会を企画した。本展では

広島平和記念公園及び記念館や国立代々木競技場などのナショナ

ルプロジェクトや、これまで紹介されてこなかった自邸の増築

案、構造資料といった建築資料を交えて丹下健三の前半生を回

顧・検証する。

期　　　間　10月10日（日）まで
　　　　　　10：00～16：30
休　館　日　会期中無休
会　　　場　文化庁国立近現代建築資料館
　　　　　　東京都文京区湯島4-6-15　湯島地方合同庁舎内
　　　　　　TEL.03-3812-3401
観　覧　料　●展覧会のみ観覧（平日のみ利用可）
　　　　　　　湯島地方合同庁舎正門より入館。入館料無料。
　　　　　　　都立旧岩崎邸庭園には入場不可。
　　　　　　●都立旧岩崎邸庭園同時観覧
　　　　　　　都立旧岩崎邸より入館。
　　　　　　　入園には予約と入園料（一般400円）が必要。
※ 開催中、記載事項には変更の可能性あり（来館時にはホーム
ページにて最新情報を確認のこと）
　https://tange2021.go.jp/

オドゥンパザル近代美術館
（トルコ）2019 
ⒸErieta Attali
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月間の動き  2021年 6月

編集委員会（2021年度）
■副会長
　川合　智明
■編集担当理事
　勝山　太郎
　佐藤　栄一
◎中原　岳夫
　橋寺　知子
　西　　博康
　菅野　忠司
　山田　　淳
　吉村　英祐
■副委員長
○惠本涼太郎
○米山　剛史
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　林　　雄太
　松田奈緒子
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　桑原　悠樹
　下坂　浩和
　東　　拓郎
△樋口　展寛
　瀧田　　曉
　渡部　　剛
　東　　一彦
　平岡　翔太
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　東　奈生子
　今井　充彦
　高橋　伸明
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　ペリー史子
■構造分科会
　宇野　綾真
　岡田　　健
　神子　河澄
　岸本　光平
　古島　正博
　正野　和司
　瀧野　敦夫
　竹本　孝輔
△萩原　　学
　向井　洋一

■設備分科会
　木谷　晃之
　北野　勝也
　寺井　千佳
　仲村　憲一
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山口　拓也
　茂木麻美子
■施工材料分科会
　門野　　陽
　桜井　和男
　秋竹　教行
　藤丸　啓一
△山口　紀宏
　河合　智寛
　吉田　正友
　岡田　淑子
　吉田　克寿
■法令分科会
　太田可奈子
　奥山　陽二
　垣内　　明
△河野　　学
■作品作風小委員会
　居内　章夫
　石井眞由美
　稲垣　和江
▲太田　栄治
　加嶋　章博
　片岡　政規
　貴志　泰正
　倉渕奈千子
　澤田　純一
△髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　藤原　　寛
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　金築　　雄
　小山　　昭
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△ 幹事・小委員会
副委員長

印　　刷　2 0 2 1 年 7 月 27 日
発　　行　2 0 2 1 年 8 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　　価　1254円（税込）

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます

総会
定時総会
6 月24日（木） 15：00～15：50
出席者　設楽会長ほか30名・団体
議　事（ 1）2020年度事業報告
　　　（ 2）2020年度収支決算報告
　　　（ 3）2021年度事業計画
　　　（ 4）2021年度収支予算
　　　（ 5）役員候補者選任

理事会
第 1回通常理事会
6 月 8 日（火） 15：00～15：50
出席者　設楽会長ほか28名
議　事　総会と同じ、
第 1回臨時理事会
6 月24日（木） 16：00～16：15
出席者　設楽会長ほか30名
議　事（ 1）会長選任
　　　（ 2）役付役員選任
　　　（ 3）常任理事ならびに常設委員長委嘱
　　　（ 4）理事の会務分掌

定時評議員会
6 月 8 日（火） 14：00～14：50
出席者　赤松議長ほか14名
議　事（ 1）評議員会副議長互選
　　　（ 2）役員候補者推薦
報　告　 2020年度事業報告、2020年度決算報告、

2021年度事業計画、2021年度収支予算

常任理事会
第 3回常任理事会
6 月24日（水） 18：40～19：30
出席者　設楽会長ほか13名
議　事（ 1） 会誌活性化を含めた協会全体事業

のフリートーキング
　　　（ 2）2021イケフェス大阪

編集委員会
第 3回広告企画・編集合同委員会
6 月15日（火） 18：00～19：00
出席者　勝山委員長ほか 6名
議　事（ 1） 7月号特集　青年技術者
　　　（ 2） 8 月号特集　建築計画系（コラボ）

分科会特集
　　　（ 3） 9 月号特集　地下利用の昔と今と

未来－利便性、快適性、安全・安
心を追い求める（仮）

　　　（ 4）10月号特集　木造建築と火災
　　　（ 5）その他　① 「建築と社会」活性化の

動き
　　　　　　　　　　② 1月号コラボのテーマ
計画系分科会
6 月30日（水） 18：00～19：45
出席者　田中幹事ほか 3名
議　事（ 1）2022年 1 月号特集
建築計画系（コラボ）分科会・第 2班座談会
6 月 3 日（木） 18：10～19：45
出席者　渡部委員ほか 8名
テーマ「ソーシャルディスタンス」
建築計画系（コラボ）分科会・第 1班座談会
6 月 4 日（金） 18：00～19：45
出席者　平岡委員ほか 6名
テーマ「リモートと働き方・生活の変化」
第 2回インテリア・住宅系分科会
6 月17日（木） 19：00～20：15
出席者　黒栁幹事ほか 4名
議　事（ 1）2021年度特集
第 3回構造分科会
6 月16日（水） 18：00～19：20
出席者　岡田委員ほか 5名
議　事（ 1）構造の頁の企画
　　　（ 2）2021年11月特集号の企画
第 2回設備分科会
6 月 2 日（水） 18：00～19：00
出席者　橋本幹事ほか 7名
議　事（ 1）2021年特集を振り返って
　　　（ 2）特別編集委員会報告
　　　（ 3）2021年 8 月号コラボ特集報告
　　　（ 4）「設備の頁」の企画
第 3回施工材料分科会
6 月10日（木） 17：00～18：05
出席者　山口幹事ほか 8名
議　事（ 1）2021年 8 月号特集報告

　　　（ 2）特別編集委員会
　　　（ 3）2021年10月号特集
第 3回法令分科会
6 月 9 日（水） 15：00～16：00
出席者　河野幹事ほか 4名
議　事（ 1）法令コーナーの企画
　　　（ 2）2021年 9 月特集の企画
第 3回作品作風小委員会
6 月17日（木） 19：00～
出席者　太田小委員長ほか 6名
議　事（ 1）作品の掲載状況、予定
　　　（ 2）gallery掲載報告、予定
第 1回特別編集委員会アーカイブ班
6 月14日（月） 19：10～20：30
出席者　太田リーダー、瀧野リーダーほか 3名
議　事（ 1）『建築と社会』特集内容検討
　　　（ 2）編集委員会の分科会再編
第 1回特別編集委員会サロン班
6 月30日（水） 19：10～20：15
出席者　三谷リーダーほか 7名
議　事（ 1） 『建築と社会』における「サロン」

の活動内容
　　　（ 2）会誌と委員会の改善案の検討

出版委員会
第 3回出版委員会
6 月29日（火） 16：00～17：05
出席者　西委員長ほか 8名
議　事（ 1）既刊書籍経過報告
　　　（ 2）制作進行中の書籍
　　　（ 3）今後の出版テーマ
　　　（ 4）建築セミナー
　　　（ 5） 「出版委員会　20世紀型モデルから

の脱却」提言

教育委員会
第 1回史料研究会
6 月28日（月） 18：00～19：15
出席者　橋寺委員長ほか 6名
議　事（ 1）2022年 4 月号からの連載
　　　（ 2）今年のイケフェス
　　　（ 3）2022年 1 ～ 3月号「再読」担当
第 3回大阪府住まい・まちづくり普及協議会
6 月18日（金）10：30～12：00
報告・議題
　　　（ 1）出前講座
　　　（ 2）クラウドファンディング

未来創生プロジェクト
第 3回建築次世代委員会
6 月22日（火） 18：30～20：00
出席者　菅原委員長ほか 7名
議　事（ 1）Web見学会の企画内容の検討
　　　（ 2）平城宮跡大極院殿南門の曳家見学会
2040委員会
6 月 4 日（金） 18：00～
出席者　駒井リーダーほか 8名
ハナムラチカヒロ氏とのトークセッション
第 3回2040委員会
6 月21日（月） 19：30～
出席者　駒井リーダーほか 4名
議　事（ 1）企画内容
　　　（ 2）今後の委員会活動
第 3回Ｕ-35委員会
6 月10日（木） 19：30～
出席者　平岡リーダーほか 4名
議　事（ 1）活動／予定
　　　（ 2）次回予定／その他

講演会、受賞関係
定時総会記念ウェビナー講演会、片岡安賞・青年
技術者受賞者発表
6 月24日（木） 16：40～18：40
〔講演会〕
講　師　 山下正太郎氏

（コクヨワークスタイル研究所長）
〔片岡安賞・青年技術者受賞者〕
出席者　・片岡安賞
　　　　　髙田審査委員長ほか
　　　　　受賞者安田徹也氏の講演
　　　　　受賞者コメント
　　　　・青年技術者
　　　　　中原審査委員長ほか
　　　　　受賞者コメント
参加者　指田会長ほか69名



東京都千代田区神田小川町1丁目4-2 風雲堂別館ビル2階

年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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　ひとつの場所に集まって働くスタイル
が生まれたのは、18世紀後半から始まる
産業革命が起源とされています。それか
ら200年以上かけてオフィスに集まって
働くスタイルが定着してきましたが、今
日そのオフィスの在り方に、大きな転換
期が訪れようとしています。
　昨年来、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大によ
り、それまで当たり前に過ごしていた日常が大きく変わ
り、多くの人々が働くオフィスには、働き方そのものに
も変革が求められています。
　これまでの対面型の働き方は、雑談から思わぬアイデ
アが浮かんだり、環境が整っている場で集中して仕事が
出来たりするという大きなメリットがあります。

　一方、IT技術の進歩と相まって、ワー
ケーションやテレワーク、地方都市の
オフィスなどを活用した働き方の変革
は時間や場所の制約がなく業務を遂行
できるようになり、通勤による移動の
減少に伴い、環境負荷を低減できる可
能性も見出されています。
　新型コロナウイルスの感染拡大を契

機として、従来の職場としてのオフィスを見直し、時代
の要請につながる新しいオフィスを考えることは今後、
大変重要になってくると考えます。
　新たな働き方とは何か、新たなコミュニケーションと
は何か、それを行う「新しい」オフィスとはどのような
場なのか、既成概念にとらわれない、新たな「未来」を
提案してください。

課題の趣旨

主催　日本建築協会

2021年度　第67回工高生デザインコンクール
設計課題『新しい』オフィス

設 計 条 件
1．建物の目的： 既成概念にとらわれない「新しい」オフィスの提

案（新築のほか、従来の建物の再利用も可能）。
2 ．敷　　　地： 敷地の大きさ形状とも自由とし、具体的な敷地を

設定する。
3 ．規　　　模： 延べ面積、構造、階数は自由とする。
4 ．所　要　室： 使用方法を想定し、必要と思われるスペースを適

宜設ける。

所 要 図 等
1．設 計 説 明：設計意図を表すサブタイトルを必ずつけること。
　　　　　　　　 設計趣旨（使い方、立地、周囲の状況等について

の説明を含む）を記入すること。
2 ．建 築 概 要： 必要に応じて敷地面積、建築物の構造、階数、各

階床面積および建築面積、延べ床面積などを示す。
3 ．敷地周辺図：敷地周辺の環境や状況を示す。縮尺を明示する。
4 ．配　置　図： 敷地における建物の位置、道路との関係、方位、

縮尺を明示する。
5 ．平　面　図： 室名、寸法を記入する。オフィス空間のレイアウ

トを図示する。縮尺を明示する。
6 ．立　面　図：縮尺を明示する。（ 2面以上）
7 ．断　面　図：室名、寸法を記入する。縮尺を明示する。（1面以上）
8 ．透 視 図 等： 設計意図が最も反映するところを表現する。透視図

は手描きによる作図を原則とするが、コンピュータ
グラフィックス、模型写真に代えてもよい。 その他
必要とされる手描きの図面は加えてもよい。

9 ．そ　の　他： 応募図面には、氏名や学校名、マークなど応募者
を特定あるいは類推できる内容は記載しないこと。

応 募 条 件
1．用　　　紙： 用紙はケント紙などの厚手の製図用紙A1判 （594mm

×841mm） 1枚を使用し、直接描くこと。トレーシ
ングペーパーと裏打ち用紙の重ね使用や図面のパネ
ル化は認めない。

2 ．仕　上　げ：所要図等は手書きによる鉛筆仕上げとする。
　　　　　　　　 ただし、色鉛筆による着彩は可。また、所要図等の

うち、透視図（コンピュータグラフィックスも含む）、
模型写真のほか、設計説明を補完する図や写真など
は用紙に貼り付けてもよい。なお、製図用紙への図
表等の印刷出力など上記以外の仕上げは禁止する。

3 ．応 募 資 格： 2021年 4月現在、高等学校在籍もしくは高専、専修
学校の高等課程の生徒で、個人または共同（ 3人
まで）で制作したものとする。

応 募 方 法
1． 応募書類に、学校名・所在地・学年・氏名（ふりがな）を記入の
上、封筒に入れ密封し、製図用紙の裏に貼りつけること。（応募書
類が足りない場合は協会ホームページ（http://www.aaj.or.jp）からダ
ウンロードしてください。また封筒の貼り付けは、封筒がはがれな
い程度で、簡易にテープ止め等で結構です。図面を破損する恐れが
ありますので、糊のベタ塗りはしないでください。）

2 ．応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日
2021年 9月30日（木）の消印、あるいは受付印のあるものをもって
締め切る。

送 　 付 　 先
〒540-6591 大阪市中央区大手前 1丁目 7番31号  OMM 7階
一般社団法人 日本建築協会 第67回工高生デザインコンクール係
TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp
ホームページ：http://www.aaj.or.jp

入選作品の数および賞
1．入選作品は10点とする。
2 ．入選作品のうちから最優秀賞 1点、優秀賞 2点を選ぶ。
3 ． 最優秀賞・優秀賞作品には、賞状および表彰盾を贈り、その他
の入選作品には、賞状を贈る。

4 ．応募者全員に参加賞を贈る。
※入選作品の版権は本会に属する。

入選者発表および表彰式
審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌
「建築と社会」11月号に発表し、入選作品は翌年 1月号に掲載する。
表彰式は、2021年11月13日（土）に行う。

（作図、文字）

審　査　員（50音順・敬称略）
審査員長　神谷　浩司／㈱大林組大阪建築設計部担当部長
審 査 員　惠本涼太郎／㈱日建設計設計部門ダイレクターアーキテクト
　　　　　小笠原絵理／間工作舎一級建築士事務所代表
　　　　　岸下　真理／Atelier KISHISHITA共同代表
　　　　　中原　岳夫／㈱安井建築設計事務所設計部部長

　　　　　平岡健太郎／㈱竹中工務店大阪本店設計部グループ長
　　　　　藤木　庸介／滋賀県立大学人間文化学部生活デザイン学科教授
　　　　　前田　茂樹／ジオグラフィック・デザイン・ラボ代表取締役
　　　　　松下　典央／㈱昭和設計ソリューション部部長
　　　　　宮本　雅弘／㈱東畑建築事務所設計室部長

このコンクールは、高校生の設計技能の向上を目的とし、昭和30（1955）年より毎年テーマを変えて開催しています。


